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序
章第

一
節

東
照
宮
と
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
奉
納

東
照
宮
は
江
戸
幕
府
の
開
祖
者
、
徳
川
家
康
が
「
東
照
大
権
現
」
と
い
う
神
号
で
祭
祀
さ
れ
て
い
る
神
社
で
あ
る
。
現
在
は
五
〇
〇
以
上
の
東
照
宮
が

全
国
に
存
在
し
て
い
る
。
最
古
の
東
照
宮
は
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
造
営
さ
れ
た
静
岡
県
・
久
能
山
と
栃
木
県
・
日
光
山
の
二
社
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
家
康
の
遺
言
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

臨
終
の
時
、
家
康
は
本
多
正
純
、
南
光
坊
天
海
、
金
地
院
崇
伝
を
召
し
て
、
次
の
遺
言
を
残
し
た(

)

。

1

【
本
文
】

一
両
日
以
前
本
上
州
南
光
坊
拙
老
御
前
へ
被
為
召
被
仰
置
候
ハ
御
体
を
ハ
久
能
へ
納
御
葬
礼
を
ハ
増
上
寺
ニ
て
申
付
御
位
牌
を
ハ
三
川
之
大
樹
寺
ニ

立
一
周
忌
も
過
候
て
以
後
日
光
山
に
小
き
堂
を
た
て
勧
請
し
候
へ
八
州
之
鎮
守
に
可
被
為
成
と
の
御
意
候
皆
々
涙
を
な
が
し
候

【
訓
み
下
し
文
】

一
両
日
以
前
、
本
上
州
・
南
光
坊
・
拙
老
、
御
前
へ
召
さ
れ
、
仰
せ
ら
れ
置
き
候
ふ
は
「
御
体
を
ば
久
能
へ
納
め
、
御
葬
礼
を
ば
増
上
寺
に
て
申
し

付
け
、
御
位
牌
を
ば
三
川
の
大
樹
寺
に
立
て
、
一
周
忌
も
過
ぎ
候
ひ
て
以
後
、
日
光
山
に
小
さ
き
堂
を
た
て
勧
請
し
候
へ
。
八
州
の
鎮
守
に
成
ら
る

可
き
」
と
の
御
意
候
ふ
。
皆
々
、
涙
を
な
が
し
候
ふ
。

こ
の
遺
言
ど
お
り
、
家
康
の
遺
骨
は
元
和
二
年
に
久
能
山
に
葬
ら
れ
て
、
翌
三
年
（
一
六
一
七
）
日
光
山
に
移
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
家
康
は
東
照
大
権

現
と
し
て
神
格
化
さ
れ
、
国
家
の
安
泰
と
江
戸
幕
府
の
繁
栄
を
司
る
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
日
光
東
照
宮
と
久
能
山
東
照
宮
が
同

年
に
創
建
さ
れ
、
後
に
こ
れ
ら
二
社
に
倣
っ
て
、
日
本
各
地
の
東
照
宮
が
多
数
造
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。



- 2 -

最
初
の
東
照
宮
と
し
て
造
営
さ
れ
た
日
光
と
久
能
山
の
二
社
に
は
、
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
が
寄
進
し
た
三
十
六
歌
仙
扁
額
が
伝
存
す
る
。
い
ず
れ
も
、

在
位
中
の
後
水
尾
天
皇
の
宸
翰
で
あ
る
。

ま
た
、
家
康
の
遺
言
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
つ
東
照
宮
は
も
う
一
つ
あ
る
。
こ
れ
は
、
川
越
に
あ
る
仙
波
東
照
宮
で
あ
る
。
仙
波
東
照
宮
の
創
設
は
、

家
康
の
神
格
化
を
指
導
し
た
天
海
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
家
康
の
遺
言
に
従
っ
て
、
元
和
三
年
に
、
久
能
山
か
ら
日
光
へ
の
遷
座
の
途
次
、
家
康
の
遺
骨

は
、
川
越
小
仙
波
町
の
喜
多
院
の
大
堂
で
四
日
間
留
ま
り
、
そ
の
折
、
喜
多
院
の
住
職
を
務
め
て
い
た
天
海
が
、
衆
僧
を
集
め
て
法
要
を
行
っ
た
。
こ
れ

を
機
に
、
天
海
は
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
に
大
堂
の
南
東
に
岡
を
築
き
、
そ
の
上
に
東
照
宮
の
社
殿
を
造
営
し
た
。
そ
の
後
、
寛
永
十
五
年
（
一
六

三
八
）
の
川
越
大
火
に
よ
り
、
当
社
は
喜
多
院
の
堂
塔
や
門
前
と
と
も
に
焼
失
す
る
が
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
は
川
越
城

主
堀
田
正
盛
に
仙
波
東
照
宮
の
再
建
を
命
じ
、
同
年
に
工
事
が
竣
工
、
六
月
十
五
日
に
遷
座
祭
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
幕
府
の
御
用
絵
師
を
務
め
て
い

た
岩
佐
又
兵
衛
（
一
五
七
八
～
一
六
五
〇
）
作
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
が
仙
波
東
照
宮
に
奉
納
さ
れ
、
今
日
に
伝
わ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
家
康
の
遺
言
と
家
康
の
神
格
化
を
指
導
し
た
天
海
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
東
照
宮
に
は
、
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
存
在
が
と
り

わ
け
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
言
え
る
。
江
戸
初
期
、
各
地
に
造
営
さ
れ
た
東
照
宮
に
は
、
こ
れ
ら
日
光
・
久
能
山
・
仙
波
に
な
ら
っ
て
、
拝
殿
に
欠

か
せ
な
い
装
飾
品
と
し
て
三
十
六
歌
仙
扁
額
が
奉
納
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節

江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本

日
光
と
久
能
山
の
例
に
倣
っ
て
、
各
地
の
東
照
宮
に
も
三
十
六
歌
仙
扁
額
が
奉
納
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
家
康
没
後
か
ら
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
時

代
に
か
け
て
の
江
戸
初
期
に
は
、
日
光
本
と
久
能
山
本
の
他
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
三
十
六
歌
仙
扁
額
が
奉
納
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
で
は
江
戸
初

期
の
東
照
宮
に
着
目
し
、
日
光
東
照
宮
・
久
能
山
東
照
宮
を
含
め
て
七
社
に
伝
わ
る
三
十
六
歌
仙
扁
額
を
研
究
対
象
と
す
る
。

日
光
東
照
宮
と
久
能
山
東
照
宮
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
と
第
五
節
に
て
述
べ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
二
社
の
他
、
三
十
六
歌
仙
扁

額
が
伝
来
す
る
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
五
社
に
つ
い
て
触
れ
る
。

第
一
に
は
、
茨
城
県
・
水
戸
東
照
宮
が
あ
る
。
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
に
家
康
の
十
一
男
で
水
戸
藩
の
初
代
藩
主
徳
川
頼
房
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。
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当
時
に
奉
納
さ
れ
た
三
十
六
歌
仙
扁
額
（
以
下
、
水
戸
本
と
略
称
）
は
、
歌
仙
和
歌
の
筆
者
が
青
蓮
院
門
跡
尊
純
法
親
王
で
あ
り
、
絵
師
が
狩
野
浄
賀
で

あ
る(

)

。

2
第
二
に
は
、
徳
川
家
の
発
祥
の
地
と
伝
え
る
群
馬
県
・
世
良
田
東
照
宮
が
あ
る
。
創
設
は
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
で
あ
る
。
三
代
将
軍
徳
川
家
光

の
命
に
よ
り
、
日
光
東
照
宮
か
ら
旧
拝
殿
と
宝
塔
な
ど
の
社
殿
が
世
良
田
に
移
築
さ
れ
て
世
良
田
東
照
宮
の
一
部
と
な
っ
た
。
竣
工
は
同
二
一
年
（
一
六

四
四
）
で
あ
る
。
竣
工
当
時
に
奉
納
さ
れ
た
三
十
六
歌
仙
扁
額
（
以
下
、
世
良
田
本
と
略
称
）
は
、
狩
野
源
四
郎
・
狩
野
休
白
・
狩
野
元
俊
の
絵
師
三
人

の
合
作
で
あ
る
。
日
光
東
照
宮
の
『
東
照
宮
宝
物
誌
』
に
は
、
世
良
田
本
が
本
来
日
光
東
照
宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
世
良
田
東
照
宮
の
造

営
に
あ
た
っ
て
日
光
か
ら
移
管
さ
れ
た
と
提
唱
さ
れ
て
い
る(

)

。
し
か
し
、
裏
面
に
施
さ
れ
て
い
る
絵
師
三
名
の
銘
文
に
よ
っ
て
、
松
木
寛
氏
は
寛
永

3

年
間
の
新
作
で
あ
る
と
さ
れ
、
日
光
か
ら
の
移
管
説
を
批
判
さ
れ
た(

４)

。

第
三
に
は
、
川
越
・
仙
波
東
照
宮
が
あ
る
。
仙
波
東
照
宮
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
（
以
下
、
仙
波
本
と
略
称
）
は
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
の
制
作
で

あ
る
。
歌
仙
和
歌
の
筆
者
は
伝
・
青
蓮
院
門
跡
尊
純
法
親
王
で
あ
り
、
絵
師
は
岩
佐
又
兵
衛
（
一
五
七
八
～
一
六
五
〇
）
で
あ
る
。

第
四
に
は
、
石
川
県
・
金
沢
東
照
宮
が
あ
る
。
加
賀
藩
の
四
代
藩
主
前
田
光
高
に
よ
っ
て
、
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
に
金
沢
城
北
の
丸
に
建
立
さ

れ
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
、
神
仏
分
離
に
よ
り
、
東
照
社
は
尾
崎
神
社
と
改
称
さ
れ
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）、
金
沢
城
が
陸
軍
省
用
地
と
な

っ
た
た
め
、
現
在
地
に
移
築
さ
れ
た
。
こ
こ
に
伝
わ
る
三
十
六
歌
仙
扁
額
（
以
下
、
金
沢
本
と
略
称
）
は
、
制
作
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
創
建
当
初

の
も
の
と
さ
れ
る
。
絵
師
は
俵
屋
宗
雪
と
さ
れ
る(

)
。

8

第
五
に
は
、
岡
崎
・
滝
山
東
照
宮
が
あ
る
。
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
に
よ
っ
て
、
家
康
が
生
ま
れ
た
岡
崎
城
の
近
く
に
あ
る

滝
山
寺
の
境
内
に
創
祀
さ
れ
た
滝
山
東
照
宮
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
作
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
（
以
下
、
滝
山
本
と
略
称
）
が
伝
来

す
る
。
絵
師
は
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
～
一
六
七
五
）
で
あ
る(

)
。

9

以
上
が
、
本
研
究
の
対
象
と
な
る
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
で
あ
る
。

第
三
節

江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
奉
掲
形
式

江
戸
初
期
の
東
照
宮
に
奉
納
さ
れ
た
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
す
べ
て
は
、
歌
仙
ご
と
に
扁
額
一
面
を
設
け
る
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
合
計
三
十
六
面
か
ら
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な
る
。
各
面
は
上
下
二
段
に
構
成
さ
れ
る
。
上
段
は
位
署
と
和
歌
一
首
か
ら
な
る
詞
書
を
記
し
、
下
段
は
歌
仙
絵
が
描
か
れ
る
。
な
お
、
位
署
と
と
も
に

「
左
」
か
「
右
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
扁
額
が
奉
掲
さ
れ
る
配
列
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
東
照
宮
よ
り
先
行
す
る
三
十
六
歌
仙
扁
額
に

も
よ
く
現
れ
る
記
述
で
あ
る
。

歌
仙
額
は
東
照
宮
の
拝
殿
に
奉
掲
さ
れ
る
。
本
殿
に
向
か
う
壁
の
正
中
を
挟
ん
で
、
左
右
の
押
上
に
十
八
面
ず
つ
歌
仙
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
奉
掲

の
様
子
は
滝
山
本
各
面
の
裏
書
か
ら
窺
わ
れ
る
。
図
１
は
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
奉
掲
形
式
で
あ
る
。

図

・
東
照
宮
の
拝
殿
で
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
奉
掲
形
式

1

左
右
の
位
置
は
、
拝
殿
を
訪
れ
る
観
覧
者
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
本
殿
に
鎮
守
さ

れ
る
ご
神
体
の
観
点
か
ら
認
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
左
」
の
歌
仙

額
が
観
覧
者
の
右
側
、
「
右
」
の
歌
仙
額
は
観
覧
者
の
左
側
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
左
右
の
一
番
と
な
る
歌
仙
額
は
本
殿
に
最
も
近
い
位
置
を

占
め
、
そ
の
以
降
の
歌
仙
額
は
段
々
本
殿
か
ら
遠
ざ
か
り
、
拝
殿
の
入
り
口
の
近
く

に
掲
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
人
麿
か
ら
兼
盛
ま
で
の
十
八
名
が
「
左
」
の
歌
仙
組
、
貫
之
か
ら

中
務
ま
で
の
十
八
名
が
「
右
」
の
歌
仙
組
と
な
る
。
ま
た
、
「
左
」
「
右
」
そ
れ
ぞ
れ

の
十
八
名
は
、
本
殿
に
最
も
近
い
位
置
を
占
め
る
も
の
よ
り
以
降
、「

」
か
ら
「

」

1

18

ま
で
の
通
し
番
号
が
付
さ
れ
る
。

本
研
究
の
各
章
に
は
、
位
置
関
係
を
明
確
に
示
す
た
め
、
歌
仙
名
の
上
に
「
左

」
1

か
ら
「
左

」
、
ま
た
「
右

」
か
ら
「
右

」
ま
で
の
通
し
番
号
を
記
す
こ
と
に

18

1

18

す
る
。
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第
四
節

後
水
尾
天
皇
と
最
初
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額

最
初
に
奉
納
さ
れ
た
東
照
宮
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
は
、
日
光
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
（
以
下
、
日
光
本
と
略
称
）
と
久
能
山
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁

額
（
以
下
、
久
能
山
本
と
略
称
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
作
は
、
い
ず
れ
も
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
後
水
尾
天
皇
が
歌
仙
和
歌
の
書
を
揮

毫
し
た
。

そ
の
主
た
る
論
拠
と
な
る
の
が
、
久
能
山
東
照
宮
に
伝
存
す
る
曼
殊
院
良
恕
法
親
王
宛
て
の
後
水
尾
天
皇
宸
翰
で
あ
る
。

こ
の
宸
翰
に
は
、
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
日
付
は
「
十
一
月
晦
」
と
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
か
ら
「
駿
州
久
能
の
哥
仙
」

の
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
た
後
水
尾
天
皇
が
、
歌
仙
和
歌
の
書
法
を
ど
の
三
十
六
歌
仙
に
依
拠
す
べ
き
か
、
持
明
院
流
入
木
道
の
伝
授
を
受
け
た
曼
殊
院
宮
良

恕
法
親
王
に
相
談
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
後
水
尾
天
皇
宸
翰
に
つ
い
て
、
『
久
能
山
叢
書
』
第
四
編
資
料
編
下
に
掲
出
さ
れ
た
原
文
を
引
用
し
、
訓
み
下
し
文
、

現
代
語
訳
を
試
み
る
こ
と
と
す
る(

)

。

10

【
本
文
】

先
度
者
光
臨
候
て
本
望
至
極
抑
今
度
駿
州
久
能
の
哥
仙
可
染
繊
毫
由
自
将
軍
被
申
候
雖
斟
酌
候
難
遁
儀
候
左
候
へ
ハ
此
以
前
日
光
之
哥
仙
哥
の
ち
ら

し
作
者
才
先
度
借
用
申
候
内
以
世
尊
寺
芳
翰
令
模
写
候
然
者
今
度
北
野
清
水
谷
哥
仙
之
躰
を
可
謄
申
存
候
可
有
如
何
候
哉
為
御
談
合
一
筆
令
啓
候
委

曲
返
報
承
度
候
也
。

十
一
月
晦

（
宛
て
書
）
「
（
封
）
曼
殊
院
宮
へ
」

【
訓
み
下
し
文
】

先
度
は
光
臨
候
ひ
て
本
望
至
極
。
抑
も
今
度
、
駿
州
久
能
の
哥
仙
、
繊
毫
を
染
む
可
き
の
由
、
将
軍
よ
り
申
さ
れ
候
。
斟
酌
候
ふ
と
雖
も
、
遁
れ
難

き
儀
に
候
。
左
候
へ
ば
、
此
れ
以
前
、
日
光
の
哥
仙
、
哥
の
ち
ら
し
作
者
等
、
先
度
借
用
申
し
候
内
、
世
尊
寺
芳
翰
を
以
て
模
写
せ
し
め
候
。
然
ら
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ば
今
度
、
北
野
の
清
水
谷
哥
仙
の
躰
を
謄
し
申
す
可
く
存
じ
候
。
如
何
有
る
可
く
候
哉
。
御
談
合
の
為
、
一
筆
啓
せ
し
め
候
。
委
曲
返
報
承
わ
り
度

く
候
な
り
。

十
一
月
晦

（
宛
て
書
）
「
（
封
）
曼
殊
院
宮
へ
」

【
現
代
語
訳
】

先
日
は
お
越
し
い
た
だ
き
、
望
み
が
叶
っ
て
満
足
し
て
お
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
た
び
、
駿
河
・
久
能
山
の
「
三
十
六
歌
仙
」
を
染
筆
す
る
よ

う
に
と
の
由
、
二
代
将
軍
家
忠
よ
り
申
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
遠
慮
申
し
上
げ
た
い
と
は
い
う
も
の
の
、
逃
れ
が
た
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
以
前
は
、
日
光
の
「
三
十
六
歌
仙
」
和
歌
の
ち
ら
し
作
者
等
を
、
先
に
借
用
し
た
も
の
の
う
ち
、
世
尊
寺
芳
翰
を
以
て
模
写
さ
せ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
度
は
、
「
北
野
の
清
水
谷
歌
仙
」
の
体
を
謄
し
申
し
た
く
存
じ
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
御
相
談
の
た
め
、
一
筆
さ
し
あ
げ
ま
し

た
。
詳
し
く
は
お
返
事
を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

十
一
月
晦

「
（
封
）
曼
殊
院
宮
へ
」

こ
の
宸
翰
の
書
か
れ
た
「
十
一
月
晦
」
、
す
な
わ
ち
十
一
月
三
十
日
、
後
水
尾
天
皇
は
、
徳
川
秀
忠
の
依
頼
に
よ
り
、
久
能
山
東
照
宮
に
奉
納
す
る
三

十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
和
歌
の
染
筆
を
準
備
し
て
い
た
。

後
水
尾
天
皇
は
、
そ
れ
以
前
に
、
日
光
の
歌
仙
和
歌
を
染
筆
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
か
ら
、
後
水
尾
天
皇
は
「
曼
殊
院
宮
」
、
す
な
わ
ち
曼
殊
院
門
跡

良
恕
法
親
王
に
、
歌
仙
和
歌
の
書
法
を
何
に
依
拠
す
べ
き
か
、
相
談
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
後
水
尾
天
皇
の
相
談
の
相
手
で
あ
る
「
曼
殊
院
宮
」
と
は
、

す
な
わ
ち
曼
殊
院
門
跡
良
恕
法
親
王
、
持
明
院
流
の
伝
授
を
受
け
た
も
の
と
し
て
、
入
木
道
の
権
威
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
後
水
尾
天
皇
は
良
恕
法
親
王
に
相
談
し
つ
つ
、
日
光
本
・
久
能
山
本
の
順
に
、
最
古
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
和
歌
を
染
筆

し
た
の
で
あ
る
。

右
の
宸
翰
に
は
、
日
光
本
と
久
能
山
本
の
制
作
年
代
に
か
か
わ
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
宸
翰
の
日
付
に
も
、
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
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日
光
本
と
久
能
山
本
の
制
作
年
代
を
問
題
に
し
た
の
は
、
山
作
良
之
の
研
究
が
あ
る(

)

。
山
作
氏
は
、
次
の
史
料
を
基
に(

)

、
日
光
本
と
久
能
山

11

12

本
が
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
制
作
さ
れ
、
奉
納
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
た
。

【
本
文
】

久
能
哥
仙
勅
筆
被
成
御
染
候
義
別
而
大
慶
之
至
候
此
旨
可
然
様
可
有
奏
達
候
謹
言

十
二
月
十
日

秀
忠
（
花
押
）

廣
橋
大
納
言
殿

三
条
大
納
言
殿

【
訓
み
下
し
文
】

久
能
の
哥
仙
、
勅
筆
の
御
染
め
成
ら
れ
候
ふ
義
、
別
し
て
大
慶
の
至
り
候
ふ
。
此
の
旨
、
然
る
べ
き
様
、
奏
達
に
あ
る
可
く
候
ふ
。
謹
言
。

十
二
月
十
日

秀
忠
（
花
押
）

廣
橋
大
納
言
殿

三
条
大
納
言
殿

こ
れ
は
、
二
代
将
軍
秀
忠
が
書
い
た
礼
状
で
あ
る
。
宛
先
は
宮
中
で
あ
り
、
内
容
は
久
能
山
本
に
後
水
尾
天
皇
の
染
筆
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
す
る

謝
辞
で
あ
る
。
こ
の
礼
状
に
も
、
年
代
は
明
確
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
宛
名
に
あ
げ
ら
れ
た
「
廣
橋
大
納
言
殿
」
「
三
条
大
納
言
殿
」
と
い
う

二
名
の
官
職
を
基
に
、
山
作
氏
は
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
た(

)

。

13

礼
状
の
宛
名
に
あ
る
廣
橋
大
納
言
と
は
廣
橋
兼
勝
、
三
条
大
納
言
と
は
三
条
西
実
條
の
こ
と
で
、
共
に
武
家
伝
奏
で
あ
る
。
両
名
の
表
記
が
「
廣
橋

大
納
言
」
と
「
三
条
大
納
言
殿
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
史
料
の
年
代
が
推
定
で
き
る
。
『
国
史
大
系

公
卿
補
任
』
（
吉
川
弘
文
館
）
に

よ
れ
ば
、
廣
橋
兼
勝
と
三
条
西
実
條
が
共
に
「
大
納
言
」
（
実
は
「
権
大
納
言
」
）
で
あ
っ
た
期
間
は
、
三
条
西
実
條
が
権
大
納
言
に
就
任
し
た
慶
長
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十
八
年
（
一
六
一
三
）
一
月
十
一
日
か
ら
廣
橋
兼
勝
が
内
大
臣
に
昇
格
し
た
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
十
一
月
十
四
日
の
間
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
礼
状
の
下
限
は
元
和
四
年
十
一
月
と
な
る
が
、
日
付
が
十
二
月
十
日
に
な
っ
て
い
る
か
ら
元
和
四
年
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
の
前
年
、
す
な
わ

ち
元
和
三
年
十
二
月
十
日
の
礼
状
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

山
作
氏
の
説
に
し
た
が
え
ば
、
元
和
三
年
十
二
月
ま
で
に
久
能
山
本
が
奉
納
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

前
掲
の
後
水
尾
天
皇
の
宸
翰
に
よ
れ
ば
、
後
水
尾
天
皇
は
日
光
本
・
久
能
山
本
の
順
に
、
ふ
た
つ
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
和
歌
を
染
筆
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
二
代
将
軍
秀
忠
は
、
日
光
本
と
久
能
山
本
の
ふ
た
つ
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
を
、
同
じ
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
寄
進
し
た
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

第
五
節

日
光
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
絵
師

日
光
本
の
歌
仙
絵
の
絵
師
に
関
し
て
は
、
日
光
東
照
宮
に
伝
わ
る
『
宝
物
志
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る(

)

。

14

三
十
六
歌
仙
扁
額
（
第
十
七
図
参
照
）

三
十
六
面

紙
本
彩
画
は
土
佐
将
監
光
起
の
筆
、
書
は
後
水
尾
上
皇
の
御
染
筆
と
伝
え
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

絵
師
は
土
佐
光
起
の
作
と
さ
れ
る
が
、
山
作
氏
は
、
制
作
年
で
あ
る
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
は
光
起
は
ま
だ
一
歳
で
、
歌
仙
絵
の
絵
師
に
比
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
次
の
二
点
か
ら
、
歌
仙
絵
絵
師
が
、
当
時
、
禁
裏
絵
所
預
を
勤
め
て
い
た
狩
野
孝
信
の
作
と
さ
れ
た(

)

。

15

第
一
に
、
九
州
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
』（
以
下
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
略
称
）
の
奥
書
で
あ
る(

)

。

16

こ
れ
は
江
戸
時
代
の
写
本
で
、
三
冊
か
ら
成
る
『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
散
形
』
の
一
冊
で
あ
る
。
巻
末
に
こ
れ
を
書
写
し
た
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）

の
森
伊
祥
の
次
の
奥
書
が
あ
り
、
日
光
東
照
宮
の
歌
仙
絵
が
狩
野
孝
信
の
作
で
あ
る
と
い
う
公
遵
法
親
王
の
証
言
が
見
ら
れ
る
。
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【
本
文
】

随
宜
楽
院
宮
准
三
宮
公
遵
大
王
は
中
院
御
門
第
二
皇
子
享
保
七
年
に
降
誕
ま
し
ま
し
て
東
叡
山
を
し
ろ
し
め
さ
れ
御
退
山
の
後
御
上
京
ま
し
ま
し
若

宮
御
得
度
御
戒
律
な
ど
の
故
か
安
永
五
秊
の
春
御
下
向
の
砌
後
桃
園
帝
よ
り
入
木
道
潅
頂
御
伝
受
あ
ら
せ
ら
れ
廣
橋
儀
同
よ
り
彼
是
き
か
せ
ら
れ
し

か
ど
も
思
食
に
は
あ
ら
ま
し
の
由
に
つ
き
天
明
元
年
五
月
廿
日
鶴
川
筑
前
守
奉
り
に
て
仰
下
さ
れ
よ
く
廿
一
日
参
殿
し
て
辻
隠
岐
守
を
し
て
申
上
る

と
き
に
御
座
の
間
へ
召
せ
ら
れ
御
児
ま
で
御
退
け
被
遊
仰
に
曰
入
木
道
御
皆
伝
あ
そ
ば
す
と
ま
う
せ
ど
も
あ
ら
ま
し
の
御
事
故
額
法
よ
り
く
は
し
く

申
上
べ
き
の
御
意
な
り
爰
に
至
て
可
秘
に
あ
ら
ざ
れ
ば
委
細
言
上
し
奉
其
後
神
前
歌
仙
の
形
真
行
の
躰
を
可
指
上
む
ね
に
付
則
献
し
奉
引
こ
も
り
し

中
日
光
山
の
歌
仙
の
書
躰
同
画
像
は
う
つ
さ
せ
遊
ば
し
同
九
月
八
日
尹
祥
を
め
し
給
ひ
仰
曰
汝
先
達
而
献
せ
し
よ
り
は
悉
書
法
か
は
れ
り
是
は
御
讃

は
後
水
尾
帝
宸
筆
画
は
孝
信
也
と
仰
ら
る
る
尹
祥
拝
見
せ
し
に
此
草
の
形
な
り
右
の
趣
を
言
上
し
又
禁
裏
親
王
の
遊
ば
し
物
の
事
も
言
上
し
則
歌
仙

伝
受
の
一
巻
も
奉
同
年
鶴
岡
八
幡
宮
上
下

宮
御
修
造
あ
り
し
砌
歌
仙
の
損
し
五
枚
御
直
し
あ
り
し
時
寛
文
の
時
は
上
の
宮
は
良
恕
親
王
下
の
宮
は
尊
純

親
王
元
文
の
時
は
公
寛
親
王
遊
ば
さ
る
そ
の
御
由
緒
に
て
天
明
に
は
公
延
親
王
へ
可
被
遊
旨
也
し
か
る
を
准
三
宮
其
中
を
遊
ば
さ
れ
度
思
召
仰
入
ら

れ
上
下
の
宮
の
人
丸
を
遊
ば
さ
る
皆
先
蹤
を
追
て
遊
ば
し
給
ふ
事
也
其
砌
参
殿
し
て
拝
見
を
仰
付
ら
れ
し
上
下
の
宮
と
も
に
此
人
丸
の
書
躰
故
亦
此

た
ひ
も
如
此
に
遊
ば
さ
れ
し
上
意
の
う
へ
入
木
道
く
は
し
く
申
上
御
満
足
の
上
意
お
な
じ
く
行
成
卿
よ
り
代
々
を
へ
持
明
院
家
伝
来
誠
不
朽
に
思
食

と
か
へ
す
々
の
上
意
也
あ
ま
り
の
た
ふ
と
さ
に
こ
の
伝
書
に
片
言
を
書
付
を
は
り
ぬ

天
明
五
年
弥
生
上
旬
再
写
之

源
尹
祥

【
訓
み
下
し
文
】

随
宜
楽
院
准
三
宮
宮
公
遵
大
王
は
、
中
院
御
門
第
二
皇
子
、
享
保
七
年
に
降
誕
ま
し
ま
し
て
、
東
叡
山
を
し
ろ
し
め
さ
れ
、
御
退
山
の
後
、
御
上
京

ま
し
ま
し
、
若
宮
御
得
度
・
御
戒
律
な
ど
の
故
か
、
安
永
五
年
の
春
、
御
下
向
の
砌
、
後
桃
園
帝
よ
り
入
木
道
潅
頂
御
伝
受
あ
ら
せ
ら
れ
、
廣
橋
儀

同
よ
り
、
彼
れ
是
れ
き
か
せ
ら
れ
し
か
ど
も
、
思
し
食
し
に
は
あ
ら
ま
し
の
由
に
つ
き
、
天
明
元
年
五
月
廿
日
、
鶴
川
筑
前
守
奉
り
に
て
、
仰
せ
下

さ
れ
、
よ
く
廿
一
日
、
参
殿
し
て
辻
隠
岐
守
を
し
て
申
し
上
ぐ
る
と
き
に
、
御
座
の
間
へ
召
せ
ら
れ
、
御
児
ま
で
御
退
け
遊
ば
さ
れ
、
仰
せ
に
曰
は

く
、
「
入
木
道
御
皆
伝
あ
そ
ば
す
と
申
せ
ど
も
、
あ
ら
ま
し
の
御
事
故
、
額
法
よ
り
く
は
し
く
申
し
上
ぐ
べ
き
の
御
意
な
り
」
。
爰
に
至
り
て
、
秘
す
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可
き
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
委
細
言
上
し
奉
り
、
其
の
後
、
神
前
歌
仙
の
形
『
真
』
・
『
行
』
の
躰
を
指
し
上
ぐ
可
き
む
ね
に
付
き
、
則
ち
献
じ
奉
り
、
引

き
こ
も
り
し
中
、
日
光
山
の
歌
仙
の
書
躰
、
同
画
像
は
う
つ
さ
せ
遊
ば
し
、
同
九
月
八
日
、
尹
祥
を
め
し
給
ひ
、
仰
せ
曰
は
く
、
「
汝
、
先
達
而
て

献
ぜ
し
よ
り
は
、
悉
く
書
法
か
は
れ
り
。
是
は
御
讃
は
後
水
尾
帝
宸
筆
、
画
は
孝
信
也
」
と
仰
ら
る
る
。
尹
祥
、
拝
見
せ
し
に
、
此
の
草
の
形
な
り
。

右
の
趣
を
言
上
し
、
又
、
禁
裏
親
王
の
遊
ば
し
物
の
事
も
言
上
し
、
則
ち
、
歌
仙
伝
受
の
一
巻
も
奉
る
。
同
年
、
鶴
岡
八
幡
宮
［
上
下
］
宮
御
修
造

あ
り
し
砌
、
歌
仙
の
損
し
五
枚
御
直
し
あ
り
し
時
、
寛
文
の
時
は
、
上
の
宮
は
良
恕
親
王
、
下
の
宮
は
尊
純
親
王
、
元
文
の
時
は
公
寛
親
王
遊
ば
さ

る
。
そ
の
御
由
緒
に
て
、
天
明
に
は
公
延
親
王
へ
遊
ば
さ
る
可
き
旨
な
り
。
し
か
る
を
、
准
三
宮
、
其
の
中
を
遊
ば
さ
れ
度
く
思
し
召
し
仰
せ
入
ら

れ
、
上
下
の
宮
の
人
丸
を
遊
ば
さ
る
。
皆
、
先
蹤
を
追
て
遊
ば
し
給
ふ
事
也
。
其
の
砌
、
参
殿
し
て
拝
見
を
仰
せ
付
け
ら
れ
し
。
［
上
下
］
の
宮
と

も
に
此
の
人
丸
の
書
躰
故
、
亦
、
此
の
た
び
も
此
く
の
如
く
に
遊
ば
さ
れ
し
。
上
意
の
う
へ
、
入
木
道
く
は
し
く
申
し
上
げ
、
御
満
足
の
上
意
、「
お

な
じ
く
行
成
卿
よ
り
代
々
を
へ
、
持
明
院
家
伝
来
、
誠
に
不
朽
に
思
し
食
す
」
と
、
か
へ
す
が
へ
す
の
上
意
な
り
。
あ
ま
り
の
尊
さ
に
、
こ
の
伝
書

に
片
言
を
書
き
付
け
を
は
り
ぬ
。

天
明
五
年
弥
生
上
旬
、
再
び
之
を
写
す

源
尹
祥

こ
の
奥
書
に
は
、
「
日
光
山
の
歌
仙
の
書
躰
同
画
像
」
を
写
し
た
随
宜
楽
院
宮
准
三
宮
公
遵
大
王
が
、
九
月
八
日
に
源
尹
祥
を
召
し
て
「
日
光
山
の
歌

仙
」
が
「
御
讃
は
後
水
尾
天
皇
宸
翰
、
画
は
孝
信
也
」
と
仰
せ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

同
九
月
八
日
尹
祥
を
め
し
給
ひ
、
仰
せ
ら
れ
て
曰
く
『
汝
、
先
達
し
て
献
ぜ
し
よ
り
は
悉
く
書
法
変
わ
れ
り
。
是
れ
は
、
御
讃
は
後
水
尾
帝
宸
翰
、

画
は
孝
信
也
』
と
仰
ら
る
る
。
尹
祥
、
拝
見
せ
し
に
、
是
れ
草
の
形
な
り
。

第
二
に
、
次
の
京
都
所
司
代
板
倉
勝
重
の
北
野
天
満
宮
宛
て
の
書
状
で
あ
る(

)

。

17
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【
本
文
】

一
筆
申
入
候
其
許
社
内
御
座
候
哥
仙
ハ
勅
筆
紙
被
遊
候
由
及
承
候
江
戸
東
照
大
権
現
御
宮
立
御
座
候
哥
仙
之
儀
勅
筆
被
遊
候
就
其
其
御
宮
御
座
候
哥

仙
我
等
覚
不
申
候
間
紙
被
遊
は
り
つ
け
ふ
ち
を
打
有
之
様
昨
日
伝
奏
衆
御
物
語
様
子
具
御
報
可
承
候
其
通
狩
野
右
近
所
へ
可
申
越
候
恐
々
謹
言

板
伊
賀
守勝

重
（
花
押
）

二
月
廿
五
日

徳
松
院

松
梅
院御

宿
所

【
訓
み
下
し
文
】

一
筆
申
し
入
れ
候
ふ
。
そ
こ
も
と
の
社
内
に
御
座
候
ふ
哥
仙
は
、
勅
筆
紙
遊
ば
さ
れ
候
ふ
由
、
と
承
り
及
び
候
ふ
。
江
戸
、
東
照
大
権
現
御
宮
立
て

御
座
候
ふ
。
哥
仙
の
儀
、
勅
筆
遊
ば
さ
れ
候
ふ
。
其
れ
に
就
き
て
、
其
の
御
宮
に
御
座
候
ふ
哥
仙
、
我
等
、
覚
へ
申
さ
ざ
り
し
候
ふ
間
、
紙
に
は
り

つ
け
遊
ば
さ
れ
、
ふ
ち
を
打
つ
。
之
あ
る
様
、
昨
日
、
伝
奏
衆
、
御
物
語
る
様
子
、
具
さ
に
お
報
せ
承
る
可
く
候
ふ
。
其
の
通
り
、
狩
野
右
近
の
所

へ
申
し
越
す
可
く
候
ふ
。
恐
々
謹
言
。

板
倉
伊
賀
守

勝
重
（
花
押
）

二
月
廿
五
日

徳
松
院

松
梅
院御

宿
所



- 12 -

こ
れ
に
つ
い
て
、
山
作
氏
は
「
東
照
大
権
現
御
宮
立
て
」
が
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
三
月
に
江
戸
城
内
に
建
立
さ
れ
た
紅
葉
山
東
照
社
を
指
す
の
か

ど
う
か
判
然
と
し
な
い
な
が
ら
も
、
こ
の
史
料
か
ら
、
元
和
初
期
に
お
け
る
幕
府
と
狩
野
孝
信
と
の
関
係
が
伺
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
日
光
東

照
宮
の
歌
仙
画
を
狩
野
孝
信
が
描
い
て
い
る
可
能
性
は
よ
り
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
た
。

第
六
節

本
研
究
の
構
成

三
十
六
歌
仙
扁
額
は
、
三
十
六
首
の
歌
仙
和
歌
本
文
、
歌
仙
和
歌
の
書
、
及
び
歌
仙
絵
の
三
つ
の
要
素
を
備
え
て
い
る
総
合
芸
術
で
あ
る
。

本
研
究
の
目
的
は
、
江
戸
初
期
に
制
作
・
奉
納
さ
れ
た
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
を
取
り
上
げ
、
歌
仙
和
歌
本
文
、
歌
仙
和
歌
の
書
体
、
及
び
歌
仙
絵

の
様
式
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
、
歌
仙
和
歌
の
本
文
を
調
査
し
、
「
日
光
本
系
統
」
と
「
久
能
山
本
系
統
」
の
二
系
統
と
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
本
を
定
位
す
る
。
そ
し
て
、
仙

波
本
・
世
良
田
本
・
金
沢
本
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
仙
和
歌
の
本
文
の
独
自
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第
二
章
で
は
、
日
光
本
の
歌
仙
和
歌
の
書
体
を
視
覚
的
に
分
析
し
、
そ
の
典
型
と
さ
れ
る
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

る
。
そ
の
結
果
、
山
作
氏
が
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
日
光
本
の
書
体
の
典
型
が
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
そ

の
間
に
見
ら
れ
る
文
字
の
位
置
に
よ
る
異
同
が
両
方
の
書
体
の
性
格
を
根
本
的
に
異
に
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
明
し
た
。

第
三
章
で
は
、
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
歌
仙
絵
を
「
女
歌
仙
絵
」
「
僧
侶
歌
仙
絵
」
「
男
歌
仙
絵
」
に
分
類
し
た
上
、
装
束
を
基

に
そ
の
様
式
を
調
査
す
る
。
そ
の
結
果
、
「
女
歌
仙
絵
」
と
「
僧
侶
歌
仙
絵
」
に
装
束
の
異
同
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
「
男
歌
仙
絵
」
の
装
束
に
関
し
て

は
、
仙
波
本
と
世
良
田
本
に
異
同
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
歌
仙
絵
の
様
式
は
高
度
な

類
似
性
を
見
せ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
、
仙
波
本
と
世
良
田
本
に
見
ら
れ
た
異
同
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

第
四
章
で
は
、
身
体
と
顔
の
向
き
を
基
準
に
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
歌
仙
絵
の
構
図
を
調
査
す
る
。
拝
殿
の
壁
に
掲
げ
ら
れ
る

奉
納
品
と
し
て
、
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
絵
は
、
身
体
と
顔
の
向
き
に
よ
る
構
図
が
特
に
重
視
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
結
果
、
江
戸
初
期
の
東

照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
歌
仙
絵
の
構
図
の
類
似
性
が
一
層
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
に
触
れ
る
。
一
方
、
仙
波
本
と
水
戸
本
に
見
ら
れ
る
構
図
の
異
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同
も
確
認
さ
れ
、
そ
の
異
同
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

第
五
章
で
は
、
世
良
田
本
が
日
光
東
照
宮
か
ら
移
管
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
検
証
す
る
。
も
し
、
世
良
田
本
は
寛
永
大
造
替
以
前
に
日
光
東
照

宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
第
一
章
と
第
二
章
で
検
証
し
た
よ
う
に
、
後
水
尾
天
皇
の
宸
翰
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
歌
仙
和
歌
の
本
文

と
散
ら
し
書
き
の
書
体
が
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
一
致
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
世
良
田
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
と
書
体
は
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

よ
り
異
な
る
意
匠
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
歌
仙
絵
の
様
式
に
お
い
て
も
、
重
要
な
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
重
視
し
、
は

た
し
て
世
良
田
本
が
日
光
東
照
宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
低
い
と
結
論
付
け
た
。

注（

）
『
本
光
国
師
日
記
』（
一
九
七
三
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）

1
（

）
山
作
良
之
「
日
光
東
照
宮
蔵
三
十
六
歌
仙
扁
額
製
作
の
経
緯
」
（
『
大
日
光
』
第
七
十
九
号
、
二
〇
〇
九
年
六
月
、
日
光
東
照
宮
）

2
（

）
松
木
寛
「
世
良
田
東
照
宮
の
三
十
六
歌
仙
絵
額
」（
『M

useum

』
第
三
九
四
号
、
一
九
八
四
年
）

3
（

）
斎
藤
栗
堂
「
岩
佐
又
兵
衛
」
（
『
国
華
』
第
一
〇
四
号
、
一
八
九
八
年
五
月
）

4
（

）
（

）
前
掲
論
文
。

5

4

（

）
藤
浦
正
行
「
作
品
解
説
」
（
『MO
A

美
術
館
編
岩
佐
又
兵
衛
―
歌
仙
絵
』
（
一
九
八
四
年
六
月
、
株
式
会
社
エ
ム
オ
ー
エ
ー
商
事
）

6
（

）
（

）
前
掲
論
文
。

7

6

（

）
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
資
料
館
編
『
加
賀
の
東
照
宮

尾
崎
神
社
展
』
（
二
〇
〇
八
年
十
一
月
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
資
料
館
）

8
（

）
岡
崎
市
美
術
博
物
館
編
『
松
平
・
徳
川
氏
の
寺
社

―
岡
崎
に
残
る
遺
産
と
歴
史
』
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
岡
崎
市
美
術
博
物
館
）

9
（

）
『
久
能
山
叢
書

第
四
編

資
料
編
下
』（
一
九
七
六
年
、
久
能
山
東
照
宮
社
務
所
発
行
）

10
（

）
（

）
前
掲
論
文
。

11

2

（

）
『
寛
永
の
華

後
水
尾
帝
と
東
福
門
院
和
子
』
（
一
九
九
六
年
、
社
団
法
人
霞
会
館
発
行
）

12
（

）
（

）
前
掲
論
文
。

13

2
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（

）
『
東
照
宮
宝
物
志
』（
一
九
二
七
年
、
東
照
宮
社
務
所
発
行
）

14
（

）
（

）
前
掲
論
文
。

15

2

（

）
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
す
る
同
書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
。

16
（

）
『
北
野
天
満
宮
史
料

古
文
書
』
（
一
九
七
八
年
、
北
野
天
満
宮
）

17
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第
一
章

江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
和
歌
本
文
系
統

―
日
光
本
系
統
と
久
能
山
本
系
統
を
中
心
に
―

第
一
節

は
じ
め
に

江
戸
初
期
に
制
作
さ
れ
た
東
照
宮
扁
三
十
六
歌
仙
扁
額
に
は
、
次
の
七
本
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
か
ら
正
保
三
年
（
一
六
四

六
）
に
か
け
て
の
二
十
九
年
間
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る(
)

。

1

（
１
）
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

栃
木
・
日
光
東
照
宮
（
以
下
、
「
日
光
本
」
と
略
称
）

（
２
）
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

静
岡
・
久
能
山
東
照
宮
（
以
下
、「
久
能
山
本
」
と
略
称
）

（
３
）
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）

茨
城
・
水
戸
東
照
宮
（
以
下
、
「
水
戸
本
」
と
略
称
）

（
４
）
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）

埼
玉
・
仙
波
東
照
宮
（
以
下
、
「
仙
波
本
」
と
略
称
）

（
５
）
寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）

群
馬
・
世
良
田
東
照
宮
（
以
下
、「
世
良
田
本
」
と
略
称
）

（
６
）
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）

石
川
・
尾
崎
神
社
（
以
下
、「
金
沢
本
」
と
略
称
）

（
７
）
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）

愛
知
・
滝
山
東
照
宮
（
以
下
、
「
滝
山
本
」
と
略
称
）

こ
れ
ら
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
は
、
ふ
た
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
元
和
年
間
、
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
時
代
に
制
作
さ
れ
た
（
１
）（
２
）（
３
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
秀
忠
み
ず
か
ら
が
奉
納
し
た
も
の
は
、

（
１
）
日
光
本
と
（
２
）
久
能
山
本
の
二
本
で
あ
る
。

第
二
に
、
寛
永
年
間
か
ら
正
保
三
年
に
か
け
て
、
三
代
将
軍
家
光
の
代
に
制
作
さ
れ
た
（
４
）
（
５
）
（
６
）
（
７
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
家
光
み
ず

か
ら
が
奉
納
し
た
も
の
は
、
一
六
四
〇
年
代
制
作
の
（
４
）
仙
波
本
と
（
５
）
世
良
田
本
の
二
本
で
あ
る
。
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本
稿
は
、
こ
れ
ら
江
戸
初
期
に
成
立
し
た
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
を
精
査
し
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
、
最
初
に
制
作
さ

れ
た
ふ
た
つ
の
東
照
宮
扁
三
十
六
歌
仙
扁
額
、
日
光
本
と
久
能
山
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
を
基
準
と
し
て
ふ
た
つ
の
系
統
を
立
て
、
歌
仙
和
歌
本
文
の
性
格

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
節

曼
殊
院
良
恕
法
親
王
宛
て
の
後
水
尾
天
皇
宸
翰

日
光
東
照
宮
と
久
能
山
東
照
宮
に
伝
来
す
る
三
十
六
歌
仙
扁
額
は
、
い
ず
れ
も
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
後
水
尾
天
皇
が
揮
毫
し
た
も

の
と
さ
れ
る
。

日
光
と
久
能
山
、
ふ
た
つ
の
東
照
宮
は
「
東
照
大
権
現
」
と
い
う
神
号
で
、
初
代
将
軍
徳
川
家
康
を
祭
祀
す
る
た
め
に
造
営
さ
れ
た
最
初
の
東
照
宮
で

あ
る
。
そ
の
拝
殿
に
、
天
皇
み
ず
か
ら
が
和
歌
を
染
筆
し
た
三
十
六
歌
仙
扁
額
を
奉
掲
す
る
こ
と
は
、
東
照
大
権
現
の
権
威
を
高
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

山
作
良
之
氏
が
紹
介
さ
れ
た
、
次
の
久
能
山
東
照
宮
蔵
・
曼
殊
院
良
恕
法
親
王
宛
て
の
後
水
尾
天
皇
宸
翰
が
、
そ
の
主
た
る
論
拠
で
あ
る(

)

。

2

こ
の
宸
翰
に
は
、
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
日
付
は
「
十
一
月
晦
」
と
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
か
ら
「
駿
州
久
能
の
哥
仙
」

の
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
た
後
水
尾
天
皇
が
、
ど
の
三
十
六
歌
仙
に
依
拠
す
べ
き
か
を
、
持
明
院
流
入
木
道
の
伝
授
を
受
け
た
曼
殊
院
宮
良
恕
法
親
王
に
相
談

し
た
も
の
で
あ
る
。
文
意
か
ら
、
お
そ
ら
く
、
後
水
尾
天
皇
が
日
光
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
染
筆
を
終
え
た
の
ち
、
そ
う
時
期
を
隔
て
る
こ
と
な
く
、

久
能
山
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
和
歌
を
揮
毫
す
る
以
前
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
の
「
十
一
月
晦
」
を
さ
す
も
の
か
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
、
後
水
尾
天
皇
宸
翰
に
つ
い
て
、
『
久
能
山
叢
書

第
四
編

資
料
編
下
』
に
掲
出
さ
た
原
文
を
引
用
し
、
訓
み
下
し
文
、
現
代
語
訳

を
試
み
る
こ
と
と
す
る(

)

。

3

【
原
文
】

先
度
者
光
臨
候
て
本
望
至
極
抑
今
度
駿
州
久
能
の
哥
仙
可
染
繊
毫
由
自
将
軍
被
申
候
雖
斟
酌
候
難
遁
儀
候
左
候
へ
ハ
此
以
前
日
光
之
哥
仙
哥
の
ち
ら

し
作
者
才
先
度
借
用
申
候
内
以
世
尊
寺
芳
翰
令
模
写
候
然
者
今
度
北
野
清
水
谷
哥
仙
之
躰
を
可
謄
申
存
候
可
有
如
何
候
哉
為
御
談
合
一
筆
令
啓
候
委
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曲
返
報
承
度
候
也

十
一
月
晦

（
宛
て
書
）

「
（
封
）
曼
殊
院
宮
へ
」

【
訓
み
下
し
文
】

先
度
は
光
臨
候
ひ
て
本
望
至
極
。
抑
も
今
度
、
駿
州
久
能
の
哥
仙
、
繊
毫
を
染
む
可
き
の
由
、
将
軍
よ
り
申
さ
れ
候
。
斟
酌
候
ふ
と
雖
も
、
遁
れ
難

き
儀
に
候
。
左
候
へ
ば
、
此
れ
以
前
、
日
光
の
哥
仙
哥
の
ち
ら
し
作
者
等
、
先
度
借
用
申
し
候
内
、
世
尊
寺
芳
翰
を
以
て
模
写
せ
し
め
候
。
然
ら
ば
、

今
度
、
北
野
の
清
水
谷
哥
仙
の
躰
を
謄
し
申
す
可
く
存
じ
候
。
如
何
有
る
可
く
候
哉
。
御
談
合
の
為
、
一
筆
啓
せ
し
め
候
。
委
曲
返
報
承
わ
り
度
く

候
な
り
。

十
一
月
晦

（
宛
て
書
）
「
（
封
）
曼
殊
院
宮
へ
」

【
現
代
語
訳
】

先
日
は
お
越
し
い
た
だ
き
、
望
み
が
叶
っ
て
満
足
し
て
お
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
た
び
、
駿
河
・
久
能
山
の
「
三
十
六
歌
仙
」
を
染
筆
す
る
よ

う
に
と
の
由
、
二
代
将
軍
家
忠
よ
り
申
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
遠
慮
申
し
上
げ
た
い
と
は
い
う
も
の
の
、
逃
れ
が
た
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
以
前
は
、
日
光
の
「
三
十
六
歌
仙
」
和
歌
の
ち
ら
し
書
き
等
を
、
先
に
借
用
し
た
も
の
の
う
ち
、
世
尊
寺
芳
翰
を
以
て
模
写
さ
せ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
度
は
、
「
北
野
の
清
水
谷
歌
仙
」
の
体
を
謄
し
申
し
た
く
存
じ
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
御
相
談
の
た
め
、
一
筆
さ
し
あ
げ
ま
し

た
。
詳
し
く
は
お
返
事
を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

十
一
月
晦

（
宛
て
書
）
「
（
封
）
曼
殊
院
宮
へ
」
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二
代
将
軍
秀
忠
は
、
日
光
本
と
久
能
山
本
の
歌
仙
和
歌
の
染
筆
を
後
水
尾
天
皇
に
依
頼
し
た
。

徳
川
幕
府
は
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
天
皇
や
公
家
へ
の
干
渉
を
深
め
て
き
た
。
後
水
尾
天
皇
は
、

徳
川
幕
府
に
対
し
て
、
内
心
、
良
い
感
情
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
二
代
将
軍
秀
忠
か
ら
の
直
々
の
依
頼
を
受
け
、
日
光
本
と
久
能

山
本
、
ぞ
れ
ぞ
れ
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
和
歌
を
染
筆
す
る
。

先
に
、
徳
川
秀
忠
か
ら
日
光
本
歌
仙
和
歌
染
筆
の
依
頼
を
受
け
た
後
水
尾
天
皇
は
、
「
日
光
の
哥
仙
哥
の
ち
ら
し
書
き
等
」
に
は
「
世
尊
寺
芳
翰
」
を

「
模
写
せ
し
め
」
た
が
、
こ
の
た
び
、
新
た
に
依
頼
さ
れ
た
久
能
山
本
の
揮
毫
に
つ
い
て
は
、
異
な
る
書
法
を
用
い
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
そ
れ
で
、
良

恕
法
親
王
か
ら
借
用
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
書
道
の
手
本
の
な
か
か
ら
、
「
北
野
の
清
水
谷
歌
仙
の
躰
」
の
書
法
を
「
謄
し
」
た
い
と
考
え
、
こ
の
こ
と

を
良
恕
法
親
王
に
相
談
し
た
。

後
水
尾
天
皇
は
「
日
光
の
哥
仙
哥
の
ち
ら
し
書
き
者
等
」
に
は
「
世
尊
寺
芳
翰
」
を
「
模
写
せ
し
め
」
た
。
久
能
山
本
に
は
、
「
北
野
の
清
水
谷
歌
仙

の
躰
」
を
「
謄
し
」
た
。

こ
の
「
模
写
」
「
謄
し
」
と
は
、
実
際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
行
為
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

書
の
書
き
樣
を
写
し
た
だ
け
な
の
か
。
そ
れ
と
も
、
歌
仙
和
歌
本
文
ま
で
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
節

『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
』
と
日
光
本
の
歌
仙
和
歌
本
文

ま
ず
、
日
光
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
で
あ
る
。

後
水
尾
天
皇
は
、
日
光
本
の
歌
仙
和
歌
染
筆
に
際
し
て
「
世
尊
寺
芳
翰
を
以
て
模
写
せ
し
め
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
日
光
本
の
祖
本
が
「
世

尊
寺
芳
翰
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
論
拠
で
あ
る
。
日
光
本
が
依
拠
し
た
三
十
六
歌
仙
は
、
「
世
尊
寺
芳
翰
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
世
尊
寺
芳
翰
」
と
は
、
何
で
あ
っ
た
の
か
。

「
世
尊
寺
」
と
は
入
木
道
の
世
尊
寺
流
、
世
尊
寺
を
創
建
し
た
藤
原
行
成
に
始
ま
り
、
平
安
時
代
に
は
藤
原
伊
房
・
定
実
・
定
信
な
ど
が
出
、
鎌
倉
時

代
に
経
朝
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
て
室
町
時
代
ま
で
隆
盛
し
た
入
木
道
の
流
派
を
さ
す
。
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持
明
院
流
の
入
木
道
の
伝
授
を
受
け
て
い
た
曼
殊
院
宮
良
恕
法
親
王
の
も
と
に
は
、
こ
う
し
た
入
木
道
の
文
献
が
多
数
収
集
さ
れ
て
お
り
、
今
日
ま
で

曼
殊
院
に
伝
わ
っ
て
い
る(

)

。
良
恕
法
親
王
か
ら
、
後
水
尾
天
皇
が
、
こ
う
し
た
入
木
道
の
資
料
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
三
十
六
歌
仙
を
借
り
受
け
て

4

い
た
こ
と
は
、
次
の
宸
翰
の
文
か
ら
知
ら
れ
る
。

此
れ
、
以
前
、
日
光
の
哥
仙
哥
の
ち
ら
し
作
者
等
、
先
度
借
用
申
し
候
内
、

「
先
度
借
用
申
し
候
内
」
、
つ
ま
り
、
良
恕
法
親
王
か
ら
借
り
た
資
料
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
、
「
世
尊
寺
芳
翰
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

山
作
氏
は
、
こ
の
「
世
尊
寺
芳
翰
」
が
世
尊
寺
流
の
書
法
を
伝
え
た
も
の
と
推
定
し
、
江
戸
中
期
、
幕
府
の
書
道
師
範
を
務
め
た
森
尹
祥
（
一
七
四
〇

～
九
八
）
の
撰
に
な
る
「
入
木
道
伝
書
目
録
」
一
二
五
カ
条
に
お
よ
ぶ
伝
授
の
目
録
に
続
い
て
記
載
さ
れ
た
「
世
尊
寺
代
々
伝
書
」
四
七
部
に
注
目
さ
れ

た(
)

。
こ
の
う
ち
、

5
第
三
十
八
番
「
神
前
歌
仙
真
」

第
三
十
九
番
「
同
行
」

第
四
十
番
「
同
草
」

が
、
神
前
に
掲
げ
る
歌
仙
額
の
世
尊
寺
流
の
書
式
を
著
し
た
も
の
と
推
定
し
、
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
同
じ
く
森
尹
祥
の
書
写
に
な
る
九
州
大

学
附
属
図
書
館
所
蔵
、

①
『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
真
之
形
散
形
』（
「
真
之
形
」）

②
『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
行
之
形
散
形
』（
「
行
之
形
」）

③
『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
』（
「
草
之
形
」）
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を
指
摘
さ
れ
た(

)

。

6

『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
』
は
、
「
真
之
形
散
形
」
「
行
之
形
散
形
」
「
真
之
形
散
形
」
と
い
う
三
つ
の
部
立
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
神
前
に
奉

納
す
る
歌
仙
和
歌
三
十
六
首
を
提
示
す
る
。
こ
の
「
真
之
形
散
形
」「
行
之
形
散
形
」
「
草
之
形
散
形
」
に
採
用
さ
れ
た
歌
仙
和
歌
本
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

異
な
っ
て
い
る
。

新
藤
協
三
氏
は
、
③
の
奥
書
を
解
読
し
、
こ
の
資
料
と
日
光
本
の
関
係
性
を
想
定
さ
れ
た(

７)

。
も
し
、
後
水
尾
天
皇
が
書
い
た
日
光
本
の
歌
仙
和
歌

本
文
が
、
『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
』
と
一
致
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
が
日
光
本
の
祖
本
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
よ
う
。

夙
に
、
山
作
氏
は
、
日
光
本
と
『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
』
の
歌
仙
和
歌
本
文
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

更
に
見
比
べ
て
い
く
と
、
選
ば
れ
た
和
歌
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
本
文
状
況
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。

表
１
は
、『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
』
（
以
下
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
略
称
）
と
日
光
本
、
さ
ら
に
、
こ
の
二
本
と
同
じ
歌
仙
和
歌

を
も
つ
水
戸
本
の
本
文
を
併
せ
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
（

）
。
な
お
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
を
基
準
と
し
、
本
文
の
文
字
遣
い
が
一
文
字
で
も
異
な

8

る
歌
仙
和
歌
に
は×

印
を
付
し
た
。

表
１
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
・
水
戸
本
の
歌
仙
和
歌
本
文

左

人
麿

1世
尊
寺
：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
浦
の

あ
さ
霧
に

し
ま
か
く
れ
行

舟
を
し
そ
お
も
ふ

×

日
光
本
：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
う
ら
の

あ
さ
霧
に

し
ま
□
く
れ
行

舟
を
し
そ
お
も
ふ

×

水
戸
本
：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
浦
の

あ
さ
霧
に

島
隠
行

舟
を
し
そ
お
も
ふ
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左

躬
恒

2世
尊
寺
：
す
み
よ
し
の

松
を
秋
か
せ

ふ
く
か
ら
に

こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る

お
き
つ
し
ら
な
み

日
光
本
：
す
み
よ
し
の

松
を
秋
か
せ

ふ
く
か
ら
に

こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る

お
き
つ
し
ら
な
み

水
戸
本
：
す
み
よ
し
の

松
を
秋
か
せ

ふ
く
か
ら
に

□
□
□
□
□
□
る

□
□
□
□
□
□
□

左

家
持

3世
尊
寺
：
ま
き
も
く
の

ひ
は
ら
も
い
ま
た

く
も
ら
ね
は

こ
松
か
は
ら
に

あ
は
雪
そ
ふ
る

×

日
光
本
：
ま
き
も
く
の

ひ
は
ら
も
い
ま
た

く
も
ら
ね
は

小
松
か
は
ら
に

あ
は
雪
そ
ふ
る

×

水
戸
本
：
ま
き
も
く
の

ひ
は
ら
も
い
ま
た

く
も
ら
ね
は

こ
ま
つ
か
は
ら
に

あ
は
雪
そ
ふ
る

左

業
平

4世
尊
寺
：
月
や
あ
ら
ぬ

春
や
む
か
し
の

は
る
な
ら
ぬ

わ
か
身
ひ
と
つ
は

も
と
の
み
に
し
て

×

日
光
本
：
月
や
あ
ら
ぬ

春
や
む
か
し
の

は
る
な
ら
ぬ

我
身
ひ
と
つ
は

も
と
の
み
に
し
て

×

水
戸
本
：
月
や
あ
ら
ぬ

春
や
む
か
し
の

は
る
な
ら
ぬ

我
身
ひ
と
つ
は

も
と
の
身
に
し
て

左

素
性

5世
尊
寺
：
を
と
に
の
み

き
く
の
し
ら
露

よ
る
は
お
き
て

ひ
る
は
お
も
ひ
に

あ
へ
す
け
ぬ
へ
し

日
光
本
：
を
と
に
の
み

き
く
の
し
ら
露

よ
る
は
を
き
て

ひ
る
は
お
も
ひ
に

あ
へ
す
け
ぬ
へ
し

×

水
戸
本
：
を
と
に
の
み

き
く
の
し
ら
露

よ
る
は
を
き
て

ひ
る
は
思
ひ
に

あ
へ
す
け
ぬ
へ
し

左

猿
丸

6世
尊
寺
：
お
く
山
に

も
み
ち
ふ
み
わ
け

な
く
し
か
の

こ
ゑ
き
く
時
そ

秋
は
か
な
し
き



- 22 -

日
光
本
：
お
く
山
に

も
み
□
ふ
□
わ
け

な
く
し
か
□

□
ゑ
き
□
時
そ

秋
□
か
な
し
き

×
水
戸
本
：
お
く
山
に

も
み
ち
ふ
み
わ
け

鳴
し
か
の

聲
き
く
と
き
そ

秋
は
悲
し
き

左

兼
輔

7世
尊
寺
：
み
し
か
夜
の

ふ
け
行
ま
ヽ
に

た
か
さ
こ
の

み
ね
の
ま
つ
か
せ

ふ
く
か
と
そ
き
く

×

日
光
本
：
み
し
か
夜
の

ふ
け
ゆ
く
ま
ヽ
に

高
砂
の

み
ね
の
ま
つ
か
せ

ふ
く
か
と
そ
き
く

×

水
戸
本
：
み
し
か
夜
の

ふ
□
行
□
□
□

□
□
□
□
□

み
ね
の
ま
つ
風

□
□
□
□
□
□
□

左

敦
忠

8世
尊
寺
：
伊
勢
の
海

ち
ひ
ろ
の
は
ま
に

ひ
ろ
ふ
と
も

い
ま
は
な
に
て
ふ

か
ひ
か
あ
る
へ
き

×

日
光
本
：
伊
勢
の
う
み

ち
ひ
ろ
の
は
ま
に

ひ
ろ
ふ
と
も

今
は
な
に
て
ふ

か
ひ
か
あ
る
へ
き

×

水
戸
本
：
伊
勢
の
う
み

ち
ひ
ろ
の
濱
に

ひ
ろ
ふ
と
も

い
ま
は
な
に
て
ふ

か
ひ
か
あ
る
へ
き

左

公
忠

9世
尊
寺
：
と
の
も
り
の

と
も
の
み
や
つ
こ

こ
ヽ
ろ
あ
ら
は

こ
の
春
は
か
り

あ
さ
き
よ
め
す
な

日
光
本
：
と
の
も
り
の

と
も
の
み
や
つ
こ

こ
ヽ
ろ
あ
ら
は

こ
の
春
は
か
り

あ
さ
き
よ
め
す
な

水
戸
本
：
と
の
も
り
の

と
も
の
み
や
つ
こ

こ
ヽ
ろ
あ
ら
は

こ
の
春
は
か
り

あ
さ
き
よ
め
す
な

左

斎
宮
女
御

10世
尊
寺
：
袖
に
さ
へ

秋
の
ゆ
ふ
へ
は

し
ら
れ
け
り

き
え
し
あ
さ
ち
か

露
を
か
け
つ
ヽ

日
光
本
：
袖
に
さ
へ

秋
の
ゆ
ふ
へ
は

し
ら
れ
け
り

き
え
し
あ
さ
ち
か

露
を
か
け
つ
ヽ

×

水
戸
本
：
袖
に
さ
へ

あ
き
の
ゆ
ふ
へ
は

し
ら
れ
け
り

き
え
し
あ
さ
ち
か

露
を
か
け
つ
ヽ
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左

敏
行

11世
尊
寺
：
秋
は
き
の

花
さ
き
に
け
り

た
か
さ
こ
の

お
の
へ
の
鹿
は

い
ま
や
な
く
ら
ん

×

日
光
本
：
秋
は
き
の

花
さ
き
に
け
り

た
か
さ
こ
の

を
の
へ
の
鹿
は

今
や
な
く
ら
ん

×

水
戸
本
：
秋
は
き
の

花
咲
に
け
り

た
か
さ
こ
の

尾
上
の
鹿
は

今
や
鳴
ら
ん

左

宗
于

12世
尊
寺
：
や
ま
さ
と
は

冬
そ
さ
ひ
し
さ

ま
さ
り
け
る

人
め
も
草
も

か
れ
ぬ
と
お
も
へ
は

日
光
本
：
や
ま
さ
と
は

冬
そ
さ
ひ
し
さ

ま
さ
り
け
る

人
め
も
草
も

か
れ
ぬ
と
お
も
へ
は

×

水
戸
本
：
山
さ
と
は

冬
そ
さ
ひ
し
さ

ま
さ
り
け
る

人
め
も
く
さ
も

か
れ
ぬ
と
お
も
へ
は

左

清
正

13世
尊
寺
：
天
津
か
せ

ふ
け
ゐ
の
浦
に

ゐ
る
た
つ
の

な
と
か
雲
井
に

か
へ
ら
さ
る
へ
き

日
光
本
：
天
津
か
せ

ふ
け
ゐ
の
浦
に

ゐ
る
た
つ
の

な
と
か
雲
井
に

か
へ
ら
さ
る
へ
き

水
戸
本
：
□
□
□
□

ふ
け
ゐ
の
浦
に

□
□
た
つ
の

な
と
か
雲
井
に

か
へ
ら
さ
る
へ
き

左

興
風

14世
尊
寺
：
ち
き
り
け
む

こ
ヽ
ろ
そ
つ
ら
き

棚
機
の

と
し
に
ひ
と
た
ひ

あ
ふ
は
あ
ふ
か
は

×

日
光
本
：
ち
き
り
け
む

こ
ヽ
ろ
そ
つ
ら
き

織
女
の

と
し
に
ひ
と
た
ひ

あ
ふ
は
あ
ふ
か
は

×

水
戸
本
：
ち
き
り
け
む

こ
ヽ
ろ
そ
つ
ら
き

七
夕
の

と
し
に
ひ
と
た
ひ

あ
ふ
□
あ
ふ
か
は

左

是
則

15世
尊
寺
：
み
よ
し
の
ヽ

や
ま
の
し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
さ
む
く

な
り
ま
さ
る
な
り
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日
光
本
：
み
よ
し
の
ヽ

や
ま
の
し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
さ
む
く

な
り
ま
さ
る
な
り

×
水
戸
本
：
み
よ
し
の
ヽ

山
の
し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
さ
む
く

な
り
ま
さ
る
也

左

小
大
君

16世
尊
寺
：
お
ほ
ゐ
河

そ
ま
や
ま
か
せ
の

さ
む
け
れ
は

た
つ
い
は
な
み
を

ゆ
き
か
と
そ
見
る

×

日
光
本
：
お
ほ
ゐ
河

そ
ま
山
か
せ
の

さ
む
け
れ
は

た
つ
い
は
な
み
を

雪
か
と
そ
見
る

×

水
戸
本
：
大
井
河

そ
ま
や
ま
風
の

さ
む
け
れ
は

た
つ
岩
な
み
を

雪
か
と
そ
見
る

左

能
宣

17世
尊
寺
：
み
か
き
も
り

ゑ
し
の
た
く
火
の

よ
る
は
も
え

ひ
る
は
き
え
つ
ヽ

も
の
を
こ
そ
お
も
へ

×

日
光
本
：
み
か
き
も
り

ゑ
し
か
た
く
火
の

よ
る
は
も
え

ひ
る
は
き
え
つ
ヽ

も
の
を
こ
そ
思
へ

×

水
戸
本
：
御
牆
守

ゑ
し
の
た
く
ひ
の

よ
る
は
も
え

ひ
る
は
き
え
つ
ヽ

物
を
こ
そ
お
も
へ

左

兼
盛

18世
尊
寺
：
し
の
ふ
れ
と

い
ろ
に
い
て
に
け
り

わ
か
こ
ひ
は

も
の
や
お
も
ふ
と

人
の
と
ふ
ま
て

×

日
光
本
：
し
の
ふ
れ
と

い
ろ
に
い
て
に
け
り

我
こ
ひ
は

物
や
お
も
ふ
と

人
の
と
ふ
ま
て

×

水
戸
本
：
し
の
ふ
れ
と

色
に
出
に
け
り

わ
か
恋
は

も
の
や
お
も
ふ
と

人
の
と
ふ
ま
て

右

貫
之

1世
尊
寺
：
む
す
ふ
て
の

し
つ
く
に
ヽ
こ
る

山
の
井
の

あ
か
て
も
人
に

わ
か
れ
ぬ
る
か
な

日
光
本
：
む
す
ふ
手
の

し
つ
く
に
ヽ
こ
る

山
の
井
の

あ
か
て
も
人
に

わ
か
れ
ぬ
る
か
な

水
戸
本
：
む
す
ふ
て
の

し
つ
く
に
ヽ
こ
る

山
の
井
の

あ
か
て
も
人
に

わ
か
れ
ぬ
る
か
な
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右

伊
勢

2世
尊
寺
：
三
輪
の
や
ま

い
か
に
ま
ち
み
む

と
し
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と
お
も
へ
は

×

日
光
本
：
三
輪
の
や
ま

い
か
ヽ
ま
ち
み
む

と
し
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と
お
も
へ
は

×

水
戸
本
：
み
わ
の
や
ま

い
か
□
ま
ち
み
む

と
し
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と
思
へ
は

右

赤
人

3世
尊
寺
：
わ
か
の
う
ら
に

し
ほ
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て

た
つ
な
き
わ
た
る

×

日
光
本
：
わ
か
の
う
ら
に

塩
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て

た
つ
な
き
わ
た
る

×

水
戸
本
：
若
浦
に

し
ほ
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て

た
つ
鳴
渡

右

遍
昭

4世
尊
寺
：
い
そ
の
か
み

ふ
る
の
山
邊
の

さ
く
ら
は
な

う
へ
け
ん
と
き
を

し
る
人
そ
な
き

×

日
光
本
：
い
そ
の
か
み

布
留
の
山
邊
の

さ
く
ら
は
な

う
へ
け
ん
と
き
を

し
る
人
そ
な
き

水
戸
本
：
い
そ
の
か
み

ふ
る
の
山
邊
の

さ
く
ら
は
な

う
へ
け
ん
と
き
を

し
る
人
そ
な
き

右

友
則

5世
尊
寺
：
ゆ
ふ
さ
れ
は

ほ
た
る
よ
り
け
に

も
ゆ
れ
と
も

ひ
か
り
見
ね
は
や

人
の
つ
れ
な
き

×

日
光
本
：
夕
さ
れ
は

ほ
た
る
よ
り
け
に

も
ゆ
れ
と
も

ひ
か
り
み
ね
は
や

人
の
つ
れ
な
き

×

水
戸
本
：
ゆ
ふ
さ
れ
は

ほ
た
る
よ
り
け
に

も
ゆ
れ
と
も

ひ
か
り
み
ね
は
や

人
の
つ
れ
な
き

右

小
町

6世
尊
寺
：
わ
ひ
ぬ
れ
は

身
を
う
き
草
の

ね
を
た
え
て

さ
そ
ふ
水
あ
ら
は

い
な
ん
と
そ
お
も
ふ
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×

日
光
本
：
わ
ひ
ぬ
れ
は

身
を
う
き
草
の

ね
を
た
え
て

さ
そ
ふ
水
あ
ら
は

い
な
む
と
そ
思
ふ

×
水
戸
本
：
わ
ひ
ぬ
れ
は

身
を
う
き
草
の

ね
を
た
え
て

さ
そ
ふ
水
あ
ら
は

い
な
む
と
そ
お
も
ふ

右

朝
忠

7世
尊
寺
：
萬
世
の

は
し
め
と
け
ふ
を

い
の
り
を
き
て

い
ま
ゆ
く
す
ゑ
の

神
そ
か
そ
へ
ん

×

日
光
本
：
万
代
の

は
し
め
と
け
ふ
を

い
の
り
を
き
□

今
ゆ
く
す
ゑ
□

神
そ
か
そ
へ
ん

×

水
戸
本
：
よ
ろ
つ
世
の

は
し
め
と
け
ふ
を

い
の
り
を
き
て

い
ま
行
す
ゑ
は

神
そ
か
そ
へ
ん

右

髙
光

8世
尊
寺
：
春
す
き
て

ち
り
は
て
に
け
る

梅
の
は
な

た
ヽ
香
は
か
り
そ

枝
に
の
こ
れ
る

×

日
光
本
：
は
る
す
き
て

ち
り
は
て
に
け
る

梅
の
は
な

た
ヽ
香
は
か
り
そ

枝
に
の
こ
れ
る

×

水
戸
本
：
春
す
き
て

ち
り
は
て
に
け
る

む
め
の
は
な

た
ヽ
香
は
か
り
そ

え
た
に
の
こ
れ
る

右

忠
岑

9世
尊
寺
：
春
た
つ
と

い
ふ
は
か
り
に
や

み
よ
し
の
ヽ

山
も
か
す
み
て

け
さ
は
見
ゆ
ら
む

日
光
本
：
春
た
つ
と

い
ふ
は
か
り
に
や

み
よ
し
の
ヽ

山
も
か
す
み
て

け
さ
は
見
ゆ
ら
む

×

水
戸
本
：
春
た
つ
と

い
ふ
は
か
り
に
や

み
よ
し
野
の

山
も
か
す
み
て

け
さ
は
見
ゆ
ら
む

右

頼
基

10世
尊
寺
：
ね
の
ひ
す
る

野
邊
に
こ
ま
つ
を

ひ
き
つ
れ
て

か
へ
る
山
ち
に

う
く
ひ
す
そ
な
く

×

日
光
本
：
ね
の
ひ
す
る

野
へ
に
こ
松
を

引
つ
れ
て

か
へ
る
山
路
に

う
く
ひ
す
そ
な
く

水
戸
本
：
□
□
□
□
□

□
□
□
ま
つ
を

ひ
き
つ
れ
て

か
へ
る
山
ち
に

う
く
ひ
す
そ
な
く
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右

重
之

11世
尊
寺
：
夏
か
り
の

た
ま
え
の
あ
し
を

ふ
み
し
た
き

む
れ
ゐ
る
鳥
の

た
つ
空
そ
な
き

×

日
光
本
：
夏
か
り
の

玉
江
の
あ
し
を

ふ
み
し
た
き

む
れ
ゐ
る
鳥
の

た
つ
空
そ
な
き

×

水
戸
本
：
な
つ
か
り
の

た
ま
え
の
あ
し
を

ふ
み
し
た
き

む
れ
ゐ
る
と
り
の

た
つ
空
そ
な
き

右

信
明

12世
尊
寺
：
ほ
の

く
と

有
明
の
月
の

つ
き
か
け
に

紅
葉
ふ
き
お
ろ
す

や
ま
お
ろ
し
の
か
せ

×

日
光
本
：
ほ
の

く
と

あ
り
あ
け
の
月
の

月
か
け
に

紅
葉
ふ
き
お
ろ
す

や
ま
お
ろ
し
の
か
せ

×

水
戸
本
：
ほ
の

く
と

有
曙
之
つ
き
の

月
か
け
に

も
み
ち
ふ
き
お
□

山
お
ろ
し
の
風

右

順
13世

尊
寺
：
み
つ
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
は

こ
よ
ひ
そ
あ
き
の

も
な
か
な
り
け
る

×

日
光
本
：
水
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
は

今
宵
そ
秋
の

も
な
か
な
り
け
る

×

水
戸
本
：
水
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

右

元
輔

14世
尊
寺
：
ち
き
り
き
な

か
た
み
に
そ
て
を

し
ほ
り
つ
ヽ

す
ゑ
の
ま
つ
や
ま

な
み
こ
さ
し
と
は

日
光
本
：
ち
き
り
き
な

か
た
み
に
そ
て
を

し
ほ
り
つ
ヽ

す
ゑ
の
ま
つ
や
ま

な
み
こ
さ
し
と
は

水
戸
本
：
ち
き
り
き
な

か
た
み
に
そ
て
を

し
ほ
り
つ
ヽ

す
ゑ
の
ま
つ
や
ま

な
み
こ
さ
し
と
は

右

元
真

15世
尊
寺
：
さ
き
に
け
り

わ
か
山
さ
と
の

卯
の
は
な
は

か
き
ね
に
き
え
ぬ

雪
と
み
る
ま
て
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×

日
光
本
：
さ
き
に
け
り

わ
か
や
ま
さ
と
の

う
の
は
な
は

か
き
ね
に
き
え
ぬ

雪
と
見
る
ま
て

×
水
戸
本
：
さ
き
に
け
り

我
山
さ
と
の

う
の
花
は

か
き
ね
に
き
え
ぬ

雪
と
見
る
ま
て

右

仲
文

16世
尊
寺
：
お
も
ひ
し
る

人
に
み
せ
は
や

夜
も
す
か
ら

わ
か
と
こ
な
つ
に

お
き
ゐ
た
る
露

×

日
光
本
：
お
も
ひ
し
る

人
に
み
せ
は
や

夜
も
す
か
ら

我
と
こ
な
つ
に

お
き
ゐ
た
る
露

×

水
戸
本
：
お
も
ひ
し
る

人
に
み
せ
は
や

夜
も
す
か
ら

我
と
こ
夏
に

□
き
ゐ
た
る
露

右

忠
見

17世
尊
寺
：
こ
ひ
す
て
ふ

我
な
は
ま
た
き

た
ち
に
け
り

人
し
れ
す
こ
そ

お
も
ひ
そ
め
し
か

×

日
光
本
：
恋
す
て
ふ

我
名
は
ま
た
き

た
ち
に
け
り

人
し
れ
す
こ
そ

お
も
ひ
そ
め
し
か

×

水
戸
本
：
恋
す
て
ふ

我
名
は
ま
た
□

□
□
に
け
り

人
し
れ
す
こ
そ

お
も
ひ
そ
め
し
か

右

中
務

18世
尊
寺
：
あ
き
風
の

ふ
く
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

萩
の
葉
な
ら
は

を
と
は
し
て
ま
し

×

日
光
本
：
秋
か
せ
の

ふ
く
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

萩
の
葉
な
ら
は

を
と
は
し
て
ま
し

×

水
戸
本
：
あ
き
風
の

ふ
く
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

お
き
の
葉
な
ら
は

を
と
は
し
て
ま
し

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
を
基
準
と
し
て
、
文
字
遣
い
に
一
字
で
も
異
同
が
見
ら
れ
る
歌
仙
和
歌
は
、×

印
を
付
し
た
日
光
本
の
二
十
五
首
六
十
七
字
、

水
戸
本
の
二
十
九
首
七
十
二
文
字
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
光
本
と
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
歌
仙
和
歌
は
、
文
字
遣
い
に
若
干
の
異
同
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
歌
仙
和
歌
と
し
て
は
同
じ
和

歌
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
光
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
の
形
態
は
、
山
作
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
す
る
三
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十
六
歌
仙
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
同
じ
歌
仙
和
歌
本
文
を
も
つ
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
に
、
水
戸
本
が
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
元
和
三
年
（
一

六
一
七
）
初
め
て
日
光
東
照
宮
に
掲
げ
ら
れ
た
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
が
、
あ
る
程
度
の
規
範
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
以
上

の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
日
光
本
と
同
じ
歌
仙
和
歌
を
も
つ
本
文
の
系
統
を
、
日
光
本
系
統
と
し
て
お
さ
え
て
お
き
た
い
。

第
四
節

久
能
山
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
の
祖
本

次
に
、
久
能
山
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
で
あ
る
。

後
水
尾
天
皇
宸
翰
に
は

抑
今
度
駿
州
久
能
の
哥
仙
、

と
あ
り
、
後
水
尾
天
皇
が
、
こ
の
時
点
で
新
た
に
、
徳
川
秀
忠
か
ら
駿
河
・
久
能
山
の
「
歌
仙
」
染
筆
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
後
水
尾
天
皇
宸
翰
に
は
、

然
ら
ば
今
度
、
北
野
の
清
水
谷
哥
仙
の
躰
を
謄
し
申
す
可
く
存
じ
候
。
如
何
有
る
可
く
候
哉
。

と
あ
り
、
後
水
尾
天
皇
が
久
能
山
本
染
筆
に
際
し
て
、
「
北
野
の
清
水
谷
歌
仙
の
躰
」
を
「
謄
」
す
こ
と
を
良
恕
法
親
王
に
相
談
し
よ
う
と
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

で
は
、「
北
野
の
清
水
谷
歌
仙
」
と
は
、
何
で
あ
っ
た
の
か
。

北
野
天
満
宮
に
は
、
室
町
末
期
の
成
立
と
さ
れ
る
折
本
『
三
十
六
歌
仙
』
手
鏡
一
帖
が
伝
存
す
る
。
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森
暢
氏
は
こ
れ
を
「
北
野
神
社
本
」
と
称
し
、
歌
仙
和
歌
の
筆
者
に
つ
い
て
は
江
戸
末
期
に
幕
府
の
御
用
絵
師
を
務
め
て
い
た
住
吉
弘
貫
の
極
に
し
た

が
っ
て
、
伝
・
清
水
谷
実
秋
（
未
詳
～
一
四
二
〇
）
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
画
面
の
大
き
さ
を
論
拠
に
、
こ
の
折
本
手
鏡
の
本
来
の
形
態
が
扁
額
で
あ
っ

た
可
能
性
を
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
た(

)

。

9

夙
く
か
ら
同
社
の
神
宝
と
し
て
大
切
に
さ
れ
た
歌
仙
絵
で
あ
り
、
現
状
で
は
一
冊
の
帖
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
大
き
さ
（
縱
五
十
・
五
糎
横
三

一
・
九
糎
）
と
画
面
の
状
態
か
ら
す
れ
ば
、
も
と
は
一
歌
仙
一
額
の
歌
仙
絵
と
し
て
奉
納
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

伝
承
筆
者
で
あ
る
清
水
谷
実
秋
は
一
条
公
勝
の
子
で
あ
り
、
清
水
谷
家
を
継
承
し
た
が
、
兄
の
死
に
よ
っ
て
、
一
条
家
を
も
継
い
だ
人
物
で
あ
る
。
書

は
世
尊
寺
行
俊
に
師
事
し
、
行
俊
の
死
後
は
、
一
時
的
に
世
尊
寺
家
の
宗
匠
を
務
め
た
能
書
家
で
あ
る
。

藏
中
し
の
ぶ
氏
は
、
こ
の
世
尊
寺
流
の
系
譜
に
つ
な
が
る
折
本
手
鏡
を
北
野
天
満
宮
所
蔵
「
清
水
谷
歌
仙
」
に
比
定
し
、
北
野
天
満
宮
の
別
当
を
務
め

る
曼
殊
院
歴
代
の
門
跡
が
、
こ
の
北
野
天
満
宮
所
蔵
「
清
水
谷
歌
仙
」
に
き
わ
め
て
強
い
関
心
を
寄
せ
つ
づ
け
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
北
野
天
満
宮
の

社
家
と
曼
殊
院
の
間
で
そ
の
所
有
を
め
ぐ
る
争
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
跡
づ
け
、
そ
の
間
に
、
「
清
水
谷
歌
仙
」
は
扁
額
か
ら
巻
子
本
へ
、
そ
し
て
、
巻
子

本
か
ら
折
本
へ
と
二
度
に
わ
た
っ
て
改
装
が
施
さ
れ
、
現
時
点
の
折
本
装
丁
は
、
曼
殊
院
門
跡
の
命
に
よ
っ
て
、
北
野
天
満
宮
の
社
家
が
施
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た(

)

。

10

そ
こ
で
、
久
能
山
本
と
北
野
天
満
宮
蔵
の
折
本
『
三
十
六
歌
仙
』
手
鏡
一
帖
、
す
な
わ
ち
、
北
野
天
満
宮
所
蔵
「
清
水
谷
歌
仙
」
（
以
下
、「
清
水
谷
歌

仙
」
と
略
称
）
の
歌
仙
和
歌
本
文
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
、「
清
水
谷
歌
仙
」
に
酷
似
す
る
三
十
六
歌
仙
絵
が
、
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
森
氏
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
は
「
清

水
谷
歌
仙
」
と
同
じ
く
、
折
本
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
が
、
本
来
は
板
に
貼
ら
れ
て
い
た
扁
額
で
あ
っ
た
と
し
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
が
全
体
的
に
北
野

天
満
宮
に
あ
る
「
清
水
谷
歌
仙
」
に
酷
似
す
る
と
結
論
づ
け
て
い
る(

)
。

11

こ
の
歌
仙
絵
は
、
そ
の
画
体
と
歌
と
歌
の
書
式
と
、
更
に
は
帖
に
お
け
る
歌
仙
の
順
序
に
お
い
て
、
北
野
神
社
本
に
酷
似
す
る
も
の
で
あ
り
、
厳

密
に
い
え
ば
、
僅
か
に
伊
勢
と
小
町
の
姿
に
多
少
の
相
違
が
見
え
る
ほ
か
は
同
形
の
歌
仙
絵
で
あ
る
。
然
し
衣
装
の
上
の
文
様
と
着
彩
は
、
北
野
神
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社
本
に
較
べ
て
可
成
り
簡
略
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
画
体
は
北
野
神
社
本
に
較
べ
て
は
る
か
に
迫
力
の
乏
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

歌
に
お
け
る
書
式
の
酷
似
は
極
め
て
興
味
あ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
多
様
な
散
ら
し
書
と
い
い
、
万
葉
仮
名
と
い
い
、
そ
の
行
数
と
い
い
、
総
て

は
同
形
で
あ
っ
て
、
そ
の
書
式
に
は
定
型
が
見
ら
れ
、
そ
の
定
型
は
、
北
野
神
社
本
に
お
け
る
を
も
含
め
て
、
こ
の
時
代
に
盛
行
を
見
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

森
氏
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
を
北
野
天
満
宮
「
清
水
谷
歌
仙
」
と
同
形
の
歌
仙
絵
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
両
名
の
相
違
は
主
に
歌
仙
絵
の
描
写
方
法

に
あ
り
、
歌
仙
和
歌
の
本
文
と
散
ら
し
書
き
の
書
体
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
と
北
野
天
満
宮
「
清
水
谷
歌
仙
」
が
極
め
て
近
く
、
共
通
の
定
型
を
見
せ
て

い
る
と
さ
れ
た
。

表
２
は
、
「
清
水
谷
歌
仙
」
の
和
歌
本
文
と
そ
れ
に
一
致
す
る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
・
久
能
山
本
・
滝
山
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
を
対
照
し
て
示
し
た
も

の
で
あ
る(

)

。

12

表
２
・
北
野
天
満
宮
蔵
「
清
水
谷
歌
仙
」
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
と
久
能
山
本
・
滝
山
本
の
歌
仙
和
歌
本
文

左

人
麿

1清
水
谷

：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
浦
の

あ
さ
き
り
に

し
ま
か
く
れ
ゆ
く

舟
を
し
そ
お
も
ふ

ボ
ス
ト
ン
：
ほ
の

く
と

明
石
の
う
ら
の

あ
さ
霧
に

し
ま
か
く
れ
ゆ
く

舟
を
し
そ
お
も
ふ

×

久
能
山

：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
浦
の

あ
さ
き
り
に

し
ま
か
く
れ
行

舟
を
し
そ
お
も
ふ

滝

山

：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
浦
の

あ
さ
き
り
に

し
ま
か
く
れ
ゆ
く

舟
を
し
そ
お
も
ふ

左

躬
恒

2清
水
谷

：
い
つ
く
と
も

春
の
ひ
か
り
は

わ
か
な
く
に

ま
た
み
よ
し
野
ヽ

山
は
雪
ふ
る

ボ
ス
ト
ン
：
い
つ
く
と
も

春
の
ひ
か
り
は

わ
か
な
く
に

ま
た
み
よ
し
野
ヽ

山
は
雪
ふ
る

×

久
能
山

：
い
つ
く
と
も

春
の
ひ
か
り
は

わ
か
な
く
に

ま
た
み
よ
し
野
の

山
は
雪
ふ
る
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×

滝

山

：
い
つ
く
と
も

春
の
ひ
か
り
は

わ
か
な
く
に

ま
た
み
よ
し
の
ヽ

山
は
雪
ふ
る

左

家
持

3清
水
谷

：
は
る
の
野
に

あ
さ
る
き
ヽ
す
の

つ
ま
恋
に

を
の
か
あ
り
か
を

人
に
し
れ
つ
ヽ

ボ
ス
ト
ン
：
は
る
の
野
に

あ
さ
る
き
ヽ
す
の

つ
ま
恋
に

を
の
か
あ
り
か
を

人
に
し
れ
つ
ヽ

×

久
能
山

：
春
の
野
に

あ
さ
る
き
ヽ
す
の

つ
ま
恋
に

を
の
か
あ
り
か
を

人
に
し
れ
つ
ヽ

×

滝

山

：
春
之
墅
に

あ
さ
る
き
き
す
の

妻
恋
に

を
の
か
有
か
を

人
に
し
れ
筒

左

業
平

4清
水
谷

：
世
中
に

た
え
て
さ
く
ら
の

な
か
り
せ
は

春
の
心
は

の
と
け
か
ら
ま
し

ボ
ス
ト
ン
：
世
中
に

た
え
て
さ
く
ら
の

な
か
り
せ
は

春
の
心
は

□
と
け
か
ら
ま
し

久
能
山

：
世
中
に

た
え
て
さ
く
ら
の

な
か
り
せ
は

春
の
心
は

の
と
け
か
ら
ま
し

×

滝

山

：
世
中
に

た
え
て
さ
く
ら
の

な
か
り
せ
は

ヽ
る
の
こ
ヽ
ろ
は

の
と
け
か
ら
ま
し

左

素
性

5清
水
谷

：
み
わ
た
せ
は

柳
さ
く
ら
を

こ
き
ま
せ
て

み
や
こ
そ
は
る
の

に
し
き
な
り
け
る

ボ
ス
ト
ン
：
□
わ
た
せ
は

柳
□
□
□
を

こ
き
ま
せ
て

み
や
こ
そ
春
の

に
し
き
な
り
け
る

久
能
山

：
み
わ
た
せ
は

柳
さ
く
ら
を

こ
き
ま
せ
て

み
や
こ
そ
は
る
の

に
し
き
な
り
け
る

滝

山

：
み
わ
た
せ
は

柳
さ
く
ら
を

こ
き
ま
せ
て

み
や
こ
そ
は
る
の

に
し
き
な
り
け
る

左

猿
丸

6清
水
谷

：
お
く
山
の

も
み
ち
ふ
み
わ
け

な
く
し
か
の

こ
ゑ
き
く
時
そ

秋
は
か
な
し
き
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ボ
ス
ト
ン
：
お
く
山
の

も
み
ち
ふ
み
わ
け

な
く
し
か
の

こ
ゑ
き
く
□
そ

秋
は
か
な
し
き

×
久
能
山

：
お
く
山
に

紅
葉
ふ
み
わ
け

な
く
し
か
の

聲
き
く
時
そ

秋
は
か
な
し
き

×

滝

山

：
お
く
山
に

紅
葉
ふ
み
分

な
く
鹿
の

聲
き
く
時
そ

あ
き
は
か
な
し
き

左

兼
輔

7清
水
谷

：
人
の
お
や
の

心
は
や
み
に

あ
ら
ね
と
も

子
を
思
ふ
み
ち
に

ま
よ
ひ
ぬ
る
か
な

ボ
ス
ト
ン
：
人
の
お
や
の

心
は
や
み
に

あ
ら
ね
と
も

子
を
思
ふ
み
ち
に

ま
よ
ひ
ぬ
る
か
な

久
能
山

：
人
の
お
や
の

心
は
や
み
に

あ
ら
ね
と
も

子
を
思
□
み
ち
に

ま
よ
ひ
ぬ
る
か
な

×

滝

山

：
ひ
と
の
お
や
の

こ
ヽ
ろ
は
や
み
に

あ
ら
ね
と
も

子
を
思
ふ
み
ち
に

ま
よ
ひ
ぬ
る
哉

左

敦
忠

8清
水
谷

：
あ
ひ
み
て
の

ヽ
ち
の
こ
ヽ
ろ
に

く
ら
ふ
れ
は

む
か
し
は
物
も

お
も
は
さ
り
け
り

ボ
ス
ト
ン
：
あ
ひ
み
て
の

後
の
心
に

く
ら
ふ
れ
は

む
か
し
は
も
の
も

お
も
は
さ
り
け
り

久
能
山

：
あ
ひ
み
て
の

ヽ
ち
の
こ
ヽ
ろ
に

く
ら
ふ
れ
は

む
か
し
は
物
も

お
も
は
さ
り
け
り

×

滝

山

：
あ
ひ
み
て
の

後
の
心
に

く
ら
ふ
れ
は

む
か
し
は
も
の
も

お
も
は
さ
り
け
り

左

公
忠

9清
水
谷

：
行
や
ら
て

山
ち
く
ら
し
つ

ほ
と
ヽ
き
す

い
ま
ひ
と
こ
ゑ
の

き
か
ま
ほ
し
さ
に

ボ
ス
ト
ン
：
行
や
ら
て

山
ち
□
□
し
つ

ほ
と
ヽ
き
す

い
ま
ひ
と
□
ゑ
の

き
か
ま
ほ
し
さ
に

久
能
山

：
行
や
ら
て

山
ち
く
ら
し
つ

ほ
と
ヽ
き
す

い
ま
ひ
と
□
ゑ
の

き
か
ま
ほ
し
さ
に

×

滝

山

：
ゆ
き
や
ら
て

山
路
く
ら
し
つ

郭
公

今
一
聲
の

き
か
ま
ほ
し
さ
に
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左

斎
宮
女
御

10清
水
谷

：
琴
の
音
に

峯
の
松
風

か
よ
ふ
ら
し

何
の
を
よ
り

調
そ
め
け
む

ボ
ス
ト
ン
：
琴
の
音
に

峯
の
松
風

か
よ
ふ
ら
し

何
の
を
よ
り

調
そ
め
け
む

久
能
山

：
琴
の
音
に

峯
の
松
風

か
よ
ふ
ら
し

何
の
□
よ
り

調
そ
め
け
む

×

滝

山

：
こ
と
の
ね
に

峯
の
松
か
せ

か
よ
ふ
ら
し

い
つ
れ
の
緒
よ
り

し
ら
へ
そ
め
け
む

左

敏
行

11清
水
谷

：
秋
来
ぬ
と

目
に
は
さ
や
か
に

み
え
ね
と
も

風
の
音
に
そ

驚
か
れ
ぬ
る

ボ
ス
ト
ン
：
秋
来
ぬ
□

□
□
は
さ
や
か
に

み
え
ね
□
□

風
の
□
□
□

驚
か
□
□
る

×

久
能
山

：
秋
き
ぬ
と

目
に
は
さ
や
か
に

み
え
ね
と
も

風
の
音
に
そ

驚
か
れ
ぬ
る

×

滝

山

：
秋
き
ぬ
と

め
に
は
さ
や
か
に

み
え
ね
と
も

風
の
音
に
そ

お
と
ろ
か
れ
ぬ
る

左

宗
于

12清
水
谷

：
常
磐
な
る

松
の
緑
も

春
く
れ
は

今
一
し
ほ
の

色
ま
さ
り
け
り

ボ
ス
ト
ン
：
常
磐
な
る

松
の
緑
も

春
く
れ
は

今
一
し
ほ
の

色
ま
さ
□
け
り

久
能
山

：
常
磐
な
る

松
の
緑
も

春
く
れ
は

今
一
し
ほ
の

色
ま
さ
り
け
り

×

滝

山

：
と
き
は
な
る

松
の
み
と
り
も

春
く
れ
は

い
ま
一
し
ほ
の

色
ま
さ
り
け
り

左

清
正

13清
水
谷

：
天
津
風

ふ
け
ゐ
の
浦
に

ゐ
る
た
つ
の

な
と
か
雲
居
に

帰
さ
る
へ
き

ボ
ス
ト
ン
：
天
津
風

ふ
け
ゐ
の
浦
に

ゐ
る
た
つ
の

な
と
か
雲
□
に

帰
さ
る
へ
□

×

久
能
山

：
天
津
風

ふ
け
ゐ
の
浦
に

居
る
た
つ
の

な
と
か
雲
井
に

帰
さ
る
へ
き
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×

滝

山

：
天
津
か
せ

ふ
け
ゐ
の
う
ら
に

ゐ
る
た
つ
の

な
と
か
雲
居
に

か
へ
ら
さ
る
へ
き

左

興
風

14清
水
谷

：
契
剱

心
そ
つ
ら
き

織
姫
の

年
に
一
た
ひ

あ
ふ
は
逢
か
は

ボ
ス
ト
ン
：
契
剱

心
そ
つ
ら
き

織
姫
の

年
に
一
た
ひ

あ
ふ
は
逢
か
は

×

久
能
山

：
契
剱

心
そ
つ
ら
き

織
女
の

年
に
一
た
ひ

あ
ふ
は
逢
か
は

×

滝

山

：
ち
き
り
け
む

こ
ヽ
ろ
そ
つ
ら
き

た
な
は
た
の

と
し
に
一
度

あ
ふ
は
逢
か
は

左

是
則

15清
水
谷

：
三
吉
野
ヽ

山
の
し
ら
ゆ
き

積
ら
し

故
郷
さ
む
く

成
ま
さ
る
也

ボ
ス
ト
ン
：
三
吉
野
ヽ

山
の
し
ら
雪

積
ら
し

故
郷
□
□
く

成
ま
□
□
□

×

久
能
山

：
三
吉
野
の

や
ま
の
し
ら
雪

積
ら
し

故
郷
さ
む
く

成
ま
さ
る
也

×

滝

山

：
み
よ
し
墅
の

山
の
し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
さ
む
く

な
り
ま
さ
る
な
り

左

小
大
君

16清
水
谷

：
い
は
ヽ
し
の

夜
の
契
も

絶
ぬ
へ
し

あ
く
る
わ
ひ
し
き

葛
城
の
神

ボ
ス
ト
ン
：
い
は
橋
の

よ
る
の
ち
き
り
も

た
え
ぬ
へ
し

あ
く
る
わ
ひ
し
き

か
つ
ら
き
の
か
み

久
能
山

：
い
は
ヽ
し
の

夜
の
契
も

絶
ぬ
へ
し

あ
く
る
わ
ひ
し
き

葛
城
の
神

×

滝

山

：
岩
橋
の

よ
る
の
契
も

た
え
ぬ
へ
し

あ
く
る
わ
ひ
し
き

葛
城
の
神

左

能
宣

17清
水
谷

：
千
と
せ
ま
て

か
き
れ
る
松
も

け
ふ
よ
り
は

君
に
ひ
か
れ
て

よ
ろ
つ
代
や
へ
む
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ボ
ス
ト
ン
：
千
と
せ
ま
て

か
き
れ
る
松
も

け
ふ
よ
り
は

君
に
ひ
か
れ
て

よ
ろ
つ
代
や
へ
む

×
久
能
山

：
千
年
ま
て

か
き
れ
る
松
も

今
日
よ
り
は

君
に
引
れ
て

萬
代
や
へ
む

×

滝

山

：
千
と
せ
ま
て

か
き
れ
る
松
も

今
日
よ
り
は

君
に
ひ
か
れ
て

よ
ろ
つ
代
や
へ
む

左

兼
盛

18清
水
谷

：
暮
て
行

穐
の
形
見
に

置
物
は

わ
か
本
結
の

霜
に
そ
有
け
る

ボ
ス
ト
ン
：
暮
て
ゆ
く

あ
き
の
か
た
み
に

を
く
物
は

わ
か
も
と
ゆ
ひ
の

し
も
に
そ
あ
り
け
る

久
能
山

：
暮
て
行

秋
の
形
見
に

置
物
は

わ
か
本
結
の

霜
に
そ
有
け
る

×

滝

山

：
く
れ
て
ゆ
く

秋
の
か
た
み
に

を
く
物
は

わ
か
も
と
ゆ
ひ
の

霜
に
そ
有
け
る

右

貫
之

1清
水
谷

：
さ
く
ら
ち
る

木
の
し
た
か
せ
は

さ
む
か
ら
て

空
に
し
ら
れ
ぬ

雪
は
ふ
り
つ
ヽ

ボ
ス
ト
ン
：
さ
く
ら
ち
る

木
の
し
た
か
せ
は

さ
む
か
ら
て

そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ

雪
は
ふ
り
つ
ヽ

久
能
山

：
さ
く
ら
ち
る

木
の
し
た
か
せ
は

さ
む
か
ら
て

空
に
し
ら
れ
ぬ

雪
は
ふ
り
つ
ヽ

×

滝

山

：
さ
く
ら
ち
る

木
の
下
か
せ
は

寒
か
ら
て

空
に
し
ら
れ
ぬ

雪
そ
ふ
り
け
る

右

伊
勢

2清
水
谷

：
み
わ
の
や
ま

い
か
に
待
み
む

と
し
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と
お
も
へ
は

ボ
ス
ト
ン
：
み
わ
の
や
ま

い
か
に
待
み
む

と
し
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と
お
も
へ
は

久
能
山

：
み
わ
の
や
ま

い
か
に
待
み
ん

と
し
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と
お
も
へ
は

×

滝

山

：
み
わ
の
山

い
か
に
ま
ち
み
む

年
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と
思
へ
は
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右

赤
人

3清
水
谷

：
わ
か
の
浦
に

し
ほ
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て

た
つ
鳴
わ
た
る

ボ
ス
ト
ン
：
わ
か
の
浦
に

し
ほ
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て

た
つ
鳴
わ
た
る

久
能
山

：
わ
か
の
浦
に

し
ほ
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て

た
つ
鳴
わ
た
る

×

滝

山

：
わ
か
の
浦
に

塩
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

芦
邊
を
さ
し
て

た
つ
鳴
渡
る

右

遍
昭

4清
水
谷

：
た
ら
ち
ね
は

か
ヽ
れ
と
て
し
も

む
は
た
ま
の

わ
か
く
ろ
か
み
は

な
て
す
や
あ
り
け
む

ボ
ス
ト
ン
：
た
ら
ち
ね
は

か
ヽ
れ
と
て
し
も

む
は
た
ま
の

□
か
く
ろ
か
み
は

な
て
す
や
あ
り
け
ん

×

久
能
山

：
た
ら
ち
ね
は

か
ヽ
れ
と
て
し
も

む
は
た
ま
の

我
く
ろ
か
み
は

な
く
す
や
あ
り
け
ん

×

滝

山

：
た
ら
ち
ね
は

か
ヽ
れ
と
て
し
も

む
は
玉
の

わ
か
黒
髪
は

な
く
す
や
有
け
む

右

友
則

5清
水
谷

：
秋
風
に

は
つ
か
り
か
ね
そ

き
こ
ゆ
な
る

た
か
た
ま
つ
さ
を

か
け
て
き
つ
ら
む

ボ
ス
ト
ン
：
秋
か
せ
に

は
つ
か
り
か
ね
そ

き
こ
ゆ
な
る

た
か
た
ま
つ
さ
を

か
け
て
き
つ
ら
ん

×

久
能
山

：
秋
か
せ
に

は
つ
か
り
か
ね
そ

き
こ
ゆ
な
る

た
か
た
ま
つ
さ
を

か
け
て
き
つ
ら
む

×

滝

山

：
秋
か
せ
に

は
つ
か
り
か
ね
そ

き
こ
ゆ
な
る

た
か
た
ま
つ
さ
を

か
け
て
き
ぬ
ら
ん

右

小
町

6清
水
谷

：
色
み
え
て

う
つ
ろ
ふ
も
の
は

世
中
の

人
の
こ
ヽ
ろ
の

花
に
そ
あ
り
け
る

ボ
ス
ト
ン
：
色
み
え
て

う
つ
ろ
ふ
も
の
は

世
中
の

人
の
こ
ヽ
ろ
の

花
に
そ
あ
り
け
る

久
能
山

：
色
み
え
て

う
つ
ろ
ふ
も
の
は

世
中
の

人
の
こ
ヽ
ろ
の

花
に
そ
あ
り
け
る
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×

滝

山

：
色
み
え
て

う
つ
ろ
ふ
物
は

世
中
の

人
の
心
の

花
に
そ
有
け
る

右

朝
忠

7清
水
谷

：
逢
事
の

た
え
て
し
な
く
は

中

く
に

人
を
も
身
を
も

う
ら
み
さ
ら
ま
し

ボ
ス
ト
ン
：
あ
こ
と
の

た
え
て
し
な
く
は

中

く
に

人
を
も
身
を
も

う
ら
み
さ
ら
ま
し

久
能
山

：
逢
事
の

た
え
て
し
な
く
は

中

く
に

人
を
も
身
を
も

う
ら
み
さ
ら
ま
し

×

滝

山

：
あ
ふ
こ
と
の

た
え
て
し
な
く
は

中

く
に

人
を
も
身
を
も

う
ら
み
さ
ら
ま
し

右

髙
光

8清
水
谷

：
か
く
は
か
り

へ
か
た
く
み
ゆ
る

世
中
に

う
ら
や
ま
し
く
も

す
め
る
月
か
な

ボ
ス
ト
ン
：
か
く
は
か
り

へ
か
た
く
み
ゆ
る

世
中
に

う
ら
や
ま
し
く
も

□
□
□
月
□
な

久
能
山

：
か
く
は
か
り

へ
か
た
く
み
ゆ
る

世
中
に

う
ら
や
ま
し
く
も

す
め
る
月
か
な

×

滝

山

：
か
く
計

へ
か
た
く
み
ゆ
る

世
中
に

う
ら
や
ま
し
く
も

す
め
る
月
か
な

右

忠
岑

9清
水
谷

：
在
明
の

つ
れ
な
く
み
え
し

別
よ
り

暁
□
か
り

う
き
も
の
は
な
し

ボ
ス
ト
ン
：
在
明
の

つ
れ
な
く
み
え
し

別
よ
り

暁
は
か
り

う
き
も
の
は
な
し

×

久
能
山

：
在
明
の

つ
れ
な
く
み
え
し

別
よ
り

暁
は
か
り

う
き
物
は
な
し

×

滝

山

：
晨
明
の

つ
れ
な
く
み
え
し

別
よ
り

暁
は
か
り

う
き
物
は
な
し

右

頼
基

10清
水
谷

：
一
ふ
し
に

千
よ
を
こ
め
た
る

つ
ゑ
な
れ
は

つ
く
と
も
つ
き
し

□
□
□
□
ひ
は
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ボ
ス
ト
ン
：
一
ふ
し
に

千
よ
を
こ
め
た
る

つ
ゑ
な
れ
は

つ
く
と
も
つ
き
し

□
□
□
□
ひ
は

×
久
能
山

：
一
ふ
し
に

千
よ
を
こ
め
た
る

杖
な
れ
は

つ
く
と
も
つ
き
し

き
み
か
よ
は
ひ
は

×

滝

山

：
一
ふ
し
に

千
よ
を
こ
め
た
る

杖
な
れ
は

つ
く
と
も
つ
き
し

き
み
か
よ
は
ひ
は

右

重
之

11清
水
谷

：
風
を
い
た
み

岩
う
つ
な
み
の

を
の
れ
の
み

く
た
け
て
も
の
を

お
も
ふ
こ
ろ
か
な

ボ
ス
ト
ン
：
風
を
い
た
み

岩
う
つ
浪
の

を
の
れ
の
み

く
た
け
て
も
の
を

□
□
□
□
□
か
な

久
能
山

：
風
を
い
た
み

岩
う
つ
な
み
の

を
の
れ
の
み

く
た
け
て
も
の
を

お
も
ふ
こ
ろ
か
な

×

滝

山

：
か
せ
を
い
た
み

岩
う
つ
波
の

を
の
れ
の
み

く
た
け
て
物
を

思
ふ
こ
ろ
か
な

右

信
明

12清
水
谷

：
あ
た
ら
夜
の

月
と
花
と
を

お
な
し
く
は

あ
は
れ
し
れ
ら
ん

人
に
み
せ
は
や

ボ
ス
ト
ン
：
あ
た
ら
夜
の

月
と
花
と
を

お
な
し
く
は

あ
は
れ
□
れ
ら
ん

□
□
□
□
□
や

久
能
山

：
あ
た
ら
夜
の

月
と
花
と
を

お
な
し
く
は

あ
は
れ
し
れ
ら
ん

人
に
み
せ
は
や

×

滝

山

：
あ
た
ら
夜
の

月
と
は
な
と
を

お
な
し
く
は

あ
は
れ
し
れ
ら
む

ひ
と
に
見
せ
は
や

右

順
13清

水
谷

：
水
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
は

こ
よ
ひ
そ
あ
き
の

も
な
か
な
り
け
る

ボ
ス
ト
ン
：
水
の
面
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
は

こ
よ
ひ
そ
あ
き
の

も
な
か
な
り
け
る

久
能
山

：
水
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
□

こ
よ
ひ
そ
あ
き
の

も
な
か
な
り
け
る

×

滝

山

：
水
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
は

こ
よ
ひ
そ
あ
き
の

最
中
な
り
け
る
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右

元
輔

14清
水
谷

：
を
と
な
し
の

河
と
そ
つ
ゐ
に

な
か
れ
い
つ
る

い
は
て
物
お
も
ふ

人
の
涙
は

ボ
ス
ト
ン
：
を
と
な
し
の

河
と
そ
つ
□
□

□
□
れ
□
つ
る

い
は
て
も
の
思
ふ

人
の
な
み
た
は

久
能
山

：
を
と
な
し
の

河
と
そ
つ
ゐ
に

な
か
れ
□
つ
る

い
は
て
物
お
も
ふ

人
の
涕
は

×

滝

山

：
を
と
な
し
の

河
と
そ
つ
い
に

な
か
れ
い
つ
る

い
は
て
物
お
も
ふ

袖
の
涕
は

右

元
真

15清
水
谷

：
な
つ
草
は

し
け
り
に
け
り
な

玉
ほ
こ
の

み
ち
ゆ
き
人
も

む
す
ふ
は
か
り
に

ボ
ス
ト
ン
：
な
つ
草
は

し
け
り
に
け
り
な

玉
ほ
こ
の

み
ち
ゆ
き
人
も

む
す
ふ
は
か
り
□

久
能
山

：
な
つ
草
は

し
け
り
に
け
り
な

玉
ほ
こ
の

み
ち
ゆ
き
人
も

む
す
ふ
は
か
り
に

×

滝

山

：
夏
草
は

茂
り
に
け
り
な

玉
鉾
の

み
ち
ゆ
き
ひ
と
も

む
す
ふ
は
か
り
に

右

仲
文

16清
水
谷

：
有
明
の

月
の
ひ
か
り
を

ま
つ
ほ
と
に

わ
か
よ
の
い
た
く

ふ
け
に
け
る
か
な

ボ
ス
ト
ン
：
有
明
の

月
の
ひ
か
り
を

ま
つ
ほ
と
に

わ
か
よ
の
い
た
く

ふ
け
に
け
る
か
な

×

久
能
山

：
有
明
の

月
の
ひ
か
り
を

ま
つ
程
に

わ
か
世
の
い
た
く

ふ
け
に
け
る
か
な

×

滝

山

：
有
曙
の

月
の
光
を

ま
つ
程
に

わ
か
よ
の
い
た
く

更
に
け
る
哉

右

忠
見

17清
水
谷

：
恋
す
て
ふ

わ
か
名
は
ま
た
き

た
ち
に
け
り

人
し
れ
す
こ
そ

お
も
ひ
そ
め
し
か

ボ
ス
ト
ン
：
恋
す
て
ふ

わ
か
名
□
ま
た
き

た
ち
に
け
り

人
し
れ
す
こ
そ

思
ひ
そ
め
し
か

久
能
山

：
恋
す
て
ふ

わ
か
名
は
ま
た
き

た
ち
に
け
り

人
し
れ
す
こ
そ

お
も
ひ
そ
め
し
か
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×

滝

山

：
恋
す
て
ふ

我
名
は
ま
た
き

立
に
け
り

人
し
れ
す
こ
そ

思
ひ
そ
め
し
か

右

中
務

18清
水
谷

：
秋
風
の

ふ
く
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

お
き
の
葉
な
ら
は

を
と
は
し
て
ま
し

ボ
ス
ト
ン
：
秋
風
の

ふ
く
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

お
き
の
葉
な
ら
は

を
と
は
し
て
ま
し

久
能
山

：
秋
風
の

ふ
く
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

お
き
の
葉
な
ら
は

を
と
は
し
て
ま
し

×

滝

山

：
秋
風
の

ふ
く
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

お
き
の
葉
な
ら
は

音
は
し
て
ま
し

表
２
か
ら
、
北
野
天
満
宮
蔵
「
清
水
谷
歌
仙
」
と
久
能
山
本
、
さ
ら
に
滝
山
本
の
歌
仙
和
歌
は
、
す
べ
て
同
じ
和
歌
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
北
野
天
満
宮
蔵
「
清
水
谷
歌
仙
」
と
久
能
山
本
の
文
字
遣
い
に
は
、
ま
ま
異
同
が
見
ら
れ
る
。
「
清
水
谷
歌
仙
」
を
基
準
と
し
て
、
文
字
遣

い
に
一
字
で
も
異
同
が
あ
る
の
は
、×
印
を
付
し
た
久
能
山
本
の
十
四
首
三
十
五
字
、
滝
山
本
の
三
十
四
首
一
八
八
字
で
あ
る
。

「
清
水
谷
歌
仙
」
と
久
能
山
本
の
本
文
異
同
の
数
は
、
表
１
に
示
し
た
「
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
」
と
日
光
本
の
異
同
二
十
五
首
六
十

七
字
、
水
戸
本
と
の
二
十
九
首
七
十
二
字
と
比
較
す
る
と
、
は
る
か
に
少
な
い
。

後
水
尾
天
皇
宸
翰
に
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
久
能
山
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
は
、
北
野
天
満
宮
蔵
「
清
水
谷
歌
仙
」
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
可
能
性
が

高
い
。
さ
ら
に
詳
細
な
調
査
を
要
す
る
が
、
「
清
水
谷
歌
仙
」
と
は
、
北
野
天
満
宮
蔵
「
清
水
谷
歌
仙
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
さ
ら
に

高
ま
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
五
節

む
す
び
―
日
光
本
系
統
と
久
能
山
本
系
統

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
成
立
し
た
最
初
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
、
日
光
本
・
久
能
山
本
を
基
準
に
、
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額

七
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
の
性
格
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
。
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第
一
に
、
山
作
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
日
光
本
は
「
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
」
に
類
す
る
『
三
十
六
歌
仙
』
を
祖
本
と
す
る
と
み

て
よ
い
。

ま
た
、
日
光
本
の
歌
仙
和
歌
三
十
六
首
と
、
す
べ
て
歌
仙
和
歌
が
一
致
す
る
の
は
、
七
本
の
う
ち
、
水
戸
本
の
み
で
あ
る
。

第
二
に
、
藏
中
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
久
能
山
本
は
「
清
水
谷
歌
仙
」
を
祖
本
と
す
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。

ま
た
、
久
能
山
本
歌
仙
和
歌
三
十
六
首
と
、
す
べ
て
歌
仙
和
歌
が
一
致
す
る
の
は
、
七
本
の
う
ち
、
滝
山
本
の
み
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
四
本
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
二
系
統
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

日
光
本
系
統
：
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
す
る
『
三
十
六
歌
仙
』
→
日
光
本
→
水
戸
本

久
能
山
本
系
統
：
北
野
天
満
宮
蔵
「
清
水
谷
歌
仙
」
→
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
→
久
能
山
本
→
滝
山
本

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
成
立
し
た
最
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
、
日
光
本
と
久
能
山
本
は
、
後
水
尾
天
皇
宸
翰
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う

に
、
い
ず
れ
も
徳
川
秀
忠
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
後
水
尾
天
皇
が
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

日
光
本
は
、
祖
本
と
し
て
「
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
」
に
類
す
る
「
世
尊
寺
芳
翰
」
を
「
模
写
」
し
て
い
た
。
歌
仙
和
歌
そ
の
も
の
は

一
致
す
る
が
、
文
字
遣
い
に
は
、
日
光
本
と
の
間
に
二
十
五
首
六
十
七
字
、
時
代
が
下
る
水
戸
本
と
の
間
に
は
二
十
九
首
七
十
二
字
の
異
同
が
み
ら
れ
た
。

久
能
山
本
は
、
祖
本
と
し
て
北
野
天
満
宮
蔵
「
清
水
谷
歌
仙
」
を
「
謄
」
し
て
い
た
。
歌
仙
和
歌
そ
の
も
の
は
同
じ
で
あ
る
が
、
文
字
遣
い
に
は
、
久

能
山
本
と
の
間
に
十
四
首
三
十
五
字
、
時
代
が
下
る
滝
山
本
と
の
間
に
は
三
十
四
首
一
八
七
字
の
異
同
が
み
ら
れ
た
。

「
模
写
」
さ
れ
た
日
光
本
、
「
謄
」
さ
れ
た
久
能
山
本
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
歌
仙
和
歌
本
文
を
も
忠
実
に
祖
本
か
ら
継
承
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
仮
名

の
字
母
と
い
っ
た
文
字
遣
い
は
、
か
な
り
自
由
で
あ
っ
た
と
が
確
認
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
二
系
統
に
属
さ
な
い
世
良
田
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
・
金
沢
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
・
仙
波
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
三
本
の
歌
仙

和
歌
本
文
が
異
な
る
の
は
、
奉
納
者
で
あ
る
三
代
将
軍
家
光
が
、
前
代
の
二
代
将
軍
秀
忠
と
は
異
な
る
形
式
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
を
制
作
し
よ
う
と
し
た

か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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後
水
尾
天
皇
は
、
「
世
尊
寺
芳
翰
」
や
北
野
天
満
宮
の
「
清
水
谷
歌
仙
」
を
模
範
に
、
公
家
の
伝
統
的
な
形
式
を
継
承
し
た
。
二
代
将
軍
秀
忠
は
、
こ

の
よ
う
な
京
都
の
公
家
文
化
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
、
後
水
尾
天
皇
に
、
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
執
筆
を
依
頼
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
三
代
将
軍
家
光
は
、
こ
の
二
代
将
軍
秀
忠
の
代
と
は
異
な
る
形
式
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
を
、
独
自
に
制
作
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な

い
か
。

例
え
ば
、
仙
波
東
照
宮
の
扁
額
三
十
六
歌
仙
も
、
家
光
が
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
起
用
さ
れ
た
絵
師
は
、
独
特
の
画
風
を
見
せ
る
絵
師

・
岩
佐
又
兵
衛
で
あ
る
。
家
光
の
代
に
入
る
と
、
岩
佐
又
兵
衛
の
よ
う
な
絵
師
に
歌
仙
絵
を
依
頼
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
家
光
は
、
歌
仙
和
歌
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
秀
忠
の
代
と
は
異
な
っ
た
趣
向
を
凝
ら
そ
う
と
し
た
一
面
が
あ
り
、
そ
の
特
徴
を
よ
り
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今

後
、
さ
ら
に
慎
重
に
調
査
検
討
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
。

注（

）
拙
稿
「
江
戸
初
期
の
東
照
宮
と
三
十
六
歌
仙
扁
額
―
日
光
東
照
宮
・
久
能
山
東
照
宮
・
仙
波
東
照
宮
・
滝
山
東
照
宮
に
つ
い
て
」（
『
大
東
文
化
大

1

学
日
本
語
学
科
二
十
周
年
記
念
論
文
集
』
二
〇
一
三
年
一
月
、
大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
）
。
同
じ
「
東
照
宮
扁
額
三
十
六
歌
仙

に
お
け
る
歌
仙
絵
の
類
型
性
―
女
歌
仙
絵
・
僧
侶
歌
仙
絵
を
中
心
に
」
（
『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
研
究
』
第
十
三
号
、
二
〇
一
四
年
六
月
、
東
ア

ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
）

（

）
山
作
良
之
「
日
光
東
照
宮
蔵
三
十
六
歌
仙
扁
額
製
作
の
経
緯
」
（
『
大
日
光
』
第
七
十
九
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
日
光
東
照
宮
）

2
（

）
『
久
能
山
叢
書

第
四
編

資
料
編
下
』（
一
九
七
六
年
、
久
能
山
東
照
宮
社
務
所
）

3
（

）
新
井
栄
蔵
『
「
書
」
の
秘
伝
－
入
木
道
の
古
典
を
読
む
』
（
一
九
九
四
年
四
月
、
平
凡
社
）

4
（

）
早
川
純
三
郎
編
『
日
本
書
画
苑
』
（
一
九
一
四
年
十
月
、
国
書
刊
行
会
）
所
収

5
（

）
（

）
前
掲
論
文
。

6

2

（

）
新
藤
協
三
「
『
三
十
六
人
歌
合
』
と
入
木
道
」
（
『
三
十
六
歌
仙
叢
考
』
二
〇
〇
四
年
五
月
、
新
典
社
）

7
（

）
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
歌
仙
和
歌
本
文
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
保
管
さ
れ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
日
光
本

8
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の
歌
仙
和
歌
本
文
は
、
い
わ
き
明
星
大
学
教
授
・
田
嶋
一
夫
氏
を
介
し
て
、
日
光
東
照
宮
宝
物
館
・
山
作
良
之
氏
よ
り
い
た
だ
い
た
画
像
に
拠

っ
た
。
水
戸
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
は
、
土
浦
市
立
博
物
館
編
『
茨
城
の
歌
仙
絵
―
華
麗
な
る
歌
人
の
姿
』（
第

回
特
別
展
、
一
九
九
九
年
十
月
、

23

土
浦
市
立
博
物
館
）
の
画
像
に
拠
っ
た
。

（

）
森
暢
「
扁
額
歌
仙
絵
」
（
『
歌
合
絵
の
研
究

歌
仙
絵
』
一
九
七
八
年
六
月
、
角
川
書
店
）

9
（

）
藏
中
し
の
ぶ
「
花
も
て
縁
と
せ
り
」（
『
京
都
新
聞
』
連
載
、
一
九
九
六
年
十
二
月
～
一
九
九
七
年
十
一
月
）

10

藏
中
し
の
ぶ
『
江
戸
期
宮
廷
文
化
サ
ロ
ン
に
お
け
る
扁
額
歌
仙
の
制
作
―
曼
殊
院
・
北
野
天
満
宮
と
「
清
水
谷
歌
仙
」
』
（
第
十
四
回
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
日
本
研
究
協
会
国
際
会
議
（14th

International
Conference

of
the

EA
JS

）
発
表
、
二
〇
一
四
年
八
月
二
九
日
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
・
リ
ュ
ブ
リ

ャ
ナ
大
学
）

（

）
（

）
前
掲
論
文
。

11

9

（

）
「
清
水
谷
歌
仙
」
の
歌
仙
和
歌
本
文
は
、
森
暢
氏
の
翻
刻
を
参
照
し
た
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
ウ
ェ

12

ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.m
fa.o

rg/
c
o
lle
c
tio

n
s/
asia

）
に
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
に
拠
っ
た
。
久
能
山
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
は
、
神
戸
女
子
大

学
教
授
・
鈴
鹿
千
代
乃
氏
及
び
清
州
市
日
吉
神
社
・
三
輪
隆
裕
宮
司
を
介
し
て
、
久
能
山
東
照
宮
・
落
合
偉
洲
宮
司
よ
り
い
た
だ
い
た
画
像
に

拠
っ
た
。
滝
山
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
は
、
大
東
文
化
大
学
教
授
・
藏
中
し
の
ぶ
氏
よ
り
い
た
だ
い
た
、
故
・
藏
中
ス
ミ
氏
が
撮
影
さ
れ
た
写
真

に
拠
っ
た
。
ま
た
、
岡
崎
市
立
美
術
博
物
館
編
『
松
平
・
徳
川
氏
の
寺
社
―
岡
崎
に
残
る
遺
産
と
歴
史
』
（
特
別
企
画
展
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
、

岡
崎
市
立
美
術
博
物
館
）
の
画
像
を
も
参
観
し
た
。



- 45 -

第
二
章

江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
書

―
『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
』
と
日
光
本
を
中
心
に
―

第
一
節

は
じ
め
に

日
光
東
照
宮
に
伝
来
す
る
三
十
六
歌
仙
扁
額
（
以
下
、
日
光
本
と
略
称
）
は
、
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
願
い
に
よ
っ
て
元
和
三
年
に
奉
納
さ
れ
た
。
そ

の
歌
仙
和
歌
の
筆
者
は
後
水
尾
天
皇
で
あ
っ
た
。
久
能
山
東
照
宮
に
残
る
後
水
尾
天
皇
の
宸
翰
に
よ
っ
て
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た

。
後
水

尾
天
皇
は
、
ま
ず
、
曼
殊
院
門
跡
良
恕
法
親
王
に
相
談
し
て
か
ら
、
日
光
本
の
歌
仙
和
歌
の
染
筆
に
際
し
て
、
親
王
か
ら
借
り
た
「
世
尊
寺
芳
翰
」
を
模

写
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
山
作
良
之
氏
は
、「
世
尊
寺
芳
翰
」
を
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
の
『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
』
（
以
下
、
世
尊

寺
流
「
草
之
形
」
と
略
称
）
に
類
す
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
歌
仙
和
歌
の
本
文
が
日
光
本
と
一
致
し
て
い
る
の
を
指
摘
さ
れ
た(

)

。
前
章
で
は
、
元
和

1

七
年
（
一
六
二
一
）
成
立
の
水
戸
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
（
以
下
、
水
戸
本
と
略
称
）
の
歌
仙
和
歌
本
文
が
日
光
本
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
検
証
し
、

江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
和
歌
本
文
に
お
い
て
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
す
る
も
の
が
祖
本
と
な
る
「
日
光
本
系
統
」
の
存
在

を
定
位
し
た
。

な
お
、
後
水
尾
天
皇
の
宸
翰
に
よ
れ
ば
、
歌
仙
和
歌
本
文
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
「
哥
の
ち
ら
し
」
に
関
し
て
も
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
す
る
も

の
が
日
光
本
の
祖
本
で
あ
る
こ
と
が
、
次
の
こ
と
か
ら
窺
え
る
（

）
。

2

日
光
の
哥
仙
、
哥
の
ち
ら
し
作
者
等
、
先
度
借
用
申
し
候
内
、
世
尊
寺
芳
翰
を
以
て
模
写
せ
し
め
候
。

山
作
氏
は
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
散
ら
し
書
き
を
比
較
し
た
結
果
、
次
の
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た(

)

。

3

次
に
日
光
東
照
宮
歌
仙
額
と
「
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
」
の
散
ら
し
書
き
の
様
式
を
比
べ
る
と
、
文
字
を
置
く
位
置
や
か
な
遣
い
が
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若
干
異
な
っ
て
い
た
り
、
ひ
ら
が
な
を
漢
字
で
書
い
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
各
々
の
句
の
配
置
な
ど
、
様
式
面
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど

一
致
す
る
。
そ
の
様
を
幾
枚
か
の
写
真
に
よ
っ
て
見
て
い
た
だ
こ
う
。
上
が
「
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
」
、
下
が
日
光
東
照
宮
歌
仙

額
で
あ
る
。
他
も
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
日
光
東
照
宮
歌
仙
額
の
雛
形
と
さ
れ
た
「
世
尊
寺
芳
翰
」
は
「
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形

散
形
」
に
類
し
た
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
し
う
る
。

前
章
で
は
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
歌
仙
和
歌
本
文
を
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
と
照
合
し
た
結
果
、
そ
れ
が

日
光
本
と
水
戸
本
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

本
章
で
は
、
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
う
ち
、
日
光
本
に
注
目
し
て
、
歌
仙
和
歌
の
書
に
お
け
る
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光

本
の
類
似
性
を
検
討
す
る
（

）
。
第
一
に
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
書
体
を
対
照
し
、
文
字
の
位
置
づ
け
と
そ
の
配
列
を
視
覚
的
に
大
観

4

す
る
。
第
二
に
、
山
作
氏
が
指
摘
さ
れ
た
「
文
字
を
置
く
位
置
」
に
関
す
る
異
同
に
着
目
し
、
そ
の
数
を
確
認
す
る
。
最
後
に
、
中
世
か
ら
世
尊
寺
流
に

伝
わ
る
書
論
書
『
麒
麟
抄
』
を
基
に
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
書
体
の
比
較
検
討
に
確
認
さ
れ
た
文
字
の
位
置
の
異
同
の
性
格
を
証
し
、
世

尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
は
書
に
お
い
て
も
同
格
の
意
匠
を
凝
ら
し
た
も
の
と
し
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

第
二
節

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
書
の
比
較
検
討

本
節
で
は
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
書
の
翻
字
を
施
し
、
文
字
の
位
置
づ
け
と
そ
の
配
列
を
基
準
に
、
両
作
の
書
体
を
視
覚
的
に
比
較
検

討
を
す
る
。
な
お
、
そ
の
文
字
を
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
す
。

左

人
麿
・
左

家
持
・
右

貫
之
・
右

赤
人
・
右

頼
基
五
首
の
書
体
の
考
察
は
、
「
行
」
に
着
目
し
て
行
う
こ
と
に
す
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

1

3

1

3

10

ら
五
首
の
翻
字
で
は
、
行
の
上
に
通
し
番
号
を
付
す
る
。

そ
の
外
の
歌
仙
和
歌
三
十
一
首
の
書
体
の
考
察
は
、
行
が
集
ま
る
箇
所
に
着
目
し
て
行
う
こ
と
に
す
る
。
こ
の
箇
所
を
「
集
段
」
と
呼
び
、
そ
の
一
行

目
の
上
に
の
み
通
し
番
号
を
付
し
て
お
く
。
各
集
段
の
位
置
づ
け
と
配
列
を
確
認
し
、
集
段
中
の
文
字
の
配
置
を
精
査
す
る
。
ま
た
、
各
集
段
が
提
示
す

る
本
文
を
考
慮
し
て
、
各
集
段
の
構
成
を
証
す
こ
と
も
目
的
と
す
る
。
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左

人
麿

「
ほ
の
ぼ
の
と

あ
か
し
の
う
ら
の

あ
さ
き
り
に

し
ま
が
く
れ
ゆ
く

ふ
ね
を
し
ぞ
お
も
ふ
」

1

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

人
麿
の
歌
仙
和
歌
が
五
行
に
書
か
れ
て
い
る
。
各
行
の
頭
は
同
じ
高
さ
で
あ
る
。

1
ま
た
、
漢
字
仮
名
遣
い
に
違
い
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
行
目
か
ら
三
行
目
に
わ
た
っ
て
、
各
行
の
本
文
は
同
じ
で
あ
る
。

異
同
は
、
四
行
目
と
五
行
目
で
あ
る
。
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
四
行
目
の
脚
に
あ
る
「
し
ぞ
」
は
、
日
光
本
で
五
行
目
の
頭
に
送
ら
れ
て
い
る
。

ほ
の

と
あ
か

柿
本
人
麿

し
の
浦
の
あ
さ

き
り
に
し
ま
か

く
れ
行
舟
を
し
そ

お
も
ふ

ほ
の

と
あ
か

左

柿
本
人
麿

し
の
う
ら
の
あ
さ

霧
に
し
ま
□

く
れ
行
舟
を

し
そ
お
も
ふ

15 4 3 2

15 4 3 2
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左

躬
恒

「
す
み
よ
し
の

ま
つ
を
あ
き
か
ぜ

ふ
く
か
ら
に

こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る

お
き
つ
し
ら
な
み
」

2

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

躬
恒
の
歌
仙
和
歌
が
ふ
た
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
左
側
の
集
段
は
三
行
か
ら
な
り
、
第
三
句
ま
で
の
本
文
を
提
示
す
る
。
右
側
の
集
段

2

も
三
行
か
ら
な
り
、
第
四
句
と
第
五
句
の
本
文
を
提
示
す
る
。
集
段
の
間
の
余
白
は
著
し
い
。

二
左

躬
恒

す
み
よ
し
の
松
を

秋
か
せ
ふ
く

か
ら
に

こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る

お
き
つ
し
ら

な
み

す
み
よ
し
の
松
を

秋
か
せ
ふ
く

か
ら
に

こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る

お
き
つ
し
ら

な
み

左

躬
恒

12

12

初
句
～
第
三
句

第
四
句
・
第
五
句
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左

家
持

「
ま
き
も
く
の

ひ
ば
ら
の
い
ま
だ

く
も
ら
ね
ば

こ
ま
つ
か
は
ら
に

あ
は
ゆ
き
ぞ
ふ
る
」

3

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

家
持
の
歌
仙
和
歌
は
五
行
に
書
か
れ
て
い
る
。
一
行
目
か
ら
四
行
目
ま
で
各
行
の
頭
の
高
さ
が
揃
い
、
五
行
目
は
大
き
く
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

3
各
行
の
本
文
か
ら
し
て
も
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
書
と
日
光
本
の
書
は
同
じ
で
あ
る
。

三
左

中
納
言
家
持

ま
き
も
く
の
ひ
は
ら

の
い
ま
た

く
も

ら
ね
は
こ
松
か

は
ら
に
あ
は
雪

そ
ふ
る

ま
き
も
く
の
ひ
は
ら

の
い
ま
た

く
も

ら
ね
は
小
松
か

は
ら
に
あ
は
雪

そ
ふ
る

左

中
納
言
家
持

1

5

4 3 2

1

5

4 3 2
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左

業
平

「
つ
き
や
あ
ら
ぬ

は
る
や
む
か
し
の

は
る
な
ら
ぬ

わ
が
み
ひ
と
つ
は

も
と
の
み
に
し
て
」

4

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

業
平
の
歌
仙
和
歌
は
六
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
・

集
段
・

集
段
は
紙
面
の
中
央
・
下
段
を
占
め
、

集
段
・

集
段
・

4

1

2

3

4

5

6

集
段
は
紙
面
の
上
段
に
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
の
上
の
句
は
中
央
・
下
段
に
置
か
れ
る
三
つ
の
集
段
に
記
さ
れ
、
第
四
句
と
第
五
句
は
上
段
の
三

つ
の
集
段
に
記
さ
れ
て
い
る
。

四
左

業
平
朝
臣

月
や
あ
ら

ぬ
春やむ

か
し
のは

る

な
らぬ

わ
か
身ひ

と

つ
はも

と
の

み
にし

て

月
や
あ
ら

ぬ
春やむ

か
し
のは

る

な
らぬ

我
身ひ

と

つ
はも

と
の

み
にし

て

左

業
平
朝
臣

1
5

4

32

1

5 4

3
2

6

6

上
の
句

下
の
句

初
句第

二
句
前

第
二
句
後

第
三
句
前

第
三
句
後
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左

素
性

「
を
と
に
の
み

き
く
の
し
ら
つ
ゆ

よ
る
は
を
き
て

ひ
る
は
お
も
ひ
に

あ
へ
ず
け
ぬ
べ
し
」

5

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

素
性
の
歌
仙
和
歌
は
、
三
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
初
句
と
第
二
句
、

集
段
は
第
三
句
と
第
四
句
、

集
段
は
第
五
句
の
本

5

1

2

3

文
を
示
す
。

集
段
と

集
段
の
間
の
余
白
が
著
し
い
。
ま
た
、

集
段
は
最
も
長
く
、

集
段
の
下
へ
流
れ
て
い
く
。

1

2

2

3

異
同
は

集
段
に
見
ら
れ
る
。
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
で
は
、
第
三
句
「
よ
る
は
を
き
て
」
は
三
行
に
わ
た
り
、
四
段
活
用
「
を
く
」
の
連
用
形
に
つ

2

い
た
接
続
助
詞
「
て
」
は
三
行
目
を
占
め
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
光
本
で
は
第
三
句
が
二
行
に
構
成
さ
れ
、
接
続
助
詞
「
て
」
が
「
を
く
」
と
同
じ
行

に
書
か
れ
て
い
る
。

五
左

素
性
法
師

を
と
に
の
み

き
く
の
し
ら露

よ
る
はを

きて
ひ
る
は

お
も
ひに

あ
へ
す

け
ぬ
へ
し

を
と
に
の
み

き
く
の
し
ら露

よ
る
はを

き
て

ひ
る
は

お
も
ひに

あ
へ
す

け
ぬ
へ
し

左

素
性
法
師

1
3 2

13 2

初
句
・
第
二
句

第
五
句

第
三
句
・
第
四
句
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左

猿
丸

「
お
く
や
ま
に

も
み
ぢ
ふ
み
わ
け

な
く
し
か
の

こ
ゑ
き
く
と
き
ぞ

あ
き
は
か
な
し
き
」

6

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

猿
丸
の
歌
仙
和
歌
は
三
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
初
句
と
第
二
句
、

集
段
は
第
三
句
と
第
四
句
、

集
段
は
第
五
句
の
本
文

6

1

2

3

を
示
す
。

集
段
は
紙
面
の
右
上
に
置
か
れ
、

集
段
は
そ
れ
に
続
い
て
紙
面
の
左
側
を
占
め
る
。

集
段
は
右
側
の
下
段
、

集
段
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
。

1

2

3

1

六
左

猿
丸
大
夫

お
く
山に

も
み
ちふ

みわ
け

な
く
し
か
の

こ
ゑ
き
く時

そ

秋
は
か
な

し
き

お
く
山に

も
み
□ふ

みわ
け

な
く
し
か
の

□
ゑ
き
く

時
そ

秋
は
か
な

し
き

左

猿
丸
大
夫

1

3

2

1

3

2

初
句第

二
句第

三
句
・
第
四
句

第
五
句
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左

兼
輔

「
み
じ
か
よ
の

ふ
け
ゆ
く
ま
ま
に

た
か
さ
ご
の

み
ね
の
ま
つ
か
ぜ

ふ
く
か
と
ぞ
き
く
」

7

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

兼
輔
の
歌
仙
和
歌
は
ふ
た
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
左
側
の
集
段
は
初
句
か
ら
第
三
句
ま
で
、
右
側
の
集
段
は
第
四
句
と
第
五
句
の
本
文

7

を
記
す
。

集
段
の
間
の
余
白
は
著
し
い
。

異
同
は
二
点
あ
る
。
一
点
目
は

集
段
に
あ
る
。
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
は
三
行
に
作
る
が
、
日
光
本
は
四
行
に
作
り
、
第
二
句
末
の
格
助
詞
「
に
」

1

を
三
行
目
に
配
置
す
る
。
二
点
目
は

集
段
に
あ
る
。
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
は
、
二
行
目
が
第
四
句
後
半
「
か
ぜ
」
と
第
五
句
初
頭
「
ふ
く
」
か
ら

2

な
る
。
日
光
本
で
は
、
二
行
目
が
「
ま
つ
」
で
切
ら
れ
、
第
五
句
初
頭
「
ふ
く
」
は
三
行
目
に
送
ら
れ
て
い
る
。

初
句
～
第
三
句

第
四
句
・
第
五
句

七
左

中
納
言
兼
輔

み
し
か
夜
の

ふ
け
行
ま
ヽ
に

た
か
さ
こ
の

み
ね
の
ま
つ

か
せ
ふ
くか

と
そき

く

左

中
納
言
兼
輔

み
し
か
夜
の

ふ
け
行
ま
ヽ

高
砂
の

み
ね
の
ま
つ

か
せふ

く
か
と

そき
く

に

12

12
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左

敦
忠

「
い
せ
の
う
み

ち
ひ
ろ
の
は
ま
に

ひ
ろ
ふ
と
も

い
ま
は
な
に
て
ふ

か
ひ
か
あ
る
べ
き
」

8

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

敦
忠
の
歌
仙
和
歌
は
四
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
集
段
の
間
に
余
白
が
な
い
。
ま
た
、
集
段
が
右
上
か
ら
左
下
へ
と
続
い
て
配
列
さ
れ
て

8

い
る
の
は
左

敦
忠
の
書
の
特
徴
的
な
書
体
で
あ
る
。

集
段
か
ら

集
段
ま
で
各
々
三
行
か
ら
な
る
。

8

1

3

異
同
は

集
段
に
見
ら
れ
る
。
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
で
は
、

集
段
が
第
五
句
後
半
の
本
文
「
あ
る
べ
き
」
を
示
す
。
一
行
目
は
「
あ
る
べ
」
、
助

4

4

動
詞
「
べ
し
」
の
活
用
語
尾
「
き
」
は
二
行
目
に
送
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
日
光
本
で
は
、

集
段
の
行
数
は
一
行
に
留
ま
り
、
世
尊
寺
流
「
草

4

之
形
」
よ
り
そ
の
配
置
が
下
に
な
っ
て
い
る
。

八
左

中
納
言
敦
忠

伊
勢
の
海

ち
ひ
ろ
の

は
ま
に

ひ
ろ
ふと

も

い
ま
は
な
に

て
ふ
か
ひか

あ
る
へき

伊
勢
の
う
み

ち
ひ
ろ
の

は
ま
に

ひ
ろ
ふ

と
も

今
は
な
に

て
ふ
か
ひかあ

る
へ
き

左

中
納
言
敦
忠

1

4

3
2

1

4

3
2

初
句
・
第
二
句
前

第
二
句
後
・
第
三
句

第
四
句
・
第
五
句
前

第
五
句
後
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左

公
忠

「
と
の
も
り
の

と
も
の
み
や
つ
こ

こ
こ
ろ
あ
ら
ば

こ
の
は
る
ば
か
り

あ
さ
き
よ
め
す
な
」

9

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

公
忠
の
歌
仙
和
歌
は
五
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
初
句
と
第
二
句
初
頭
「
と
も
の
」
ま
で
、

集
段
は
第
二
句
と
第
三
句
「
こ

9

1

2

こ
ろ
」
ま
で
、

集
段
は
第
三
句
と
第
四
句
「
こ
の
春
」
ま
で
、

集
段
は
第
四
句
と
第
五
句
初
頭
「
き
よ
め
」
の
「
き
」
ま
で
、

集
段
は
第
五
句
の

3

4

5

本
文
を
示
す
。

集
段
は
紙
面
の
右
上
に
、

集
段
は
左
上
に
置
か
れ
る
。

集
段
紙
面
の
右
下
に
、

集
段
は
左
下
に
置
か
れ
る
。

集
段
は
紙
面
の

1

2

3

5

4

中
央
を
占
め
る
。

第
三
句
後

第
四
句
前

第
二
句
後

第
三
句
前

初
句第

二
句
前

第
四
句
後

第
五
句
前

第
五
句
後

九
左

公
忠
朝
臣

と
の
も

り
の
と

も
の

み
やつ

こ

こ
ヽ
ろ

あ
ら
はこ

の春

は
か
りあ
さきよ

めす
な

と
の
も

り
の
と

も
の

み
やつ

こ

こ
ヽ
ろ

あ
ら
はこ

の春

は
か
り

あ
さきよ

めす
な

左

公
忠
朝
臣

1

4

3

2

5

1

4

3

2

5
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左

斎
宮
女
御

「
そ
で
に
さ
へ

あ
き
の
ゆ
ふ
べ
は

し
ら
れ
け
り

き
え
し
あ
さ
ち
か

つ
ゆ
を
か
け
つ
つ
」

10

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

斎
宮
女
御
の
歌
仙
和
歌
は
ふ
た
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
右
側
の
集
段
は
紙
面
の
右
上
か
ら
中
央
に
流
れ
、
第
三
句
ま
で
の
本
文
を
示
す
。

10

左
側
の
集
段
は
第
四
句
と
第
五
句
の
本
文
を
示
す
。
集
段
の
間
の
余
白
は
著
し
い
。

初
句
～
第
三
句

第
四
句
・
第
五
句

十
左

斎
宮
女
御

袖
に
さ
へ
秋

の

ゆ
ふ
へ
は

し
ら
れけ

り

き
え
し

あ
さ
ち
か

露
を
か
け

つ
ヽ

袖
に
さ
へ
秋

の

ゆ
ふ
へ
は

し
ら
れけ

り

き
え
し

あ
さ
ち
か

露
を
か
け

つ
ヽ

左

斎
宮
女
御

12

12
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左

敏
行

「
あ
き
は
ぎ
の

は
な
さ
き
に
け
り

た
か
さ
ご
の

お
の
へ
の
し
か
は

い
ま
や
な
く
ら
む
」

11

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

敏
行
の
歌
仙
和
歌
は
三
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
三
行
か
ら
な
り
、
初
句
と
第
二
句
の
本
文
を
示
す
。

集
段
は
五
行
か
ら
な

11

1

2

り
、
第
三
句
と
第
四
句
の
本
文
を
示
す
。

集
段
は
三
行
か
ら
な
り
、
第
五
句
の
本
文
を
示
す
。

3

集
段
は
紙
面
の
右
上
、

集
段
は
紙
面
の
左
上
に
置
か
れ
、

集
段
は
中
央
か
ら
左
下
へ
と
流
れ
、

集
段
の
下
に
配
置
さ
れ
る
。

1

3

2

3

異
同
は

集
段
に
見
ら
れ
る
。
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
で
は
、

集
段
一
行
目
は
「
た
か
さ
」
と
な
っ
て
お
り
、
二
行
目
は
そ
の
続
き
「
ご
の
」
を
示

2

2

す
た
め
、
「
た
か
さ
ご
」
と
い
っ
た
歌
枕
が
切
断
さ
れ
、
二
行
に
跨
が
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
光
本
で
は
、

集
段
一
行
目
が
「
た
か
さ
ご
」
と
な
っ

2

て
お
り
、
二
行
目
は
格
助
詞
「
の
」
の
み
を
記
す
。

十
一
左

敏
行
朝
臣

秋
は
き
の

花
さ
き
に

け
り

た
か
さこ

のお
の
へ

の
鹿
は

い
ま
やな

くら
ん

秋
は
き
の

花
さ
き
に

け
り

た
か
さ
この

お
の
へ

の
鹿
は

今
やな

くら
ん

左

敏
行
朝
臣

13

2

13

2

初
句
・
第
二
句

第
三
句

第
四
句

第
五
句
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左

宗
于

「
や
ま
ざ
と
は

ふ
ゆ
ぞ
さ
び
し
さ

ま
さ
り
け
る

ひ
と
め
も
く
さ
も

か
れ
ぬ
と
お
も
へ
ば
」

12

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

宗
于
の
歌
仙
和
歌
は
四
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
紙
面
の
右
上
に
置
か
れ
、
三
行
か
ら
な
る
。

集
段
は
紙
面
上
段
の
中
央
に

12

1

2

置
か
れ
、
三
行
か
ら
な
る
。

集
段
は

集
段
に
続
い
て
紙
面
の
左
下
に
置
か
れ
、
二
行
か
ら
な
る
。
最
後
に
、

集
段
は
紙
面
の
左
上
に
配
置
さ
れ
る
。

3

2

4

ま
た
、

集
段
は
初
句
か
ら
第
二
句
初
頭
「
冬
」
ま
で
、

集
段
は
第
二
句
と
第
三
句
、

集
段
は
第
四
句
、

集
段
は
第
五
句
の
本
文
を
示
す
。

1

2

3

4

異
同
は

集
段
に
あ
る
。
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
で
は
、

集
段
が
四
行
か
ら
な
り
、
第
五
句
末
の
接
続
助
詞
「
ば
」
を
四
行
目
に
配
置
す
る
。
そ
れ

4

4

に
対
し
て
、
日
光
本
で
は

集
段
が
三
行
か
ら
な
り
、
第
五
句
末
の
接
続
助
詞
「
ば
」
が
本
動
詞
「
お
も
ふ
」
に
繋
が
っ
て
い
る
。

4

十
二
左

宗
于
朝
臣

や
ま
さ
と

は冬
そ

さ
ひ
し
さ

ま
さ
りけ

る

人
め
も

草
も

か
れ
ぬ
と

お
も
へ
は

や
ま
さ
と

は冬
そ

さ
ひ
し
さ

ま
さ
り

け
る

人
め
も

草
も

か
れ
ぬ
と

お
も
へ
は

左

宗
于
朝
臣

4

12

1

4

3

2

3

第
二
句
後

第
三
句

第
四
句

初
句第

二
句
前

第
五
句
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左

清
正

「
あ
ま
つ
か
ぜ

ふ
け
ゐ
の
う
ら
に

ゐ
る
た
つ
の

な
ど
か
く
も
ゐ
に

か
へ
ら
ざ
る
べ
き
」

13

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

清
正
の
歌
仙
和
歌
は
四
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
紙
面
の
右
上
に
配
置
さ
れ
、

集
段
は
紙
面
の
中
央
を
占
め
る
。

集
段
は

13

1

2

3

紙
面
の
左
上
、

集
段
は

集
段
の
下
に
配
置
さ
れ
る
。

4

3

ま
た
、

集
段
は
初
句
か
ら
第
二
句
「
ふ
け
ゐ
の
」
ま
で
、

集
段
は
第
二
句
の
後
半
か
ら
第
三
句
「
ゐ
る
」
ま
で
、

集
段
は
第
三
句
の
後
半
か
ら

1

2

3

第
四
句
ま
で
、

集
段
は
第
五
句
の
本
文
を
示
す
。

4

十
三
左

清
正

天
津
か
せ

ふ
け
ゐ

の

浦
にゐ

る

た
つ
の

な
と
か

雲
ゐ
に

か
へ
ら
さ
るへき

天
津
か
せ

ふ
け
ゐ

の

浦
に

ゐ
る

た
つ
の

な
と
か

雲
ゐ
に

か
へ
ら
さ
るへき

左

清
正

1

4

3

2

1

4

3

2

第
五
句

第
三
句
後

第
四
句

初
句第

二
句
前

第
二
句
後

第
三
句
前
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左

興
風

「
ち
ぎ
り
け
む

こ
こ
ろ
ぞ
つ
ら
き

た
な
ば
た
の

と
し
に
ひ
と
た
び

あ
ふ
は
あ
ふ
か
は
」

14

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

興
風
の
歌
仙
和
歌
は
ふ
た
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
右
側
の
集
段
は
二
行
か
ら
な
り
、
初
句
か
ら
第
三
句
ま
で
の
本
文
を
示
す
。
左
側
の

14

集
段
は
三
行
か
ら
な
り
、
第
四
句
と
第
五
句
の
本
文
を
示
す
。

集
段
一
行
目
に
あ
る
格
助
詞
「
ぞ
」、
二
行
目
に
あ
る
活
用
語
尾
「
き
」
と
格
助
詞
「
の
」
、
ま
た

集
段
一
行
目
に
あ
る
格
助
詞
「
に
」
と
二
行
目

1

2

に
あ
る
疑
問
詞
「
か
」
、
合
計
六
字
は
行
の
右
寄
せ
に
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

集
段
一
行
目
に
あ
る
四
段
活
用
動
詞
の
連
用
形
「
ち
ぎ
り
」

1

に
接
続
し
て
い
る
助
動
詞
「
け
む
」
二
字
も
他
の
文
字
よ
り
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
。
以
上
の
八
字
の
書
体
は
、
左

興
風
と
右

元
輔
の
散
ら
し
書
き

14

14

の
特
徴
で
あ
る
。

十
四
左

興
風

ち
き
り

こ
ヽ
ろ

つ
ら

棚
機

と
し

ひ
と
た
ひ

あ
ふ

あ
ふ

は
けむ

そ

き

の

に

はか

ち
き
り

こ
ヽ
ろ

つ
ら

織
女

と
し

ひ
と
た
ひ

あ
ふ

あ
ふ

は
けむ

そ

き

の

に

はか

左

興
風

12

12

初
句
～
第
三
句

第
四
句
・
第
五
句
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左

是
則

「
み
よ
し
の
の

や
ま
の
し
ら
ゆ
き

つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
さ
む
く

な
り
ま
さ
る
な
り
」

15

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

是
則
の
歌
仙
和
歌
は
三
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
紙
面
の
中
央
を
占
め
、

集
段
は
右
下
、

集
段
は
左
下
に
配
置
さ
れ
る
。

15

1

2

3

集
段
は
初
句
と
第
二
句
、

集
段
は
第
三
句
、

集
段
は
第
四
句
と
第
五
句
の
本
文
を
示
す
。

1

2

3

異
同
は

集
段
に
見
ら
れ
る
。
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
で
は
、
初
句
「
み
よ
し
の
ヽ
」
は
三
行
に
わ
た
り
、
二
行
目
は
「
み
よ
し
」
の
「
し
」
一
字
か

1

ら
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
光
本
で
は
初
句
が
二
行
に
わ
た
り
、
「
み
よ
し
」
は
切
断
さ
れ
ず
に
一
行
目
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
光
本

集
1

段
二
行
目
「
の
ヽ
」
は
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

集
段
三
行
目
「
の
ヽ
」
よ
り
高
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。

1

十
五
左
是
則

み
よ
しの
ヽ

や
まの

し
ら
雪

つ
も
るら

し

ふ
るさ
と

さ
む
く
な
り
ま

さ
る
な
り

み
よ
し

の
やヽ
ま
の

し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
るさ

と

さ
む
くな

り
ま

さ
る
な
り

左

是
則

1

3 2

1

3 2

第
三
句

第
四
句
・
第
四
句

初
句
・
第
二
句
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左

小
大
君

「
お
ほ
い
か
は

そ
ま
や
ま
か
ぜ
の

さ
む
け
れ
ば

た
つ
い
は
な
み
を

ゆ
き
か
と
ぞ
み
る
」

16

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

小
大
君
の
歌
仙
和
歌
は
ふ
た
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
右
側
の
集
段
は
三
行
か
ら
な
り
、
初
句
か
ら
第
三
句
ま
で
の
本
文
を
示
す
。
左
側

16

の
集
段
は
五
行
か
ら
な
り
、
第
四
句
と
第
五
句
の
本
文
を
示
す
。

ま
た
、
集
段
の
間
の
余
白
が
著
し
い
。

十
六
左

小
大
君

お
ほ
ゐ
河
そ
ま

や
ま
か
せ
の

さ
む
け
れ
は

た
つ
い
は
な
み
を

ゆ
き
か
と

そ見
る

お
ほ
ゐ
河
そ
ま

山
か
せ
の

さ
む
け
れ
は

た
つ
い
は
な
み
を

雪
か
と

そ見
る

左

小
大
君

1

2
1

2

初
句
～
第
三
句

第
四
句
・
第
五
句
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左

能
宣

「
み
か
き
も
り

ゑ
し
の
た
く
ひ
の

ひ
る
は
き
え

よ
る
は
も
え
つ
つ

も
の
を
こ
そ
お
も
へ
」

17

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

能
宣
の
歌
仙
和
歌
は
三
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
紙
面
の
右
側
に
配
置
さ
れ
、
三
行
か
ら
な
る
。

集
段
は
紙
面
の
中
央
に
配

17

1

2

置
さ
れ
、
三
行
か
ら
な
る
。

集
段
は
紙
面
の
左
側
に
配
置
さ
れ
、
二
行
か
ら
な
る
。
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
で
は
、
集
段
の
間
の
余
白
が
明
確
で
あ
る

3

が
、
日
光
本
で
は
、

集
段
と

集
段
の
間
の
余
白
が
比
較
的
に
狭
い
。

2

3

ま
た
、

集
段
は
初
句
と
第
二
句
、

集
段
は
第
三
句
と
第
四
句
「
ひ
る
は
き
え
」
ま
で
、

集
段
は
第
四
句
「
つ
つ
」
と
第
五
句
の
本
文
を
示
す
。

1

2

3

十
七
左

能
宣
朝
臣

み
か
き
も
り

ゑ
し
の
た
く

火
の

よ
る
は
も
え

ひ
る
は
き
え

つ
ヽ
も
の
を

こ
そ
お
も
へ

み
か
き
も
り

ゑ
し
か
た
く火

の

よ
る
は
も
え

ひ
る
は
き
え

つ
ヽ
も
の
を

こ
そ
思
へ

左

能
宣
朝
臣

13 2

13 2

第
三
句

第
四
句
前

初
句第

二
句

第
四
句
後

第
五
句
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十
八
左

兼
盛

し
の
ふ

れ
と

い
ろ
に

い
て
に
け

り

わ
かこ

ひ
は

も
の
や

お
も
ふ
と

人
のと

ふま
て

し
の
ふ

れ
と

い
ろ
に

い
て
にけ

り

我

こ
ひ
は

物
やお

も
ふ
と

人
のと

ふま
て

左

兼
盛

1

4

3 2

5

1

4

3 2

5

左

兼
盛

「
し
の
ぶ
れ
ど

い
ろ
に
い
で
に
け
り

わ
が
こ
ひ
は

も
の
や
お
も
ふ
と

ひ
と
の
と
ふ
ま
で
」

18

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

左

兼
輔
の
歌
仙
和
歌
は
五
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
・

集
段
・

集
段
は
紙
面
の
上
段
に
、

集
段
と

集
段
は
紙
面
の
下
段
に

18

1

2

3

4

5

配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

集
段
は
初
句
、

集
段
が
第
二
句
、

集
段
が
第
三
句
の
本
文
を
示
す
の
で
、
左

兼
盛
の
歌
仙
和
歌
の
上
の
句
の
本
文

1

2

3

18

す
べ
て
は
紙
面
の
上
段
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
、

集
段
が
第
四
句
、

集
段
が
第
五
句
の
本
文
を
示
す
た
め
、
下
の
句
の
本
文
す
べ
て

4

5

は
紙
面
の
下
段
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

下
の
句

上
の
句

初
句

第
二
句

第
三
句

第
四
句

第
五
句
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右

貫
之

「
む
す
ぶ
て
の

し
づ
く
に
に
ご
る

や
ま
の
ゐ
の

あ
か
で
も
ひ
と
に

わ
か
れ
ぬ
る
か
な
」

1

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

貫
之
の
歌
仙
和
歌
は
五
行
に
書
か
れ
て
い
る
。
各
行
の
頭
は
同
じ
高
さ
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
、
左

人
麿
の
構
成
と
対
応
し
て
い
る
。

1

1

一
右

貫
之

む
す
ふ
て
の
し
つ

く
に
ヽ
こ
る
山

の
井
の
あ
か
て
も

人
に
わ
か
れ
ぬ

る
か
な

む
す
ふ
て
の
し
つ

く
に
ヽ
こ
る
山

の
井
の
あ
か
て
も

人
に
わ
か
れ
ぬ

る
か
な

右

貫
之

15 4 3 2

15 4 3 2
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右

伊
勢

「
み
わ
の
や
ま

い
か
に
ま
ち
み
む

と
し
ふ
と
も

た
づ
ぬ
る
ひ
と
も

あ
ら
じ
と
お
も
へ
ば
」

2

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

伊
勢
の
歌
仙
和
歌
は
ふ
た
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
右
側
の
集
段
は
三
行
か
ら
な
り
、
初
句
か
ら
第
三
句
ま
で
の
本
文
を
示
す
。
左
側
の

2

集
段
は
五
行
か
ら
な
り
、
第
四
句
と
第
五
句
の
本
文
を
示
す
。

ま
た
、
集
段
の
間
の
余
白
が
著
し
い
。

二
右

伊
勢

三
輪
の
や
ま

い
か
に

ま
ち
み
む
と
し

ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と

お
も
へ
は

三
輪
の
や
ま

い
か
ヽ

ま
ち
み
む
と
し

ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と

お
も
へ
は

右

伊
勢

12

12

初
句
～
第
三
句

第
四
句
・
第
五
句
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右

赤
人

「
わ
か
の
う
ら
に

し
ほ
み
ち
く
れ
ば

か
た
を
な
み

あ
し
べ
を
さ
し
て

た
つ
な
き
わ
た
る
」

3

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

赤
人
の
歌
仙
和
歌
は
五
行
に
書
か
れ
て
い
る
。
一
行
目
か
ら
四
行
目
ま
で
各
行
の
頭
の
高
さ
が
揃
い
、
五
行
目
は
大
き
く
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

3
各
行
の
本
文
か
ら
し
て
も
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
書
と
日
光
本
の
書
は
同
じ
で
あ
る
。

三
右

赤
人

わ
か
の
う
ら
に
し
ほ

み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て
た
つ

な
き
わ
た
る

わ
か
の
う
ら
に
塩

み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て
た
つ

な
き
わ
た
る

右

赤
人

1

5

4 3 2

1

5

4 3 2
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右

遍
昭

「
い
そ
の
か
み

ふ
る
の
や
ま
ぢ
の

さ
く
ら
ば
な

う
へ
け
ん
と
き
を

し
る
ひ
と
ぞ
な
き
」

4

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

遍
昭
の
歌
仙
和
歌
は
五
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
紙
面
の
右
下
、

集
段
は
そ
の
上
に
配
置
さ
れ
る
。

集
段
と

集
段
は

4

1

2

3

4

2

集
段
に
続
い
て
紙
面
の
中
央
か
ら
左
下
へ
と
流
れ
て
い
く
。

集
段
は
紙
面
の
左
上
に
置
か
れ
る
。

5

ま
た
、

集
段
が
初
句
、

集
段
が
第
二
句
、

集
段
が
第
三
句
、

集
段
が
第
四
句
、

集
段
が
第
五
句
の
本
文
を
示
す
。

1

2

3

4

5

四
右

僧
正
遍
昭

い
そ
の

か
み

ふ
る
の

山
ちの

さ
く
ら

は
な

う
へ
け
んと

きを

し
る人
そ

な
き

い
そ
の

か
み

ふ
る
の

山
ち
のさ

く
ら

は
な

う
へ
け
んと

きを

し
る人
そ

な
き

右

僧
正
遍
昭

1

4

3

2

1
4

3

2

5

5

初
句

第
五
句

第
二
句

第
三
句

第
四
句
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右

友
則

「
ゆ
ふ
さ
れ
ば

ほ
た
る
よ
り
げ
に

も
ゆ
れ
ど
も

ひ
か
り
み
ね
ば
や

ひ
と
の
つ
れ
な
き
」

5

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

友
則
の
歌
仙
和
歌
は
六
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
か
ら

集
段
ま
で
の
三
つ
の
集
段
は
紙
面
の
上
段
を
占
め
、
右
か
ら
左
の
方
へ

5

1

3

配
列
さ
れ
て
い
る
。

集
段
か
ら

集
段
ま
で
の
三
つ
の
集
段
は
紙
面
の
下
段
を
占
め
、
右
か
ら
左
の
方
へ
配
列
さ
れ
る
。
上
段
三
つ
の
集
段
は
和
歌
本

4

6

文
の
上
の
句
、
下
段
三
つ
の
集
段
は
下
の
句
を
示
す
。

五
右

友
則

ゆ
ふ
さ
れは

ほ
た
る

よ
り
けに

も
ゆ
れと

も

ひ
か
り

み
ね

は
や人

の

つ
れ
なき

夕
ふ
さ
れは

ほ
た
る

よ
り
けに

も
ゆ
れと

も

ひ
か
り

み
ね

は
や人

の

つ
れ
なき

右

友
則

1

4

3 2

5
6

1

4

3 2

5
6

下
の
句

上
の
句

初
句第

二
句
前

第
二
句
後

第
三
句

第
四
句
前

第
五
句
後

第
四
句
後

第
五
句
前
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右

小
町

「
わ
び
ぬ
れ
ば

み
を
う
き
く
さ
の

ね
を
た
え
て

さ
そ
ふ
み
ず
あ
ら
ば

い
な
む
と
ぞ
お
も
ふ
」

6

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

小
町
の
歌
仙
和
歌
は
三
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
に
従
い
、

集
段
と

集
段
は
右
か
ら
左
へ
と
並
列
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は

6

1

2

3

1

初
句
と
第
二
句
、

集
段
は
第
三
句
と
第
四
句
、

集
段
は
第
五
句
の
本
文
を
示
す
。

2

3

異
同
は

集
段
に
見
ら
れ
る
。
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
で
は
、

集
段
が
三
行
か
ら
な
る
。
一
方
、
日
光
本
で
は
、

集
段
が
二
行
か
ら
な
る
。
つ
ま

3

3

3

り
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
お
い
て

集
段
二
行
目
を
占
め
る
格
助
詞
「
ぞ
」
は
、
日
光
本
に
お
い
て
次
の
行
頭
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

3

六
右

小
野
小
町

わ
ひ
ぬ
れ
は

身
を
う
き
草の

ね
を
た
え

て

さ
そ
ふ
水

あ
ら
は

い
な
ん
と
そお

も
ふ

わ
ひ
ぬ
れ
は

身
を
う
き
草の

ね
を
た
え

て

さ
そ
ふ
水

あ
ら
は

い
な
む
とそ

思
ふ

右

小
野
小
町

1
3

2

1
3

2

初
句
・
第
二
句

第
五
句

第
三
句
・
第
四
句
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右

朝
忠

「
よ
ろ
づ
よ
の

は
じ
め
と
け
ふ
を

い
の
り
お
き
て

い
ま
ゆ
く
す
ゑ
の

か
み
ぞ
か
ぞ
へ
む
」

7

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

朝
忠
の
歌
仙
和
歌
は
三
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
右
上
、

集
段
は
そ
れ
に
続
き
紙
面
の
中
央
か
ら
左
下
へ
と
流
れ
、

集
段

7

1

2

3

は

集
段
の
上
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

集
段
は
初
句
と
第
二
句
、

集
段
が
第
三
句
、

集
段
が
第
四
句
と
第
五
句
の
本
文
を
示
す
。

2

1

2

3

七
右

中
納
言
朝
忠

萬
代
の

は
し
め

と

け
ふをい

の
り

を
きて

い
ま
ゆく

す
ゑ
の

神
そか

そ
へむ

萬
代
の

は
し
め

と

け
ふを

い
の
り

を
き

今
ゆ

く
す
ゑ

神
そか

そ
へん

右

中
納
言
朝
忠

□

□

13

2

3
1

2

初
句
・
第
二
句

第
四
句

第
五
句

第
三
句
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右

髙
光

「
は
る
す
ぎ
て

ち
り
は
て
に
け
る

さ
く
ら
の
は
な

た
だ
か
を
り
ば
か
り
ぞ

え
だ
に
の
こ
れ
る
」

8

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

髙
光
の
歌
仙
和
歌
は
五
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
紙
面
の
右
下
に
配
置
さ
れ
、

集
段
・

集
段
・

集
段
は
紙
面
の
右
上
か

8

1

2

4

5

ら
左
上
へ
と
配
列
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は

集
段
の
下
に
、
紙
面
の
中
央
か
ら
左
下
へ
と
流
れ
る
。

3

5

ま
た
、

集
段
が
初
句
、

集
段
が
第
二
句
、

集
段
が
第
三
句
と
第
四
句
前
半
「
香
」
ま
で
、

集
段
が
第
四
句
後
半
、

集
段
が
第
五
句
の
本
文

1

2

3

4

5

を
示
す
。 八

右

髙
光春

す
きて

ち
り
は

て
に
ける

桜
のは

なた

香ヽ

は
か
りそ

枝
にの

こ
れ
る

は
る
す
きて

ち
り
は

て
に
ける

桜
のは

なた

香ヽ

は
か
りそ

枝
にの

こ
れ
る

右

髙
光

1

4

3

25

1

4

3

25

初
句

第
四
句
後

第
五
句

第
二
句

第
三
句

第
四
句
前
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右

忠
岑

「
は
る
た
つ
と

い
ふ
ば
か
り
に
や

み
よ
し
の
の

や
ま
も
か
す
み
て

け
さ
は
み
ゆ
ら
む
」

9

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

忠
岑
の
歌
仙
和
歌
は
三
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
紙
面
の
右
上
に
置
か
れ
、

集
段
は
左
上
で

集
段
と
対
立
し
て
い
る
。

9

1

2

1

集
段
は

集
段
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

集
段
が
初
句
と
第
二
句
、

集
段
が
第
三
句
と
第
四
句
、

集
段
は
第
五
句
の
本
文
を
示
し
て

3

2

1

2

3

い
る
。

九
右

忠
峯

春
た
つ
と

い
ふ
は
か
り

に
や

み
よ
しの

ヽ

山
も
か

す
み

て

け
さ
は

見
ゆ
らむ

春
た
つ
と

い
ふ
は
か
り

に
や

み
よ
しの

ヽ

山
も
か

す
み

て

け
さ
は

み
ゆ
らむ

右

忠
岑

1

3

2

1

3

2

初
句
・
第
二
句

第
五
句

第
三
句

第
四
句
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右

頼
基

「
ね
の
ひ
す
る

の
べ
に
こ
ま
つ
を

ひ
き
つ
れ
て

か
へ
る
や
ま
ぢ
に

う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く
」

10

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

頼
基
の
歌
仙
和
歌
は
八
行
に
書
か
れ
て
い
る
。
一
行
目
と
二
行
目
は
行
頭
を
揃
え
る
。
三
行
目
と
四
行
目
は
前
行
よ
り
行
頭
を
上
げ
て
老
い
る
。

10

そ
の
次
の
五
行
目
か
ら
八
行
目
ま
で
、
各
行
が
だ
ん
だ
ん
行
頭
を
下
げ
て
い
く
。
果
た
し
て
、
右

頼
基
の
歌
仙
和
歌
は
、
波
動
の
よ
う
な
形
態
に
思
わ

10

れ
る
の
で
あ
る
。

十
右

頼
基
朝
臣

ね
の
ひ
す
る

墅
へ
に
こ

ま
つ
を
ひ
き

つ
れ
て

か
へ
る
山

ち
に
う
く
ひす

そな
く

ね
の
ひ
す
る

墅
へ
に
こ

松
を
引

つ
れ
て

か
へ
る
山

路
に
う
く
ひす

そ
な
く

右

頼
基
朝
臣

1

4 3
25

6

8
7

1

4 3
256

8

7
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右

重
之

「
な
つ
か
り
の

た
ま
え
の
あ
し
を

ふ
み
し
た
き

む
れ
ゐ
る
と
り
の

た
つ
そ
ら
ぞ
な
き
」

11

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

重
之
の
歌
仙
和
歌
は
二
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
紙
面
の
上
段
を
右
端
か
ら
左
端
ま
で
貫
い
て
い
る
。
こ
の
右

重
之
の

集

11

1

11

1

段
は
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
に
お
い
て
、
独
特
な
構
成
を
見
せ
て
い
る
、

集
段
は
紙
面
の
左
下
に
配
置
さ
れ
る
。
ま
た
、

集
段
は
初
句

2

1

か
ら
第
四
句
ま
で
の
本
文
を
示
し
、

集
段
は
第
五
句
の
本
文
を
示
す
。

2

異
同
は

集
段
に
あ
る
。
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
で
は

集
段
が
十
一
行
か
ら
な
る
の
に
対
し
て
、
日
光
本
で
は
十
行
目
「
鳥
」
が
前
行
に
詰
め
ら
れ

1

1

て

集
段
は
全
体
で
十
行
に
な
っ
て
い
る
。

1

十
一
右

重
之

夏
か
り
の

た
ま
え

の

あ
し
をふ

み

し
た
きむ

れ

ゐ
る
鳥
の

た
つ空

そな
き

夏
か
り
の

玉
江
の

あ
し
を

ふ
み

し
た
き

む
れ

ゐ
る
鳥
の

た
つ空

そな
き

右

重
之

1

2

1

2

初
句
～
第
四
句

第
五
句
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右

信
明

「
ほ
の
ぼ
の
と

あ
り
あ
け
の
つ
き
の

つ
き
か
げ
に

も
み
ぢ
ふ
き
お
ろ
す

や
ま
お
ろ
し
の
か
ぜ
」

12

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

信
明
の
歌
仙
和
歌
は
六
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
か
ら

集
段
ま
で
の
三
つ
は
、
右
か
ら
左
へ
と
紙
面
の
下
段
に
配
列
さ
れ
る
。

12

1

3

集
段
か
ら

集
段
ま
で
の
三
つ
は
、
右
か
ら
左
へ
と
紙
面
の
上
段
に
配
列
さ
れ
る
。
果
た
し
て
、
上
の
句
と
下
の
句
が
上
下
二
段
に
分
割
さ
れ
、
さ
ら

4

6

に
三
つ
の
集
段
に
書
か
れ
る
。

上
の
句

下
の
句

初
句

第
二
句
前

第
二
句
後

第
三
句

第
四
句
前

第
四
句
後

第
五
句
前

第
五
句
後

十
二
右

信
明
朝
臣

ほ
の

と

有
明
の

月
の
つ
き

か
け
に

紅
葉ふ

き

お
ろ
す

や
ま

お
ろ
し
の

か
せ

ほ
の

と

あ
り
あ
けの

月
の
月か

け
に

紅
葉ふ

き

お
ろ
す

や
ま

お
ろ
し
のか

せ

右

信
明
朝
臣

1

4

3 2

5

1
2

4

3

56

6
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右

順

「
み
づ
の
お
も
に

て
る
つ
き
な
み
を

か
ぞ
ふ
れ
ば

こ
よ
ひ
ぞ
あ
き
の

も
な
か
な
り
け
る
」

13

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

順
の
歌
仙
和
歌
は
四
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
紙
面
中
央
の
右
側
に
置
か
れ
る
。

集
段
は
紙
面
中
央
の
最
も
上
に
配
置
さ
れ
、

13

1

2

集
段
は

集
段
の
末
尾
か
ら
始
ま
り
紙
面
の
左
下
へ
と
流
れ
る
。

集
段
は
紙
面
の
左
上
に
置
か
れ
る
。
ま
た
、

集
段
が
初
句
、

集
段
が
第
二
句

3

2

4

1

2

と
第
三
句
、

集
段
が
第
四
句
と
第
五
句
の
前
半
、

集
段
が
第
五
句
の
後
半
を
示
す
。

3

4

異
同
は

集
段
に
あ
る
。
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
で
は
、

集
段
が
三
行
か
ら
な
り
、
二
行
目
が
格
助
詞
「
の
」
一
字
か
ら
な
る
。
一
方
、
日
光
本
で

1

1

は

集
段
が
二
行
か
ら
な
り
、
格
助
詞
「
の
」
が
一
行
目
の
末
に
配
さ
れ
て
い
る
。

1

十
三
右

順
み
つ
のお

も
に

て
る
月

な
み
を

か
そ
ふ
れは

こ
よ
ひ
そ

あ
き
のも

な
か
なりけ

る

水
のお

も
に

て
る
月

な
み
を

か
そ
ふ
れは

今
宵
そ

あ
き
のも

な
か
なり

け
る

右

順

1

4

3

2

1

4

3

2

初
句

第
五
句
後

第
二
句

第
三
句

第
四
句

第
五
句
前
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右

元
輔

「
ち
ぎ
り
き
な

か
た
み
に
そ
で
を

し
ぼ
り
つ
つ

す
ゑ
の
ま
つ
や
ま

な
み
こ
さ
じ
と
は
」

14

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

元
輔
の
歌
仙
和
歌
は
二
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
二
行
、

集
段
は
三
行
か
ら
な
る
。
ま
た
、

集
段
は
初
句
か
ら
第
三
句
ま

14

1

2

1

で
の
本
文
、

集
段
は
第
四
句
と
第
五
句
の
本
文
を
示
し
て
い
る
。

2

さ
ら
に
、
左

興
風
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
右

元
輔
の
歌
仙
和
歌
に
は
、
行
の
右
寄
せ
に
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
い
く
つ
の
文
字
が
あ
る
。
こ
れ
ら

14

14

は
、
他
の
歌
仙
和
歌
の
書
体
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
に
も
左

興
風
と
右

元
輔
の
歌
仙
和
歌
の

14

14

書
体
は
対
応
的
に
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

十
四
右

元
輔

ち
き
り
き

か
た
み

そ
て
を

つ
ヽ

す
ゑ

ま
つ

な
み

し

は な

に

し
ほ

の

と
は

り

やま

さ

ち
き
り
き

か
た
み

そ
て
を

つ
ヽ

す
ゑ

ま
つ

な
み

し

は な

に

し
ほ

の

と
は

り

やま

さ

右

元
輔

12

12

初
句
～
第
三
句

第
四
句
・
第
五
句
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右

元
真

「
さ
き
に
け
り

わ
が
や
ま
ざ
と
の

う
の
は
な
は

か
き
ね
に
き
え
ぬ

ゆ
き
と
み
る
ま
で
」

15

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

元
真
の
歌
仙
和
歌
は
三
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
は
紙
面
の
右
側
、

集
段
は
紙
面
の
左
下
に
配
置
さ
れ
る
。

集
段
は
中
央
上

15

1

2

3

段
か
ら
始
ま
り
、
紙
面
上
段
の
左
側
ま
で
長
く
流
れ
て
い
る
。

集
段
末
尾
と

集
段
冒
頭
の
間
の
余
白
が
著
し
い
。

1

2

異
同
は

集
段
に
あ
る
。
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
で
は
、

集
段
が
五
行
か
ら
な
り
、
五
行
目
が
格
助
詞
「
の
」
一
字
か
ら
な
る
。
一
方
、
日
光
本
で

1

1

は
、

集
段
が
四
行
か
ら
な
り
、
格
助
詞
「
の
」
が
四
行
目
の
末
に
配
さ
れ
て
い
る
。

1

十
五
右

元
真

さ
き
に

け
り

わ
か
山さ

と
の

か
き
ねに

き
え
ぬ雪と

み
るま
て

卯
のは
な
は

さ
き
に

け
り

わ
か
や
ま

さ
と
の

か
き
ねにき

え
ぬ雪と

見
るま

て

う
のは

な
は

右

元
真

1

3

2

1

3

2

第
四
句

第
五
句

第
三
句

初
句
・
第
二
句
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右

仲
文

「
お
も
ひ
し
る

ひ
と
に
み
せ
ば
や

よ
も
す
が
ら

わ
が
と
こ
な
つ
に

お
き
ゐ
た
る
つ
ゆ
」

16

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

仲
文
の
歌
仙
和
歌
は
二
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
右
側
の
集
段
は
初
句
か
ら
第
三
句
ま
で
、
左
側
の
集
段
は
第
四
句
と
第
五
句
の
本
文
を

16

示
す
。

ま
た
、
集
段
の
間
の
余
白
が
著
し
い
。

十
六
右

仲
文

お
も
ひ
し
る
人
に

み
せ
は
や
夜
も

す
か
ら

わ
か
と
こ
な
つ
に

お
き
ゐ
た
る露

お
も
ひ
し
る
人
に

み
せ
は
や
夜
も

す
か
ら

我
と
こ
な
つ
に

お
き
ゐ
た
る露

右

仲
文

12

1
2

初
句
～
第
三
句

第
四
句
・
第
五
句
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右

忠
見

「
こ
ひ
す
て
ふ

わ
が
な
は
ま
だ
き

た
ち
に
け
り

ひ
と
し
れ
ず
こ
そ

お
も
ひ
そ
め
し
か
」

17

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

忠
見
の
歌
仙
和
歌
は
三
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
集
団
は
紙
面
の
右
上
か
ら
左
上
へ
と
配
列
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

集
段
と

集
段

17

1

2

の
間
の
余
白
が
著
し
い
。

集
段
は
初
句
と
第
二
句
、

集
段
が
第
三
句
と
第
四
句
「
し
れ
ず
」
ま
で
、

集
段
が
第
四
句
後
半
と
第
五
句
の
本
文
を
示
す
。

1

2

3

十
七
右

忠
見

こ
ひ
す
て
ふ

我
な
は
ま
たき

た
ち
に
け
り

人
し
れす

こ
そ
お
も
ひ

そ
め
しか

恋
す
て
ふ

我
名
は
ま
たき

た
ち
に
け
り

人
し
れす

こ
そ
お
も
ひ

そ
め
しか

右

忠
見

12

123

3

第
三
句

第
四
句
前

初
句第

二
句

第
四
句
後

第
五
句
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右

中
務

「
あ
き
か
ぜ
の

ふ
け
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

お
ぎ
の
は
な
ら
ば

を
と
は
し
て
ま
し
」

18

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

右

中
務
の
歌
仙
和
歌
は
六
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

集
段
・

集
段
・

集
段
は
紙
面
の
下
段
、

集
段
・

集
段
・

集
段
は
紙
面
の

18

1

2

3

4

5

6

上
段
に
配
置
さ
れ
る
。
ま
た
、

集
段
が
初
句
、

集
段
が
第
二
句
、

集
段
が
第
三
句
の
本
文
を
示
す
。

集
段
は
第
四
句
前
半
、

集
段
が
第
四
句

1

2

3

4

5

後
半
か
ら
第
五
句
前
半
ま
で
、

集
段
は
第
五
後
半
の
本
文
を
示
す
。

6

異
同
は

集
段
に
あ
る
。
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
で
は
、

集
段
が
二
行
か
ら
な
り
、
二
行
目
が
「
葉
」
一
字
か
ら
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
光
本

4

4

で
は
、

集
段
が
一
行
か
ら
な
り
、
「
葉
」
一
字
が
次
行
に
送
ら
れ
て
い
な
い
。

4
十
七
右

中
務

荻
の

葉

な
ら
はを

と

は
してま

し

あ
き
風
の

ふ
け
に

つ
けて
も

と
は
ぬ

か
な

荻
の
葉

な
ら
はを

と

は
してま

し

秋
か
せ
の

ふ
け
に

つ
けて

も

と
は
ぬ

か
な

右

中
務

1

4

3 2

56

1

4

3 2

56

上
の
句

下
の
句

初
句

第
二
句

第
三
句

第
四
句
前

第
四
句
後

第
五
句
前

第
五
句
後
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ま
ず
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
歌
仙
和
歌
の
書
体
を
三
種
類
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
行
を
い
く
つ
か
の
集
段
に
集
約
し
、
集
段
を
四
方
に
散
布
す
る
書
体
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
行
間
の
幅
に
規
定
が
な
く
、
よ
く
集
段
の
間
に

空
白
が
あ
る
。
概
ね
集
段
は
、
一
行
目
を
高
く
配
置
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
次
行
の
行
頭
を
下
げ
て
い
く
形
態
と
な
り
、
和
歌
本
文
の
区
切
れ
で
構
成
さ
れ

る
。
し
か
し
、
左

業
平
の
歌
仙
和
歌
の
書
体
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
句
の
途
中
で
構
成
さ
れ
る
集
段
も
存
在
す
る
。

4

こ
の
書
体
を
見
せ
る
歌
仙
和
歌
は
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
に
お
い
て
、
左

人
麿
・
左

家
持
・
左

敦
忠
・
右

貫
之
・
右

赤
人
・
右

1

3

8

1

3

頼
基
六
首
以
外
の
三
十
首
で
あ
り
、
両
作
に
共
通
し
て
い
る
。

10
第
二
に
、
左

人
麿
・
左

家
持
・
右

貫
之
・
右

赤
人
・
四
首
の
書
体
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
右
か
ら
左
へ
と
行
を
配
置
し
、
行
間
の
幅
を
固
定
さ

1

3

1

3

せ
、
ま
た
行
の
高
さ
に
大
き
な
変
化
を
付
け
な
い
の
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
書
体
を
見
せ
る
歌
仙
和
歌
も
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
に
共

通
し
て
い
る
。

第
三
に
、
左

敦
忠
と
右

頼
基
の
歌
仙
和
歌
の
書
体
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
行
の
高
さ
を
変
化
さ
せ
る
が
、
行
間
の
幅
に
さ
ほ
ど
の
変
化
を
つ
け
な

8

10

い
書
体
で
あ
る
。
と
り
わ
け
特
徴
的
な
書
体
で
あ
り
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
も
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
に
共
通
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
と
歌
仙
和
歌
の
書
体
す
べ
て
は
、
集
段
と
行
の
位
置
づ
け
・
配
列
が
共
通
し
て
お
り
、
概
ね
同

様
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

異
同
は
、
表

に
ま
と
め
て
お
く

1

表
１
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
書
体
の
異
同

番
号

歌
仙
名

異
同
の
位
置

①

左

人
麿

四
行
目
・
五
行
目

1

②

左

素
性

集
段

5

2
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③

左

兼
輔

集
段

7

1

④

左

兼
輔

集
段

7

2

⑤

左

敦
忠

集
段

8

4

⑥

左

敏
行

集
段

11

2

⑦

左

宗
于

集
段

12

4

⑧

左

是
則

集
段

15

1

⑨

右

小
町

集
段

6

3

⑩

右

重
之

集
段

11

1

⑪

右

信
明

集
段

12

5

⑫

右

順

手
段

13

1

⑬

右

元
真

集
段

15

1
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⑭

右

中
務

集
段

18

4

表

か
ら
、
山
作
氏
が
指
摘
さ
れ
た
「
文
字
を
置
く
位
置
」
に
お
け
る
異
同
は
す
べ
て
集
段
の
中
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

1
次
に
、
こ
の
異
同
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。

第
三
節

異
同
の
性
格

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
書
の
間
に
、
行
を
集
め
た
集
段
の
中
に
文
字
の
位
置
に
お
け
る
異
同
十
四
例
確
認
さ
れ
た
。
十
四
世
紀
中
ご
ろ
に

成
立
し
た
と
さ
れ
る
書
論
書
『
麒
麟
抄
』
に
は
、
散
ら
し
書
き
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
文
字
の
位
置
の
異
同
に
類
似
す
る
記
述
が
あ
る
。

『
麒
麟
抄
』
巻
五
に
は
、
世
尊
寺
流
に
伝
わ
っ
た
散
ら
し
書
き
の
基
本
型
三
つ
紹
介
さ
れ
て
い
る(

)

。
一
番
目
は
「
立
石
」
と
い
い
、
そ
の
実
態
は

5

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
本
文
】

一
歌
ヲ
書
ニ
三
ノ
品
可
有
之
立
石
藤
花
木
立
ト
云
也
先
立
石
者
五
七
ノ
句
ノ
九
字
一
行
七
字
一
行
一
字
一
行
下
ヲ
ヒ
ト
シ
ク
頭
ヲ
不
同
也
次
七
々
ノ

句
ヲ
半
七
字
一
行
六
字
一
行
一
字
一
行
ニ
行
姿
巌
ノ
ソ
ビ
エ
タ
ル
ガ
並
テ
立
タ
ル
樣
ニ
可
書
以
之
立
石
ト
名
付
喩
バ
是
ヲ
四
行
木
立
ト
モ
云

ほ
の

く
と
あ
か
し
の

九

う
ら
の
あ
さ
き
り

七

に

一

島
か
く
れ
ゆ
く

七

ふ
ね
を
し
そ
お
も

六

ふ

一



- 86 -

【
訓
み
下
し
文
】

一
歌
を
書
く
に
、
三
の
品
之
有
る
べ
し
。
「
立
石
」
「
藤
花
」
「
木
立
」
と
云
ふ
な
り
。
先
づ
、「
立
石
」
は
、
五
七
の
句
の
九
字
一
行
、
七
字
一
行
、

一
字
一
行
、
下
を
ひ
と
し
く
、
頭
を
同
じ
か
ら
ず
な
り
。
次
の
七
々
の
句
を
、
半
ば
七
字
一
行
、
六
字
一
行
、
一
字
一
行
に
、
行
の
姿
、
巌
の
そ
び

え
た
る
が
並
び
て
立
ち
た
る
樣
に
書
く
べ
し
。
之
を
以
て
、「
立
石
」
と
名
付
く
。
喩
へ
ば
、
是
を
「
四
行
木
立
」
と
も
云
ふ
。

「
立
石
」
は
、
巌
が
並
ん
で
い
る
姿
に
由
来
す
る
型
で
あ
る
。
行
頭
を
揃
え
ず
、
行
脚
を
揃
え
て
書
く
技
法
は
、
巌
が
地
面
に
立
っ
て
い
る
様
子
を
例
え

た
も
の
で
あ
る
。
三
行
分
と
六
行
分
が
一
字
ず
つ
か
ら
成
立
す
る
こ
と
は
、「
立
石
」
独
特
の
様
相
で
あ
る
。
別
名
は
「
四
行
木
立
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、

「
立
石
」
と
「
木
立
」
の
緊
密
な
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
次
に
「
木
立
」
を
み
て
み
よ
う
。

【
本
文
】

木
立
者
是
ハ
初
之
如
立
石
雖
書
散
字
ノ
数
ハ
各
別
也
仮
者
初
ノ
句
ヲ
バ
七
字
一
行
七
字
一
行
三
字
一
行
次
句
ハ
七
字
一
行
五
字
一
行
二
字
一
行
是
ヲ

バ
三
字
二
字
充
聳
タ
ル
質
ニ
カ
ク
ベ
キ
也

や
を
か
ゆ
く
は
ま

七

の
ま
さ
こ
と
わ
か

七

こ
ひ
は

三

い
つ
れ
ま
さ
れ
る

七

お
き
つ
し
ま

五

も
り

二

【
訓
み
下
し
文
】

「
木
立
」
は
、
是
は
初
の
「
立
石
」
の
如
く
書
き
散
ら
す
と
雖
へ
ど
も
、
字
の
数
は
各
別
な
り
。
仮
へ
ば
、
初
の
句
を
ば
、
七
字
一
行
、
七
字
一
行
、
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三
字
一
行
、
次
の
句
は
七
字
一
行
、
五
字
一
行
、
二
字
一
行
。
是
を
ば
、
三
字
・
二
字
充
ち
聳
へ
た
る
質
に
か
く
べ
き
な
り
。

「
木
立
」
も
、
「
立
石
」
の
よ
う
に
和
歌
を
上
の
句
と
下
の
句
に
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
三
行
に
書
く
型
で
あ
る
。
ま
た
、
行
頭
を
揃
え
な
い
で
書

く
こ
と
も
、
両
方
に
共
通
し
て
い
る
特
徴
で
あ
る
。

「
立
石
」
と
「
木
立
」
の
性
格
の
差
は
、
各
句
末
尾
の
行
の
構
成
に
表
れ
る
。
「
木
立
」
は
、
字
数
に
制
限
が
な
い
た
め
、
上
の
句
末
尾
の
行
を
三
字

に
作
り
、
下
の
句
末
尾
の
行
を
二
字
に
作
る
。
一
方
「
立
石
」
は
、
各
句
末
尾
の
行
を
必
ず
一
字
に
作
り
、
は
た
し
て
そ
れ
は
「
巌
の
そ
び
え
た
る
が
並

び
て
立
ち
た
る
樣
」
と
な
る
様
相
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

右
に
取
り
上
げ
た
「
立
石
」
と
「
木
立
」
そ
れ
ぞ
れ
の
書
体
は
、
ふ
た
つ
の
文
字
集
段
に
構
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光

本
と
の
書
体
に
類
似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
図

は
、
そ
の
類
似
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

1

図1「立石」「木立」と
世尊寺流「草之形」・日光本の書体

二
右

伊
勢

三
輪
の
や
ま

い
か
に

ま
ち
み
む
と
し

ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と

お
も
へ
は

三
輪
の
や
ま

い
か
ヽ

ま
ち
み
む
と
し

ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と

お
も
へ
は

右

伊
勢

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

12

12

ほ
の

と
あ
か
し
の

う
ら
の
あ
さ
き
りに

島
か
く
れ
ゆ
く

ふ
ね
を
し
そ
お
もふ

「
立
石
」

「
木
立
」

1

2

や
を
か
ゆ
く
は
ま

の
ま
さ
こ
と
わ
か

こ
ひ
は

い
つ
れ
ま
さ
れ
る

を
き
つ
し
ま

も
り

12
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さ
ら
に
、

喩
へ
ば
、
是
を
「
四
行
木
立
」
と
も
云
ふ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
集
段
末
尾
の
行
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
立
石
」
を
「
四
行
木
立
」
に
変
形
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
図

は
、「
立
石
」
の

2

変
形
を
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
書
体
に
見
ら
れ
た
集
段
中
の
異
同
に
照
合
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
「
藤
花
」
の
型
を
み
て
お
こ
う
。

ほ
の

と
あ
か
し
の

う
ら
の
あ
さ
き
りに

島
か
く
れ
ゆ
く

ふ
ね
を
し
そ
お
もふ

「
立
石
」

1

2

ほ
の

と
あ
か
し
の

う
ら
の
あ
さ
き
り
に

島
か
く
れ
ゆ
く

ふ
ね
を
し
そ
お
も
ふ

「
四
行
木
立
」

1

2

七
左

中
納
言
兼
輔

み
し
か
夜
の

ふ
け
行
ま
ヽ
に

た
か
さ
こ
の

み
ね
の
ま
つ

か
せ
ふ
くか

と
そき

く

左

中
納
言
兼
輔

み
し
か
夜
の

ふ
け
行
ま
ヽ

高
砂
の

み
ね
の
ま
つ

か
せふ

く
か
と

そき
く

に

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

12

12

図2「立石」の変形と
世尊寺流「草之形」・日光本の書体
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【
本
文
】

藤
花
者
五
七
五
ノ
句
一
行
七
々
ノ
句
一
行
是
ヲ
バ
頭
ヲ
ヒ
ト
シ
ク
下
ヲ
不
同
ニ
朗
詠
ノ
歌
ト
懐
紙
ヲ
モ
如
此
書
ベ
キ
也
［
異
本
ニ
短
冊
ニ
カ
ヤ
ウ
ニ

書
ト
云
々
］

ほ
の

く
と
あ
か
し
の
浦
の
あ
さ
き
り
に

し
ま
か
く
れ
ゆ
く
ふ
ね
を
し
そ
思
ふ

五
行
ニ
カ
ク
藤
花
ノ
樣
ア
リ
是
ハ
沓
冠
等
ノ
歌
ヲ
カ
ク
時
ノ
風
情
也

か
ら
こ
ろ
も

五

き
つ
ヽ
な
れ
に
し

七

つ
ま
し
あ
れ
は

五

は
る
く
き
ぬ
る

七

た
ひ
を
し
そ
お
も
ふ

七

【
訓
み
下
し
文
】

「
藤
花
」
は
、
五
七
五
の
句
一
行
、
七
々
の
句
一
行
。
是
を
ば
、
頭
を
ひ
と
し
く
、
下
を
同
じ
か
ら
ざ
る
に
、
朗
詠
の
歌
と
懐
紙
を
も
此
く
の
如
く

書
く
べ
き
な
り
。
［
異
本
に
「
短
冊
に
か
や
う
に
書
く
」
ト
云
々
］

是
を
「
二
行
木
立
」
と
も
云
ふ

（
中
略
）

五
行
に
か
く
藤
花
の
樣
あ
り
。
是
は
沓
冠
等
の
歌
か
く
時
の
風
情
な
り
。

（
中
略
）

「
藤
花
」
は
、
藤
の
花
が
ぶ
ら
さ
が
る
姿
を
模
型
と
す
る
型
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
脚
を
揃
え
ず
、
行
頭
を
揃
え
て
書
く
の
は
必
然
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
「
五
行
藤
花
」
は
、
「
沓
冠
」
の
歌
、
つ
ま
り
折
句
の
技
巧
を
有
す
る
歌
の
執
筆
に
使
用
す
る
「
藤
花
」
の
独
特
な
変
形
で
あ
る
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
散
ら
し
書
き
は
、
と
り
わ
け
自
由
な
表
現
を
可
能
に
す
る
も
の
の
、
十
四
世
紀
か
ら
「
立
石
」「
藤
花
」「
木
立
」
の
三
つ
の
基
本

型
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
三
つ
の
う
ち
、
「
藤
花
」
は
懐
紙
や
冊
子
本
専
用
の
型
で
あ
っ
た
た
め
、
三
十
六
歌
仙
扁
額
と
は
関

係
が
あ
る
と
想
定
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
、
「
立
石
」
と
「
木
立
」
の
使
用
に
は
制
限
が
な
く
、
扁
額
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
麒
麟
抄
』
巻
五
に
記
さ
れ
て
い
る
用
例
か
ら
、「
立
石
」
と
「
木
立
」
の
基
本
型
は
二
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、「
立

石
」
の
集
段
末
尾
の
行
は
必
ず
一
字
と
な
る
。
「
木
立
」
は
、
集
段
末
尾
の
行
が
数
字
か
ら
。
さ
ら
に
、
『
麒
麟
抄
』
巻
五
の
叙
述
に
よ
れ
ば
、
集
段
末
尾

の
行
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
立
石
」
を
「
木
立
」
に
、
変
形
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
立

石
」
と
「
木
立
」
の
変
形
に
は
、
行
数
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
集
段
に
収
め
ら
れ
る
本
文
、
つ
ま
り
集
段
の
構
成
に
は
変
化
が
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

本
文
が
同
じ
で
あ
る
限
り
、
一
行
や
二
行
の
異
同
が
あ
っ
て
も
集
段
は
同
様
で
あ
り
、
は
た
し
て
書
体
も
全
体
的
に
同
様
で
あ
る
と
見
な
し
え
る
の
で
あ

る
。そ

れ
を
踏
ま
え
る
と
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
書
体
に
見
ら
れ
た
集
段
中
の
異
同
の
原
理
は
、
『
麒
麟
抄
』
巻
五
に
記
さ
れ
て
い
る
「
立

石
」
の
変
形
と
同
格
な
原
理
と
考
え
ら
れ
る(

図

)

。

2

第
四
節

む
す
び

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
歌
仙
和
歌
の
歌
仙
和
歌
は
、
左

人
麿
・
左

家
持
・
右

貫
之
・
右

赤
人
・
右

頼
基
五
首
以
外
、
行
間
の

1

3

1

3

10

幅
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
行
を
い
く
つ
か
の
集
段
に
集
約
し
て
、
そ
の
集
段
を
四
方
に
散
布
す
る
書
体
を
見
せ
る
。
本
章
の
比
較
検
討
で
は
、
集
段
の
構

成
、
及
び
そ
の
位
置
づ
け
と
配
列
に
お
い
て
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
歌
仙
和
歌
の
書
体
が
同
様
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、

特
徴
的
な
書
体
を
見
せ
る
左

人
麿
・
左

家
持
・
右

貫
之
・
右

赤
人
・
右

頼
基
五
首
に
お
い
て
も
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
書
体

1

3

1

3

10

の
類
似
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
、
山
作
氏
が
指
摘
さ
れ
た
「
文
字
の
位
置
」
に
お
け
る
異
同
は
、
『
麒
麟
抄
』
巻
五
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
集
段
中
の
行
の
調
整
に
よ
る
異
同
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
集
段
の
構
成
と
そ
の
位
置
づ
け
・
配
列
が
同
様
で
あ
る
以
上
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
歌
仙
和
歌
の
書
体
に
大
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き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
山
作
氏
が
指
摘
さ
れ
た
「
各
々
の
句
の
配
置
な
ど
、
様
式
面
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
」
現
象
で

あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
集
段
の
位
置
づ
け
と
配
列
を
基
に
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
歌
仙
和
歌
の
書
体
の
類
型
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

第
一
に
は
、
集
段
を
四
方
に
散
布
す
る
三
十
一
首
の
書
体
が
あ
り
、
こ
の
類
型
を
仮
に
「
雁
行
書
き
」
と
名
付
け
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
、
集
段
の
位

置
づ
け
を
基
に
、
雁
行
書
き
の
を
「
縦
長
」
と
「
横
長
」
の
二
種
類
に
分
析
し
た
い
。

縦
長
の
雁
行
書
き
の
特
徴
は
、
紙
面
の
右
上
か
ら
左
下
へ
と
最
も
長
い
集
段
を
配
置
す
る
こ
と
で
あ
る
（
図

）
。
こ
の
集
段
は
、
歌
仙
和
歌
の
書
の

3

中
心
軸
と
な
り
、
他
の
集
段
は
脇
軸
と
し
て
、
そ
の
上
下
に
配
置
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
中
心
軸
の
上
に
配
置
さ
れ
る
脇
軸
は
、
紙
面
の
左
側
を
占
め
る
。

そ
の
一
方
、
中
心
軸
の
下
に
配
置
さ
れ
る
脇
軸
は
、
紙
面
の
右
側
を
占
め
る
。
縦
長
の
雁
行
書
き
に
は
中
心
軸
が
必
要
不
可
欠
な
様
相
で
あ
る
も
の
の
、

片
方
の
脇
軸
が
欠
け
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
縦
長
の
雁
行
書
き
は
三
種
類
あ
る
。
ま
ず
は
、
中
心
軸
の
上
下
に
脇
軸
を
配
置
す
る
も
の

に
は
、
左

業
平
・
右

遍
昭
・
左

素
性
・
右

友
則
・
右

髙
光
・
左

公
忠
・
右

信
明
・
右

順
・
左

兼
盛
・
右

中
務
の
十
首
が
あ
る
。

4

4

5

5

8

9

12

13

18

18

そ
の
類
型
は
図

・

の
と
お
り
で
あ
る
。
次
に
、
上
の
脇
軸
を
欠
い
て
、
下
の
脇
軸
の
み
を
配
置
す
る
も
の
に
は
、
左

猿
丸
・
左

是
則
の
二
首
が

3

1

6

15

あ
る
。
そ
の
類
型
は
図

・

の
と
お
り
で
あ
る
。
最
後
に
、
下
の
脇
軸
を
欠
い
て
、
上
の
脇
軸
の
み
を
配
置
す
る
も
の
に
は
、
右

朝
忠
・
右

忠
岑

3

2

7

9

・
左

敏
行
・
左

宗
于
・
左

清
正
・
右

元
真
の
六
首
が
あ
る
。
そ
の
類
型
は
図

・

の
と
お
り
で
あ
る
。

11

12

13

15

3

3

右

重
之
の
一
首
の
書
体
は
例
外
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
つ
の
集
段
を
上
下
に
重
ね
な
が
ら
、
中
心
軸
の
位
置
が
見
出
し
が
た
く
、
特
殊
な
形
態
を
見

11

せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
大
事
な
の
は
、
特
殊
な
右

重
之
も
含
み
、
縦
長
の
雁
行
書
き
の
十
九
首
は
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
に

11

お
い
て
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。

横
長
の
雁
行
書
き
の
特
徴
は
、
集
段
を
左
右
に
配
列
す
る
こ
と
で
あ
る
（
図

）
。
し
た
が
っ
て
、
左
右
に
並
ぶ
集
段
の
数
に
よ
っ
て
、
横
長
の
雁
行

4

書
き
を
三
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
二
つ
の
集
段
を
横
長
に
列
べ
る
も
の
に
は
、
左

躬
恒
・
右

伊
勢
・
左

兼
輔
・
左

斎
宮
女

2

2

7

10

御
・
左

興
風
・
右

元
輔
・
左

小
大
君
・
右

仲
文
の
八
首
が
あ
る
。
そ
の
類
型
は
図

・

の
と
お
り
で
あ
る
。
次
に
、
三
つ
の
集
段
を
横
長
に

14

14

16

16

4

1

列
べ
る
も
の
に
は
、
右

小
町
・
左

能
宣
・
右

忠
見
の
三
首
が
あ
る
。
そ
の
類
型
は
図

・

の
と
お
り
で
あ
る
。
最
後
に
、
四
つ
の
集
段
を
横
長

6

17

17

4

2

に
列
べ
る
も
の
に
は
左

敦
忠
一
首
が
あ
る
。
そ
の
類
型
は
図

・

の
と
お
り
で
あ
る
。

8

4

3
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図

縦
長
雁
行
書
き
の
書
体

3
図

横
長
雁
行
書
き
の
書
体

4

図3・1

図3・2

図3・3

図4・1

図4・2

図4・3
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第
二
に
は
、
左

人
麿
・
右

貫
之
・
左

家
持
・
右

赤
人
・
右

頼
基
の
五
首
の
書
体
の
類
型
が
あ
る
。
日
光
本
に
お
い
て
こ
の
五
首
は
、
世
尊

1

1

3

3

10

寺
流
「
草
之
形
」
に
見
ら
れ
る
行
数
が
同
等
で
あ
り
、
各
行
の
配
置
、
ま
た
そ
の
頭
と
脚
の
高
低
も
「
草
之
形
」
に
一
致
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
光
本
は
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
す
る
歌
仙
和
歌
の
書
体
を
受
容
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
後
水
尾
天
皇

の
宸
翰
に
記
さ
れ
て
い
る
「
日
光
の
哥
仙
、
哥
の
ち
ら
し
作
者
等
、
先
度
借
用
申
し
候
内
、
世
尊
寺
芳
翰
を
以
て
模
写
せ
し
め
候
」
と
い
う
内
容
は
、
歌

仙
和
歌
の
書
に
お
い
て
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
す
る
も
の
が
日
光
本
の
祖
本
で
あ
る
こ
と
を
指
す
も
の
い
う
こ
と
が
、
従
来
よ
り
も
一
層
鮮
明
と

な
っ
た
。

注（

）
山
作
良
之
「
日
光
東
照
宮
蔵
三
十
六
歌
仙
扁
額
製
作
の
経
緯
」
（
『
大
日
光
』
第
七
十
九
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
日
光
東
照
宮
）

1
（

）
『
久
能
山
叢
書

第
四
編

資
料
編
下
』（
一
九
七
六
年
、
久
能
山
東
照
宮
社
務
所
）

2
（

）
（

）
前
掲
論
文
。

3

1

（

）
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
書
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
保
管
さ
れ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
日
光
本
の
書
は
、
い

4

わ
き
明
星
大
学
教
授
・
田
嶋
一
夫
氏
を
介
し
て
、
日
光
東
照
宮
宝
物
館
・
山
作
良
之
氏
よ
り
い
た
だ
い
た
画
像
に
拠
っ
た
。

（
５
）
早
川
純
三
郎
編
『
日
本
書
画
苑
』
（
一
九
一
四
年
十
月
、
国
書
刊
行
会
）
所
収
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第
三
章

江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
絵

―
装
束
を
中
心
に
―

第
一
節

は
じ
め
に

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
、
最
古
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
二
本
が
奉
納
さ
れ
て
か
ら
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
ま
で
の
二
十
九
年
間
、
各
地
の
東

照
宮
に
奉
納
さ
れ
て
今
日
に
伝
わ
る
三
十
六
歌
仙
扁
額
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（

）
。

1

（
１
）
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

栃
木
・
日
光
東
照
宮
（
以
下
、
「
日
光
本
」
と
略
称
）

（
２
）
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

静
岡
・
久
能
山
東
照
宮
（
以
下
、「
久
能
山
本
」
と
略
称
）

（
３
）
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）

茨
城
・
水
戸
東
照
宮
（
以
下
、
「
水
戸
本
」
と
略
称
）

（
４
）
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）

埼
玉
・
仙
波
東
照
宮
（
以
下
、
「
仙
波
本
」
と
略
称
）

（
５
）
寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）

群
馬
・
世
良
田
東
照
宮
（
以
下
、「
世
良
田
本
」
と
略
称
）

（
６
）
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）

石
川
・
尾
崎
神
社
（
以
下
、「
金
沢
本
」
と
略
称
）

（
７
）
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）

愛
知
・
滝
山
東
照
宮
（
以
下
、
「
滝
山
本
」
と
略
称
）

本
章
で
は
、
装
束
を
基
準
に
、
こ
れ
ら
七
本
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
絵
の
様
式
を
検
討
し
、
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌

仙
絵
の
主
流
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
（

）
。

2

三
十
六
歌
仙
絵
は
、
「
女
歌
仙
絵
」「
僧
侶
歌
仙
絵
」
「
男
歌
仙
絵
」
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

女
歌
仙
絵
五
名
の
装
束
は
す
べ
て
女
房
装
束
で
あ
り
、
僧
侶
歌
仙
絵
二
名
の
装
束
は
僧
衣
で
あ
る
。
一
方
、
男
歌
仙
絵
の
装
束
に
著
し
い
相
違
点
が
見

ら
れ
た
。
以
下
、
こ
れ
ら
男
歌
仙
絵
二
十
九
名
に
注
目
し
、
そ
の
装
束
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
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第
二
節

束
帯
の
男
歌
仙
絵

男
歌
仙
二
十
九
名
の
装
束
は
、
次
の
五
種
類
に
描
き
分
け
ら
れ
る
。

（
１
）
文
官
束
帯

（
２
）
武
官
束
帯

（
３
）
衣
冠

（
４
）
狩
衣

（
５
）
直
衣

（
１
）
文
官
束
帯
・
（
２
）
武
官
束
帯
に
み
ら
れ
る
「
束
帯
」
と
は
、
「
昼
の
装
束
」
と
も
い
い
、
平
安
時
代
以
降
の
有
位
男
性
の
正
装
で
あ
る
。
「
束
帯
」

は
、
衣
服
の
腰
を
帯
で
束
ね
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
衣
服
令
に
規
定
さ
れ
た
朝
服
が
和
様
化
し
た
も
の
で
、
礼
服
の
着
用
が
即
位
儀
に
限
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
実
質
上
の
礼
装
と
も
な
っ
た
。

束
帯
の
構
成
は
、
冠
･
位
袍
･
半
臂
･
下
襲
･
衵
･
単
･
表

袴
･
大
口
･
石
帯
･
魚
袋
･
襪
･
履
･
笏
･
檜
扇
･
帖
紙
で
あ
る
。

は

ん

ぴ

し
た
が
さ
ね

お
も
て
の
は
か
ま

し
と
う
ず

た

と

う

こ
こ
か
ら
は
、
（
１
）
文
官
束
帯
・
（
２
）
武
官
束
帯
の
歌
仙
絵
の
装
束
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
１
）
文
官
束
帯

文
官
束
帯
は
、
垂
纓
の
冠
、
縫
腋
の
袍
を
着
け
、
勅
許
を
得
た
者
は
平
緒
を
結
ん
で
帯
剣
す
る
。
日
光
本
と
久
能
山
本
で
は
、
文
官
束
帯
の
男
歌
仙
は

す

い

え

い

ほ
う
え
き

左

家
持
（
図

）
・
左

兼
輔
（
図

）
・
左

敦
忠
（
図

）
・
左

能
宣
（
図

）
・
右

貫
之
（
図

）
・
右

友
則
（
図

）
・
右

朝
忠
（
図

）

3

1

7

2

8

3

17

4

2

5

5

6

7

7

・
左

公
忠
（
図

）
・
左

是
則
（
図

）
の
九
名
で
あ
る
。

9

8

15

9
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図1-1 日光本

図1-2 久能山本

図1-3 水戸本

図1-4 世良田本

図1-5 仙波本

図1-6 金沢本

図1-7 滝山本

図2-1 日光本

図2-2 久能山本

図2-3 水戸本

図2-4 世良田本

図2-5 仙波本

図2-6 金沢本

図2-7 滝山本
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図3-1 日光本

図3-5 仙波本
図3-2 久能山本

図3-3 水戸本

図3-6 金沢本

図3-7 滝山本

図3-4 世良田本図4-1 日光本

図4-2 久能山本

図4-3 水戸本

図4-4 世良田本

図4-5 仙波本

図4-6 金沢本

図4-7 滝山本
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図5-1 日光本

図5-2 久能山本

図5-4 世良田本

図5-5 仙波本

図5-6 金沢本

図5-7 滝山本

図6-1 日光本

図6-2 久能山本

図6-3 水戸本

図6-4 世良田本

図6-5 仙波本

図6-6 金沢本

図6-7 滝山本

図5-3 水戸本



- 99 -

図7-3 水戸本

図7-1 日光本

図7-2 久能山本

図7-4 世良田本

図7-5 仙波本

図7-6 金沢本

図7-7 滝山本

図8-1 日光本図8-4 世良田本

図8-2 久能山本

図8-3 水戸本

図8-5 仙波本

図8-6 金沢本

図8-7 滝山本
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日
光
本
と
久
能
山
本
を
は
じ
め
、
六
本
で
は
垂
纓
冠
を
か
ぶ
り
、
袍
と
表
袴
を
着
用
し
、
笏
を
右
手
で
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
背
中
か
ら
裾
が
延
び
て

い
る
。
そ
の
一
方
、
仙
波
本
の
み
で
は
、
裾
が
な
く
表
袴
か
ら
指
貫
へ
の
転
換
が
あ
る
上
、
衣
冠
で
描
か
れ
て
い
る
。

日
光
本
と
久
能
山
本
を
は
じ
め
、
六
本
で
は
垂
纓
冠
を
か
ぶ
り
、
袍
と
表
袴
を
着
用
し
、
笏
を
右
手
で
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
背
中
か
ら
裾
が
延
び
て

い
る
。
そ
の
一
方
、
仙
波
本
の
み
で
は
、
裾
が
な
く
表
袴
か
ら
指
貫
へ
の
転
換
が
あ
る
上
、
衣
冠
で
描
か
れ
て
い
る
。

（
２
）
武
官
束
帯

武
官
束
帯
は
、
武
官
は
巻
纓
の
冠
に
緌
を
加
え
、
袍
を
着
け
て
帯
剣
し
、
弓
矢
を
入
れ
た
胡
を
装
備
す
る
。

け

ん

え

い

お
い
か
け

日
光
本
と
久
能
山
本
で
は
、
武
官
束
帯
の
男
歌
仙
は
左

業
平
（
図

）
・
左

敏
行
（
図

）
・
右

髙
光
（
図

）
・
右

忠
岑
（
図

）
の
四
名

4

10

11

11

8

12

9

13

で
あ
る
。
日
光
本
に
よ
っ
て
装
束
を
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

図9-1 日光本

図9-2 久能山本

図9-3 水戸本

図9-4 世良田本

図9-5 仙波本

図9-6 金沢本

図9-7 滝山本
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図10-1 日光本

図10-2 久能山本

図10-3 水戸本

図10-4 世良田本

図10-5 仙波本

図10-6 金沢本

図10-7 滝山本

図11-1 日光本図11-4 世良田本

図11-2 久能山本

図11-3 水戸本

図11-5 仙波本

図11-6 金沢本

図11-7 滝山本
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図12-1 日光本図12-4 世良田本図13-1 日光本図13-4 世良田本

図12-2 久能山本

図12-3 水戸本

図12-5 仙波本

図12-6 金沢本

図12-7 滝山本

図13-2 久能山本

図13-3 水戸本

図13-5 仙波本

図13-6 金沢本

図13-7 滝山本
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第
三
節

衣
冠
の
男
歌
仙
絵

衣
冠
は
、
束
帯
の
略
装
で
、
宿
直
の
際
に
用
い
た
た
め
、
宿
衣
と
も
い
う
。
臨
時
の
行
幸
啓
の
供
奉
の
際
や
私
的
な
行
事
の
際
な
ど
に
着
用
さ
れ
、
宮

中
へ
の
参
内
に
は
、
特
例
を
除
い
て
平
安
時
代
末
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

日
光
本
と
久
能
山
本
で
は
、
衣
冠
の
男
歌
仙
は
左

躬
恒
（
図

）
・
左

宗
于
（
図

）
・
右

頼
基
（
図

）
の
三
名
で
あ
る
。
日
光
本
に
よ
っ
て

2

14

12

15

10

16

装
束
を
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

図14-1 日光本

図14-2 久能山本

図14-3 水戸本

図14-4 世良田本

図14-5 仙波本

図14-6 金沢本

図14-7 滝山本
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図15-1 日光本

図15-2 久能山本

図15-3 水戸本

図15-4 世良田本

図15-5 仙波本

図15-6 金沢本

図15-7 滝山本

図16-1 日光本

図16-2 久能山本

図16-3 水戸本

図16-4 世良田本

図16-5 仙波本

図16-6 金沢本

図16-7 滝山本
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第
四
節

狩
衣
の
男
歌
仙
絵

狩
衣
は
、
公
家
男
子
の
略
装
で
、
狩
猟
に
用
い
る
衣
服
の
意
で
あ
る
。
天
皇
･
東
宮
以
外
は
趣
向
を
凝
ら
し
て
広
く
用
い
た
。
盤
領
・
闕
腋
の
襖
の
一

ま

る

え

り

お

う

種
で
、
狩
襖
と
も
い
い
、
身
幅
が
狭
く
、
袖
に
は
緒
を
つ
け
る
。
烏
帽
子
・
狩
衣
･
衣
・
単
・
指
貫(

狩
袴)

・
下
袴
･
扇
・
帖
紙
･
浅
沓
の
組
合
せ
で
用
い

る
。狩

衣
の
男
歌
仙
は
左

猿
丸
（
図

）・
左

清
正
（
図

）
・
左

興
風
（
図

）・
左

兼
盛
（
図

）
・
右

赤
人
（
図

）
・
右

重
之
（
図

）

6

17

13

18

14

19

18

20

3

21

11

22

・
左

信
明
（
図

）
・
左

順
（
図

）
・
左

元
輔
（
図

）
・
左

元
真
（
図

）・
左

仲
文
（
図

）
・
左

忠
見
（
図

）
の
十
二
名
で
あ
る
。

12

23

13

24

14

25

15

26

16

27

17

28

日
光
本
に
よ
っ
て
装
束
を
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

図17-1 日光本

図17-2 久能山本

図17-3 水戸本

図17-4 世良田本

図17-5 仙波本

図17-6 金沢本

図17-7 滝山本
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図18-1 日光本

図18-2 久能山本

図18-3 水戸本

図18-4 世良田本

図18-5 仙波本

図18-6 金沢本

図18-7 滝山本

図19-1 日光本

図19-2 久能山本

図19-3 水戸本

図19-4 世良田本

図19-5 仙波本

図19-6 金沢本

図19-7 滝山本
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図20-1 日光本

図20-2 久能山本

図20-3 水戸本

図20-4 世良田本

図20-5 仙波本

図20-6 金沢本

図20-7 滝山本

図21-1 日光本

図21-2 久能山本

図21-3 水戸本

図21-4 世良田本

図21-5 仙波本

図21-6 金沢本

図21-7 滝山本
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図22-1 日光本

図22-2 久能山本

図22-3 水戸本

図22-4 世良田本

図22-5 仙波本

図22-6 金沢本

図22-7 滝山本

図23-1 日光本

図23-2 久能山本

図23-3 水戸本

図23-4 世良田本

図23-5 仙波本

図23-6 金沢本

図23-7 滝山本
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図24-1 日光本

図24-2 久能山本

図24-3 水戸本

図24-4 世良田本

図24-5 仙波本

図24-6 金沢本

図24-7 滝山本

図25-1 日光本

図25-2 久能山本

図25-3 水戸本

図25-4 世良田本

図25-5 仙波本

図25-6 金沢本

図25-7 滝山本
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図26-1 日光本

図26-2 久能山本

図26-3 水戸本

図26-4 世良田本

図27-5 仙波本

図26-6 金沢本

図26-7 滝山本

図27-1 日光本図27-4 世良田本

図27-3 水戸本

図27-2 久能山本 図26-5 仙波本

図27-6 金沢本

図27-7 滝山本
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図

壬
生
忠
見
に
は
、
装
束
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。

28
日
光
本
と
久
能
山
本
を
は
じ
め
、
六
本
で
は
烏
帽
子
を
か
ぶ
り
、
狩
衣
と
指
貫
を
着
用
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
世
良
田
本
に
限
っ
て
、
巻
纓
の
冠
を
か

ぶ
り
、
袍
を
着
用
し
弓
矢
を
構
え
る
武
官
束
帯
で
描
か
れ
て
い
る
。

第
五
節

直
衣
の
男
歌
仙
絵

直
衣
は
、
平
安
時
代
以
降
、
天
皇
･
上
皇
以
下
の
上
級
貴
族
･
公
家
が
用
い
た
日
常
着
で
あ
る
。
位
色
に
関
係
し
な
い
た
め
、
位
袍
に
対
し
て
、
雑
袍
と

よ
ば
れ
る
。
本
来
は
私
邸
内
で
の
常
用
着
で
あ
っ
た
が
、
雑
袍
宣
旨
、
す
な
わ
ち
直
衣
勅
許
を
受
け
た
臣
下
は
、
参
内
の
際
に
も
着
用
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
た
。
形
態
的
に
は
盤
領
・
有
襴
・
縫
腋
と
い
う
朝
服
の
袍
に
準
ず
る
も
の
で
、
直
衣
装
束
は
冠
・
直
衣
・
当
帯
・
衣
・
単
･
指
貫
・
下
袴
・
檜
扇
・
浅

沓
で
構
成
さ
れ
る
。
通
常
は
烏
帽
子
を
か
ぶ
る
が
、
参
内
の
際
に
冠
は
文
武
官
と
も
垂
纓
の
冠
を
用
い
た(

冠
直
衣)

。
さ
ら
に
改
ま
っ
た
際
に
は
、
直
衣

図28-5 仙波本

図28-1 日光本

図28-3 水戸本

図28-2 久能山本

図28-6 金沢本

図28-7 滝山本

図28-4 世良田本
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装
束
に
下
襲
を
加
え
た(

直
衣
布
袴)

。

直
衣
の
歌
仙
絵
は
、
左
１
柿
本
人
麿
（
図

）
の
み
で
あ
る
。
烏
帽
子
を
か
ぶ
り
、
直
衣
・
着
袍
・
指
貫
を
着
す
る
。

29

第
六
節

む
す
び

以
上
で
は
、
女
歌
仙
五
名
・
僧
侶
歌
仙
二
名
・
男
歌
仙
二
十
三
名
、
合
計
三
十
名
の
歌
仙
の
装
束
は
、
七
本
と
も
に
同
じ
装
束
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
三
十
六
名
の
う
ち
三
十
名
と
い
う
数
字
は
、
三
十
六
歌
仙
の
約
八
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
故
に
、
装
束
を
基
準
に
、
江
戸
初
期

の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
歌
仙
絵
の
様
式
の
類
似
性
は
、
か
な
り
高
い
。

装
束
の
異
同
を
見
せ
る
歌
仙
絵
は
六
名
で
あ
り
、
そ
の
異
同
は
仙
波
本
と
世
良
田
本
の
二
本
の
み
に
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三

十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
う
ち
、
日
光
本
・
久
能
山
本
・
水
戸
本
・
金
沢
本
・
滝
山
本
の
五
本
は
歌
仙
絵
す
べ
て
の
装
束
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

図29-1 日光本図29-4 世良田本

図29-2 久能山本
図29-5 仙波本

図29-3 水戸本
図29-6 金沢本

図29-7 滝山本
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な
る
。

歌
仙
絵
す
べ
て
の
装
束
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
絵
の
原
型
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
歌
仙
絵
の
原
型
の
性
格
を
明
か
す
に
は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
装
束
に
関
し
て
完
全
に
一
致
す
る
日
光
本
・
久
能
山
本
・

水
戸
本
・
金
沢
本
・
滝
山
本
五
本
の
歌
仙
絵
の
様
式
を
、
仮
に
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
主
流
と
し
て
お
き
た
い
。

装
束
の
異
な
る
歌
仙
絵
が
、
仙
波
本
と
世
良
田
本
に
限
っ
て
、
左

公
忠
・
左

敏
行
・
左

宗
于
・
左

是
則
・
右

頼
基
・
右

忠
見
の
六
名
で

9

11

12

15

10

17

あ
る
。

こ
の
六
名
の
装
束
の
異
同
は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
歌
仙
絵
六
名
の
装
束
を
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙

絵
の
主
流
と
照
合
し
て
、
そ
の
異
同
の
性
格
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
仙
波
本
に
限
る
異
同
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
左

公
忠
・
左

是
則
・
右

頼
基
の
三
名
で
あ
る
。
左

公
忠
（
図

）
・
左

是
則
（
図

）

9

15

10

9

8

15

9

の
二
名
の
装
束
は
衣
冠
で
あ
る
。
右

頼
基
（
図

）
の
装
束
は
文
官
束
帯
で
あ
る
。
東
照
宮
の
主
流
で
は
、
左

公
忠
・
左

是
則
の
二
名
は
文
官
束

10

16

9

15

帯
で
あ
り
、
右

頼
基
は
衣
冠
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仙
波
本
の
装
束
の
異
同
は
、
文
官
束
帯
と
衣
冠
と
の
交
替
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し

10

て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
衣
冠
が
束
帯
の
略
装
で
あ
る
こ
と
で
、
両
方
が
有
位
男
性
の
装
束
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
同
類
の
冠
を
か
ぶ
る
こ
と
も
衣
冠
と

束
帯
の
高
度
で
強
力
な
類
似
性
を
表
し
て
お
り
、
は
た
し
て
、
仙
波
本
の
こ
の
歌
仙
絵
三
名
に
見
ら
れ
た
束
帯
か
ら
衣
冠
へ
の
変
換
は
さ
ほ
ど
大
き
な
問

題
と
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
仙
波
本
の
こ
の
歌
仙
絵
三
名
の
装
束
の
異
同
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
像
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、

東
照
宮
の
主
流
に
近
い
も
の
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
世
良
田
本
に
限
る
異
同
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
右

忠
見
（
図

）
一
名
の
み
で
あ
る
。
東
照
宮
の
主
流
で
狩
衣
の
姿
で
描
か
れ
る
の
に
対
し

17

16

て
、
世
良
田
本
に
は
武
官
束
帯
で
描
か
れ
て
い
る
。
狩
衣
と
文
官
束
帯
と
で
は
、
冠
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
狩
衣
か
ら
束
帯
へ
の
転
換
は
、

歌
仙
と
し
て
描
か
れ
る
と
き
に
、
大
き
な
位
階
の
格
差
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
歌
仙
絵
に
お
い
て
、

世
良
田
本
の
こ
の
右

忠
見
の
装
束
は
最
も
大
き
な
異
同
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
世
良
田
本
の
こ
の
右

忠
見
は
、
東
照
宮
の
主
流
と
は
別
系
の
歌
仙

17

17

絵
の
様
式
が
元
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第
三
に
、
仙
波
本
と
世
良
田
本
に
共
通
す
る
異
同
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
左

敏
行
（
図

）
と
左

宗
于
（
図

）
の
二
名
で
あ
る
。
東
照
宮
の
主
流

11

16

12

16

で
は
、
敏
行
が
武
官
束
帯
で
あ
り
、
宗
于
が
衣
冠
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
仙
波
本
と
世
良
田
本
に
は
、
敏
行
が
衣
冠
と
な
り
、
宗
于
が
武
官
束
帯
と
な
る
。
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こ
の
場
合
も
、
仙
波
本
限
定
の
異
同
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
束
帯
と
衣
冠
と
の
交
替
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
仙
波
本
・
世
良
田
本
の
こ
の
歌
仙

絵
二
名
は
そ
の
装
束
の
異
同
が
さ
ほ
ど
大
き
な
問
題
と
な
ら
ず
、
東
照
宮
の
主
流
に
近
い
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
の
異
同
を
整
理
す
れ
ば
、
仙
波
本
に
限
る
も
の
と
仙
波
本
・
世
良
田
本
に
共
通
す
る
も
の
は
、
本
格
的
な
異
同
で
は
な
く
、
東
照
宮
の
主
流
に
対

す
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
東
照
宮
の
主
流
の
原
型
は
、
三
十
六
名
に
お
い
て
固
定
さ
れ
た
装
束
で
は
な
く
、
あ

る
程
度
の
多
様
性
を
許
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
許
さ
れ
た
範
囲
は
、
位
階
に
お
け
る
歌
仙
絵
の
描
写
を
根
本
的
に
変
え
な

い
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
さ
き
に
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
東
照
宮
の
主
流
の
歌
仙
絵
に
は
、
一
定
の
拘
束
力
が
働
い
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
一
方
、
世
良
田
本
の
右

忠
見
の
描
写
の
意
図
が
根
本
的
に
変
化
し
た
こ
と
は
、
さ
き
に
述
べ
た
世
良
田
本
に
限
る
異
同
で
確
認
し
た
と
お
り
で

17

あ
る
。
こ
れ
は
、
世
良
田
本
に
お
け
る
大
き
な
問
題
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
世
良
田
本
に
は
東
照
宮
の
主
流
と
明
確
に
異
な

る
様
式
の
歌
仙
絵
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
右

忠
見
一
名
の
性
格
は
東
照
宮
の
主
流
の
様
式
か
ら
外
れ
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
調
査
を
進
め
る

17

こ
と
と
し
、
続
稿
を
期
す
る
こ
と
に
す
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
う
ち
、
五
本
は
装
束
を
基
準
に
歌
仙
絵
の
様
式
が
完
全
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
五
本
の
歌
仙
絵
は
同
一
の
原
型
が
基
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
類
似
す
る
こ
の
五
本
の
歌
仙
絵
の
様
式
は
こ
こ
で
東
照
宮
の

主
流
と
考
え
、
そ
の
特
徴
が
男
歌
仙
絵
二
十
九
名
を
五
種
類
の
装
束
で
描
き
分
け
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
性
格
が
近
い
束
帯
と
衣
冠
の
交
替
を
許
す

多
様
性
も
、
東
照
宮
の
歌
仙
絵
の
主
流
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

注（

）
拙
稿
「
江
戸
初
期
の
東
照
宮
と
三
十
六
歌
仙
扁
額
―
日
光
東
照
宮
・
久
能
山
東
照
宮
・
仙
波
東
照
宮
・
滝
山
東
照
宮
に
つ
い
て
」（
『
大
東
文
化
大

1

学
日
本
語
学
科
二
十
周
年
記
念
論
文
集
』
二
〇
一
三
年
一
月
、
大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
）
。
同
じ
「
東
照
宮
扁
額
三
十
六
歌
仙

に
お
け
る
歌
仙
絵
の
類
型
性
―
女
歌
仙
絵
・
僧
侶
歌
仙
絵
を
中
心
に
」
（
『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
研
究
』
第
十
三
号
、
二
〇
一
四
年
六
月
、
東
ア

ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
）
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（

）
日
光
本
の
歌
仙
絵
は
、
い
わ
き
明
星
大
学
教
授
・
田
嶋
一
夫
氏
を
介
し
て
、
日
光
東
照
宮
宝
物
館
・
山
作
良
之
氏
よ
り
い
た
だ
い
た
画
像
に
拠
っ

2

た
。
久
能
山
本
の
歌
仙
絵
は
、
神
戸
女
子
大
学
教
授
・
鈴
鹿
千
代
乃
氏
及
び
清
州
市
日
吉
神
社
・
三
輪
隆
裕
宮
司
を
介
し
て
、
久
能
山
東
照
宮

・
落
合
偉
洲
宮
司
よ
り
い
た
だ
い
た
画
像
に
拠
っ
た
。
水
戸
本
の
歌
仙
絵
は
、
土
浦
市
立
博
物
館
編
『
茨
城
の
歌
仙
絵
―
華
麗
な
る
歌
人
の
姿
』

（
第

回
特
別
展
、
一
九
九
九
年
十
月
、
土
浦
市
立
博
物
館
）
の
画
像
に
拠
っ
た
。
世
良
田
本
の
歌
仙
絵
は
、
世
良
田
東
照
宮
編
『
板
面
著
色

23

「
三
十
六
歌
仙
図
」
修
理
報
告
書
』
（
二
〇
〇
八
年
、
世
良
田
東
照
宮
）
の
画
像
に
拠
っ
た
。
仙
波
本
の
歌
仙
絵
は
、M

O
A

美
術
館
編
『
岩
佐
又

兵
衛
―
歌
仙
絵
』
（
一
九
八
四
年
六
月
、M

O
A

美
術
館
）
の
画
像
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
川
越
市
立
博
物
館
編
『
徳
川
三
代
の
時
代
と
川
越
』（
開
館
十
周

年
特
別
展
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
、
川
越
市
立
博
物
館
）
及
び
折
井
貴
恵
編
『
小
江
戸
川
越
江
戸
絵
画
―
職
人
尽
絵
と
三
十
六
歌
仙
額
』
（
開
館
十

周
年
・
市
制
施
行
九
十
周
年
記
念
特
別
展
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
、
川
越
市
立
美
術
館
）
を
も
参
観
し
た
。
金
沢
本
の
歌
仙
絵
は
、
金
沢
市
立
玉

川
図
書
館
近
世
資
料
館
編
『
加
賀
の
東
照
宮

尾
崎
神
社
展
』
（
二
〇
〇
八
年
十
一
月
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
資
料
館
）
の
画
像
に
拠
っ

た
。
滝
山
本
の
歌
仙
絵
は
、
大
東
文
化
大
学
教
授
・
藏
中
し
の
ぶ
氏
よ
り
い
た
だ
い
た
、
故
・
藏
中
ス
ミ
氏
が
撮
影
さ
れ
た
写
真
に
拠
っ
た
。

ま
た
、
岡
崎
市
立
美
術
博
物
館
編
『
松
平
・
徳
川
氏
の
寺
社
―
岡
崎
に
残
る
遺
産
と
歴
史
』
（
特
別
企
画
展
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
岡
崎
市
立
美

術
博
物
館
）
の
画
像
を
も
参
観
し
た
。
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第
四
章

江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
絵

―
構
図
を
中
心
に
―

第
一
節

は
じ
め
に

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
、
最
古
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
二
本
が
奉
納
さ
れ
て
か
ら
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
ま
で
の
二
十
九
年
間
、
各
地
の
東

照
宮
に
奉
納
さ
れ
て
今
日
に
伝
わ
る
東
照
宮
歌
仙
扁
額
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（

）
。

1

（
１
）
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

栃
木
・
日
光
東
照
宮
（
以
下
、
「
日
光
本
」
と
略
称
）

（
２
）
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

静
岡
・
久
能
山
東
照
宮
（
以
下
、「
久
能
山
本
」
と
略
称
）

（
３
）
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）

茨
城
・
水
戸
東
照
宮
（
以
下
、
「
水
戸
本
」
と
略
称
）

（
４
）
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）

埼
玉
・
仙
波
東
照
宮
（
以
下
、
「
仙
波
本
」
と
略
称
）

（
５
）
寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）

群
馬
・
世
良
田
東
照
宮
（
以
下
、「
世
良
田
本
」
と
略
称
）

（
６
）
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）

石
川
・
尾
崎
神
社
（
以
下
、「
金
沢
本
」
と
略
称
）

（
７
）
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）

愛
知
・
滝
山
東
照
宮
（
以
下
、
「
滝
山
本
」
と
略
称
）

本
章
で
は
、
江
戸
初
期
の
東
照
宮
に
重
要
な
装
飾
品
の
一
つ
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
絵
の
構
図
を
、
人
物
の
身
体
と
顔
の
向
き

を
基
準
に
調
査
し
、
そ
れ
が
定
型
的
な
様
式
を
見
せ
る
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
（

）。

2

見
通
し
と
し
て
、
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
絵
の
構
図
は
、
主
に
同
一
の
様
式
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

そ
の
様
式
は
あ
る
程
度
の
多
様
性
を
許
す
こ
と
を
示
し
た
い
。
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第
二
節

身
体
・
顔
の
向
き
の
重
要
性
と
歌
仙
絵
の
構
図

扁
額
に
い
か
に
歌
仙
絵
を
描
く
べ
き
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
旨
に
つ
い
て
は
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
真
之
形
散
形
』（
以

下
、
世
尊
寺
流
「
真
之
形
」
と
略
称
）
か
ら
知
ら
れ
る(

)

。

3

世
尊
寺
流
「
真
之
形
」
は
、
世
尊
寺
流
の
伝
書
の
集
成
・
書
写
に
努
め
た
森
尹
祥
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
行
之
形
散

形
』
（
以
下
、
世
尊
寺
流
「
行
之
形
」
と
略
称
）
と
『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
』
（
以
下
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
略
称
）
と
と
も
に
、

神
前
に
飾
る
歌
仙
和
歌
の
書
法
を
書
き
留
め
る
も
の
で
あ
る
。

「
真
之
形
」「
行
之
形
」
「
草
之
形
」
と
も
に
、
歌
仙
和
歌
の
書
の
み
な
ら
ず
、
紙
面
の
下
段
に
歌
仙
絵
の
上
部
を
記
す
。

世
尊
寺
流
「
真
之
形
」
の
奥
書
で
は
、
「
真
」「
行
」
「
草
」
三
つ
の
歌
仙
和
歌
の
書
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る(

)

。

4

【
本
文
】

以
這
散
形
為
真
其
故
者
人
丸
貫
之
兼
盛
中
務
共
以
向
合
也
以
其
体
書
者
為
真
以
頭
面
之
向
書
者
為
行
各
従
左
以
順
書
者
為
草
已
下
可
点
見
云
尓

【
訓
み
下
し
文
】

這
の
散
ら
し
形
を
以
て
「
真
」
と
為
す
。

其
の
故
は
、
人
丸
・
貫
之
、
兼
盛
・
中
務
、
共
に
向
き
合
ふ
を
以
て
な
り
。

其
の
体
を
以
て
書
く
は
、「
真
」
と
為
す
。

頭
面
の
向
き
を
以
て
書
く
は
、「
行
」
と
為
す
。

各
、
左
に
従
り
順
を
以
て
書
く
は
、「
草
」
と
為
す
。

已
下
、
点
見
す
べ
し
、
［
云
］
尓
。

【
現
代
語
訳
】

こ
の
散
ら
し
書
き
は
「
真
」
の
形
で
あ
る
。
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そ
の
理
由
は
、
人
丸
と
貫
之
の
一
番
組
か
ら
兼
盛
と
中
務
十
八
番
組
ま
で
の
三
十
六
歌
仙
は
、
二
人
ず
つ
左
右
に
配
置
さ
れ
る
上
で
向
き
合
う
か
ら

で
あ
る
。

そ
の
体
裁
を
基
に
歌
仙
和
歌
の
散
ら
し
書
き
を
書
く
の
は
、「
真
」
の
形
で
あ
る
。

歌
仙
絵
の
頭
面
の
向
き
を
基
に
歌
仙
和
歌
の
散
ら
し
書
き
を
書
く
の
は
、「
行
」
の
形
で
あ
る
。

各
歌
仙
和
歌
の
散
ら
し
書
き
を
、
歌
仙
か
ら
の
視
点
の
左
よ
り
順
調
に
書
く
の
は
「
草
」
の
形
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
下
、
点
見
す
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
奥
書
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
真
之
形
」
「
行
之
形
」「
草
之
形
」
三
つ
の
書
法
に
お
け
る
歌
仙
和
歌
の
方
向
で
あ
る
。
「
真
之
形
」
の
歌
仙
和

歌
の
方
向
を
規
定
す
る
の
は
、
「
共
に
向
き
合
ふ
」
「
其
の
体
」
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
新
藤
協
三
氏
は
次
の
と
お
り
に
解
釈
さ
れ
た(

)

。

5

先
に
、
構
図
に
つ
い
て
は
三
冊
（
引
用
者
注
：
「
真
之
形
」
「
行
之
形
」
「
草
之
形
」
）
と
も
基
本
的
に
一
致
す
る
旨
を
述
べ
た
が
、
三
冊
に
共
通
す
る

歌
仙
絵
姿
は
必
ず
し
も
左
右
歌
人
が
向
き
合
う
図
柄
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
「
人
丸
貫
之
兼
盛
中
務
共
以
向
合
」
―
人
丸
・
貫
之
と
兼

盛
・
中
務
の
二
組
に
の
み
限
定
す
る
意
図
で
は
な
く
、
巻
頭
歌
人
と
巻
末
歌
人
と
を
掲
げ
て
全
体
を
代
表
さ
せ
る
―
は
、
歌
仙
絵
姿
の
図
柄
の
向
き

の
説
明
で
は
な
く
、
書
写
さ
れ
た
和
歌
に
つ
い
て
指
摘
す
る
も
の
と
わ
か
る
。
即
ち
、
〈
真
之
形
〉
の
散
形
は
左
右
歌
人
の
歌
が
向
き
合
う
体
裁
、

左
方
歌
人
は
左
か
ら
右
へ
、
右
方
歌
人
は
右
か
ら
左
へ
と
和
歌
を
書
写
し
て
あ
る
。

世
尊
寺
流
「
行
之
形
」
の
歌
仙
絵
に
関
し
て
記
さ
れ
る
「
頭
面
の
向
き
」
を
再
確
認
す
る
と
、
左

斎
宮
女
御
・
左

小
大
君
・
右

重
之
の
三
名
の

10

16

11

み
の
顔
の
向
き
が
判
然
と
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
他
す
べ
て
の
歌
仙
絵
の
身
体
が
明
瞭
に
左
右
に
向
き
合
う
姿
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
問
題

と
な
る
こ
の
三
名
の
歌
仙
絵
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

斎
宮
女
御(

図

)

は
、
最
古
の
歌
仙
絵
『
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
巻
』
よ
り
特
殊
な
構
図
を
と
る
歌
仙
絵
で
あ
る
。
ま
ず
、
几
帳
の
蔭
で
姿
を
隠
し
て

1

い
る
唯
一
の
歌
仙
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
斎
宮
女
御
が
村
上
天
皇
の
女
御
す
な
わ
ち
皇
室
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
姿
に
関
し
て

は
、
几
帳
か
ら
出
る
顔
の
半
分
し
か
窺
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
頭
面
が
几
帳
の
左
端
か
ら
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
身
体
が
お
お
む
ね
左
の
方
に
向
い
て
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い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

小
大
君(

図

)

は
、
世
尊
寺
流
「
行
之
形
」
の
う
ち
、
斜
め
後
ろ
姿
で
描
か
れ
て
い
る
唯
一
の
歌
仙
絵
で
あ
る
。
斎
宮
女
御
の
よ
う
に
、
小
大
君
も
紙

2

面
の
左
の
方
に
顔
を
振
り
向
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
身
体
も
お
お
む
ね
左
を
向
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

重
之(

図

)
は
、
世
尊
寺
流
「
行
之
形
」
の
う
ち
、
顔
が
正
面
に
向
い
て
い
る
唯
一
の
歌
仙
絵
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
藤
房
本
三
十
六
歌
仙
絵
巻
』
に

3

も
見
ら
れ
る
重
之
の
姿
で
あ
る(

)

。
し
か
し
、
左
手
で
ほ
お
づ
え
を
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
頭
部
を
左
手
に
委
ね
て
い
る
と
言
え
、
そ
れ
故
、
身
体

6

は
右
の
方
に
向
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
世
尊
寺
流
「
行
之
形
」
で
は
、
歌
仙
和
歌
の
発
生
点
と
な
る
基
準
は
、
歌
仙
絵
の
頭
面
の
向
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
山
作
良
之
氏
は
、
そ
の

図1 世尊寺流「行之形」
斎宮女御

図2 世尊寺流「行之形」
小大君

図3 世尊寺流「行之形」
重之
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内
容
を
図

の
と
お
り
に
ま
と
め
ら
れ
た(

)

。

4

7

世
尊
寺
流
「
行
之
形
」
で
は
、
顔
が
左
に
向
い
て
い
る
左
側
歌
仙
の
場
合
、

歌
仙
和
歌
が
左
か
ら
右
へ
と
書
か
れ
る
。
顔
が
右
に
向
い
て
い
る
右
側
歌
仙
の

場
合
、
歌
仙
和
歌
は
右
か
ら
左
へ
と
書
か
れ
る
。
し
か
し
、
左
側
歌
仙
の
う
ち
、

顔
が
左
で
は
な
く
右
に
向
く
よ
う
に
描
か
れ
る
歌
仙
絵
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、

歌
仙
和
歌
は
右
側
歌
仙
と
同
じ
く
、
右
か
ら
左
へ
と
書
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
扁
額
に
描
か
れ
る
歌
仙
絵
の
構
図
に
お
い
て
、
三
つ
の
類
型

の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に
、
身
体
も
顔
も
左
向
き
に
描
か
れ
る
歌
仙
絵
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

す
べ
て
左
側
の
歌
仙
絵
で
あ
る
。
第
二
に
、
身
体
も
顔
も
右
向
き
に
描
か
れ
る

歌
仙
絵
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
右
側
の
歌
仙
絵
で
あ
る
。
第
三
に
、
身

体
と
顔
の
向
き
が
交
差
す
る
歌
仙
絵
で
あ
る
。
第
三
番
の
構
図
の
歌
仙
絵
は
、

世
尊
寺
流
「
行
之
形
」
に
お
い
て
す
べ
て
左
側
に
配
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
右
側
の
歌
仙
絵
が
身
体
も
顔
も
右
向
き
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

左
側
の
歌
仙
絵
は
二
つ
の
構
図
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

世
尊
寺
流
「
行
之
形
」
の
歌
仙
絵
の
構
図
は
、
次
の
と
お
り
に
整
理
で
き
る
。

〈
１
〉
身
体
も
顔
も
左
向
き

：
左

人
麿
・
左

業
平
・
左

素
性
・
左

猿
丸
・
左

兼
輔
・
左

公
忠
・
左

斎
宮
女
御
・
左

敏
行

1

4

5

6

7

9

10

11

左

宗
于
・
左

興
風
・
左

小
大
君
・
左

能
宣
（
十
二
名
）

12

14

16

17

〈
２
〉
身
体
と
顔
の
向
き
が
交
差
：
左

躬
恒
・
左

家
持
・
左

敦
忠
・
左

清
正
・
左

是
則
・
左

兼
盛
（
六
名
）

2

3

8

13

15

18

図4 「真」「行」「草」の歌仙和歌と歌仙絵の向き
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〈
３
〉
身
体
も
顔
も
左
向
き

：
右

貫
之
・
右

伊
勢
・
右

赤
人
・
右

遍
昭
・
右

友
則
・
右

小
町
・
右

朝
忠
・
右

髙
光

1

2

3

4

5

6

7

8

右

忠
岑
・
右

頼
基
・
右

重
之
・
右

信
明
・
右

順
・
右

元
輔
・
右

元
真
・
右

仲
文

9

10

11

12

13

14

15

16

右

忠
見
・
右

中
務
（
十
八
名
）

17

18

以
上
の
こ
と
か
ら
、
問
題
と
な
る
左

斎
宮
女
御
・
左

小
大
君
・
右

重
之
三
名
の
歌
仙
絵
の
向
き
は
、
歌
仙
和
歌
の
方
向
を
規
定
す
る
も
の
と
し

10

16

11

て
、
予
測
ど
お
り
に
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
仙
和
歌
の
方
向
を
基
に
、
特
徴
的
な
描
き
方
を
示
し
な
が
ら
左

斎
宮
女

10

御
と
左

小
大
君
は
左
向
き
で
、
右

重
之
が
右
向
き
の
歌
仙
絵
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

16

11

最
後
に
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
は
歌
仙
和
歌
を
「
従
左
以
順
書
」
く
書
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
新
藤
氏
は
次
の
と
お
り
に
述
べ
ら
れ
た(

)

。

8

〈
草
之
形
〉
は
三
六
首
全
て
「
右
」
か
ら
左
へ
書
写
す
る
の
で
、
「
従
左
」
は
書
面
の
左
で
は
な
く
、
絵
姿
の
歌
人
か
ら
見
て
の
「
左
従
り
」
の
意

か
と
推
測
さ
れ
る
。

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
歌
仙
和
歌
は
全
て
右
か
ら
左
へ
と
書
か
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
書
法
は
歌
仙
絵
の
姿
と
一
切
関
係
が
な
い
。

つ
ま
り
、
世
尊
寺
流
「
行
之
形
」
の
奥
書
で
は
、
神
前
に
奉
納
さ
れ
る
三
十
六
歌
仙
の
歌
仙
絵
の
向
き
の
重
要
さ
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
絵
の
向
き
は
、
扁
額
が
拝
殿
の
壁
に
掲
げ
ら
れ
た
位
置
を
基
に
「
左
」
か
「
右
」
に
意
図
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
歌
仙
絵
も
、
ど
の
様
な
構
図
で
意
図
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
歌
仙
絵
の
構
図
の
類
似
性
を
論
じ
る

に
は
、
世
尊
寺
流
「
行
之
形
」
の
歌
仙
絵
で
は
な
く
、
最
初
に
制
作
さ
れ
た
日
光
本
の
歌
仙
絵
を
基
準
に
用
い
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

第
三
節

日
光
本
に
お
け
る
歌
仙
絵
の
構
図
の
類
型

次
に
、
日
光
本
の
歌
仙
絵
の
向
き
の
分
析
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

身
体
と
顔
の
向
き
を
基
準
に
、
日
光
本
の
歌
仙
絵
は
三
つ
の
構
図
に
意
図
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に
、
身
体
も
顔
も
左
向
き
の
歌
仙
絵
が
あ
る
。
そ
の
姿
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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図13 左12宗于

図5 左1人麿

図6 左4素性

図7 左5業平

図8 左6猿丸

図9 左7兼輔

図10 左9公忠

図11 左10斎宮女御

図12 左11敏行

図14 左14興風

図15 左16小大君

図16 左17能宣
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図

か
ら
図

ま
で
の
図
版
は
、
日
光
本
に
お
い
て
身
体
も
顔
も
左
向
き
に
描
か
れ
る
十
二
名
の
歌
仙
絵
で
あ
る
。
こ
れ
ら
十
二
名
は
、
す
べ
て
拝
殿

5

16

の
左
側
に
配
置
さ
れ
る
歌
仙
絵
で
あ
る
。
こ
の
歌
仙
絵
十
二
名
の
向
き
は
、
世
尊
寺
流
「
行
之
形
」
の
歌
仙
絵
に
も
共
通
し
て
い
る
。

第
二
に
、
身
体
と
顔
の
向
き
が
交
差
す
る
歌
仙
絵
が
あ
る
。
そ
の
姿
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

図

か
ら
図

ま
で
の
図
版
は
、
日
光
本
に
お
い
て
身
体
と
顔
の
向
き
が
交
差
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
六
名
の
歌
仙
絵
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ

17

22

て
、
構
図
が
身
体
を
左
に
向
け
な
が
ら
、
顔
を
右
の
方
に
向
け
る
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
拝
殿
の
左
側
に
配
さ
れ
て
い
る
歌

仙
絵
で
あ
る
。
こ
の
歌
仙
絵
六
名
の
向
き
も
、
世
尊
寺
流
「
行
之
形
」
の
歌
仙
絵
に
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
左
側
の
歌
仙
絵
に
お
い
て
は
、
世

尊
寺
流
「
行
之
形
」
と
日
光
本
は
構
図
が
同
格
な
様
式
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

第
三
に
、
身
体
も
顔
も
右
向
き
の
歌
仙
絵
が
あ
る
。
そ
の
姿
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

図20 左14清正

図22 左18兼盛

図18 左3家持

図17 左2躬恒

図21 左15是則

図19 左8敦忠
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図23 右1貫之

図24 右2伊勢

図25 右3赤人

図26 右4遍昭

図27 右5友則

図28 右6小町

図29 右7朝忠

図30 右8髙光

図31 右9忠岑

図32 右10頼基

図33 右11重之

図34 右12信明

図35 右13順

図36 右14元輔

図37 右15元真

図38 右16仲文

図39 右17忠見

図40 右18中務
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図

か
ら
図

ま
で
の
図
版
は
、
日
光
本
に
お
い
て
身
体
も
顔
も
右
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
十
八
名
の
歌
仙
絵
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
拝
殿
の

23

40

右
側
に
配
置
さ
れ
る
歌
仙
絵
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
身
体
と
顔
の
向
き
を
基
準
に
、
日
光
本
の
歌
仙
絵
を
次
の
類
型
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
１
〉
身
体
も
顔
も
左
向
き

：
左

人
麿
・
左

業
平
・
左

素
性
・
左

猿
丸
・
左

兼
輔
・
左

公
忠
・
左

斎
宮
女
御
・
左

敏
行

1

4

5

6

7

9

10

11

左

宗
于
・
左

興
風
・
左

小
大
君
・
左

能
宣
（
十
二
名
）

12

14

16

17

〈
２
）
身
体
と
顔
の
向
き
が
交
差
：
左

躬
恒
・
左

家
持
・
左

敦
忠
・
左

清
正
・
左

是
則
・
左

兼
盛
（
六
名
）

2

3

8

13

15

18

〈
３
〉
身
体
も
顔
も
右
向
き

：
右

貫
之
・
右

伊
勢
・
右

赤
人
・
右

遍
昭
・
右

友
則
・
右

小
町
・
右

朝
忠
・
右

髙
光

1

2

3

4

5

6

7

8

右

忠
岑
・
右

頼
基
・
右

重
之
・
右

信
明
・
右

順
・
右

元
輔
・
右

元
真
・
右

仲
文

9

10

11

12

13

14

15

16

右

忠
見
・
右

中
務
（
十
八
名
）

17

18

以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
光
本
の
歌
仙
絵
は
身
体
と
顔
の
向
き
を
基
に
三
つ
の
類
型
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
こ
の
三
十
六
歌
仙
絵

の
構
図
の
設
定
は
、
世
尊
寺
流
「
行
之
形
」
に
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
光
本
の
歌
仙
絵
が
奉
納
さ
れ
る
三
十
六
歌
仙
扁
額
と
し
て
意
図
さ
れ
た

こ
と
も
推
定
さ
れ
る
。
日
光
本
以
降
に
制
作
さ
れ
た
他
の
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
六
本
の
歌
仙
絵
の
多
く
は
、
そ
の
構
図
が
日
光
本
に
見

ら
れ
る
〈
１
〉〈
２
〉
〈
３
〉
類
型
に
類
似
す
る
。
次
節
で
は
、
各
種
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
に
お
け
る
歌
仙
絵
の
構
図
の
異
同
を
考
察
し
た
い
。

第
四
節

水
戸
本
の
異
同

本
節
で
は
、
水
戸
本
に
限
定
す
る
歌
仙
絵
の
構
図
の
異
同
を
調
査
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
左

斎
宮
女
御
（
図

）
と
左

小
大
君
（
図

）
に
あ
た
る

10

41

16

42

も
の
で
あ
る
。
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図42-7 水戸本

図42-1 日光本

図42-2 久能山本

図42-3 世良田本

図42-5 金沢本

図42-4 仙波本

図42-6 滝山本

図41-1 日光本

図41-2 久能山本

図41-7 水戸本

図41-4 仙波本

図41-5 金沢本

図41-6 滝山本

図41-3 世良田本
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水
戸
本
の
異
同
は
、
左

斎
宮
女
御
・
左

小
大
君
・
右

中
務
の
三
名
に
当
た
る
も
の
と
し
て
、
す
べ
て
女
歌
仙
絵
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
左

10

16

18

斎
宮
女
御
と
左

小
大
君
は
、
顔
・
身
体
の
向
き
が
左
で
あ
る
〈
１
〉
類
型
か
ら
、
顔
と
身
体
の
向
き
が
交
差
す
る
〈
２
〉
類
型
へ
と
変
容
し
た
。

10

16

第
五
節

仙
波
本
の
異
同

本
節
で
は
、
仙
波
本
に
限
定
す
る
歌
仙
絵
の
構
図
の
異
同
を
調
査
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
右

友
則
（
図

）・
左

兼
輔
（
図

）
・
右

朝
忠
（
図

）

5

43

7

44

7

45

・
左

敏
行
（
図

）・
右

元
輔
（
図

）
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。

11

46

14

47

図43-1 日光本

図43-2 久能山本

図43-3 水戸本

図43-4 世良田本

図43-7 仙波本

図43-5 金沢本

図44-6 滝山本
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図44-1 日光本

図44-2 久能山本

図44-3 水戸本

図44-4 世良田本

図44-7 仙波本

図44-5 金沢本

図44-6 滝山本

図45-1 日光本

図45-2 久能山本

図45-3 水戸本

図45-4 世良田本

図45-7 仙波本

図45-5 金沢本

図45-6 滝山本
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図46-1 日光本

図46-4 世良田本

図46-2 久能山本

図46-3 水戸本

図46-7 仙波本

図46-5 金沢本

図46-6 滝山本

図47-1 日光本

図47-2 久能山本

図47-3 水戸本

図47-4 世良田本

図47-7 仙波本

図47-5 金沢本

図47-6 滝山本
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仙
波
本
の
異
同
は
、
も
っ
と
も
数
が
多
い
。
左
側
の
歌
仙
絵
に
お
け
る
異
同
は
左

躬
恒
・
左

家
持
・
左

兼
輔
・
左

敦
忠
・
左

敏
行
・
左

2

13

7

8

11

13

清
正
・
左

兼
盛
、
す
べ
て
男
歌
仙
絵
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
左

躬
恒
・
左

家
持
・
左

清
正
・
左

兼
盛
の
四
名
に
は
、〈
２
〉
類
型
か
ら
〈
１
〉

18

2

13

13

18

類
型
へ
の
変
換
が
確
認
さ
れ
た
。
左

兼
輔
・
左

敦
忠
・
左

敏
行
の
三
名
に
は
、
〈
１
〉
類
型
か
ら
〈
２
〉
類
型
へ
の
変
換
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の

7

8

11

よ
う
な
異
同
は
、
同
一
の
様
式
が
許
す
多
様
性
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
、
左
側
の
男
歌
仙
絵
の
顔
の
向
き
を
反
転
さ
せ
る
意
図
の
基
に
生
じ
た

異
同
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
右
側
の
歌
仙
絵
に
お
け
る
異
同
は
右

友
則
・
右

朝
忠
・
右

元
輔
・
右

中
務
の
四
名
に
当
た
る
も
の
で
あ

5

7

14

18

る
。
こ
の
異
同
の
す
べ
て
は
、
他
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
に
見
ら
れ
な
い
顔
の
向
き
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
も
、
顔

の
向
き
を
反
転
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
仙
波
本
は
、
数
多
く
の
歌
仙
絵
の
顔
の
向
き
を
反
転
さ

せ
る
こ
と
で
珍
し
さ
を
狙
う
特
殊
的
な
三
十
六
歌
仙
扁
額
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
六
節

素
性
と
中
務
に
お
け
る
異
同

最
後
に
、
左

素
性
（
図

）
と
右

中
務
（
図

）
に
お
け
る
構
図
の
異
同
を
調
査
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
本
に
限
る
異
同
で
は
な
い
。

5

48

18

49

図48-1 日光本
図48-6 久能山本

図48-7 水戸本

図48-2 世良田本

図48-3 仙波本

図48-4 金沢本

図48-5 滝山本
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日
光
本
で
は
、
素
性
は
身
体
も
顔
も
左
向
き
の
〈
１
〉
類
型
の
構
図
に
描
か
れ
て
い
る
。
同
一
の
構
図
と
な
っ
て
い
る
の
は
世
良
田
本
・
仙
波
本
・
金

沢
本
・
滝
山
本
の
四
本
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
久
能
山
本
と
水
戸
本
で
は
、
素
性
の
身
体
が
左
向
き
で
顔
が
右
向
き
の
〈
２
〉
類
型
の
構
図
に
描
か
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

日
光
本
で
は
、
中
務
は
身
体
も
顔
も
右
向
き
の
〈
３
〉
類
型
の
構
図
に
描
か
れ
て
い
る
。
金
沢
本
と
滝
山
本
は
、
同
一
の
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
久
能

山
本
と
世
良
田
本
で
は
、
斜
め
後
ろ
姿
だ
が
、
頭
部
の
動
き
か
ら
身
体
も
顔
も
右
向
き
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
た
め
、
久
能
山
本
・
滝
山
本
の
中
務
は
〈
３
〉

類
型
の
構
図
に
描
か
れ
た
こ
と
が
分
か
る(

)

。
そ
の
一
方
、
水
戸
本
と
仙
波
本
で
は
、
顔
は
左
向
き
に
な
る
。

9

図49-1 日光本

図49-2 久能山本

図41-6 水戸本

図49-3 世良田本

図49-4 金沢本

図49-5 滝山本

図41-7 仙波本
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第
七
節

む
す
び

江
戸
初
期
の
東
照
宮
に
お
い
て
、
三
十
六
歌
仙
扁
額
は
拝
殿
の
重
要
な
装
飾
品
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
。
最
古
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
日
光
本
の

歌
仙
絵
に
着
目
し
、
身
体
と
顔
の
向
き
を
基
準
に
調
査
し
た
結
果
、
三
類
型
の
構
図
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、
後
に
制
作

さ
れ
た
各
種
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
絵
の
構
図
を
調
査
し
た
結
果
、
次
の
二
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
一
に
、
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
に
わ
た
っ
て
多
く
の
歌
仙
絵
は
、
日
光
本
に
見
ら
れ
た
三
類
型
に
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

装
束
の
色
彩
や
文
様
を
は
じ
め
、
顔
の
様
子
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
描
き
方
を
み
せ
る
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
絵
は
、
身
体
と
顔
の
向
き
が
三
類
型

に
定
型
化
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
各
地
の
東
照
宮
の
拝
殿
に
奉
納
す
る
も
の
と
し
て
、
歌
仙
絵
の
構
図
を
統
一
す
る
一
定
の
意
図
が
働
い
た
こ
と
に
因
る

の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
光
本
・
久
能
山
本
・
世
良
田
本
・
金
沢
本
・
滝
山
本
五
本
に
見
ら
れ
る
歌
仙
絵
の
構
図
三
類
型
が
、
江
戸
初
期
の
東

照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
主
流
で
あ
る
と
し
て
お
き
た
い
。

第
二
に
、
構
図
の
異
同
は
二
種
類
あ
る
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
左

素
性
の
構
図
は
、
東
照
宮
の
主
流
三
類
型
の
中
で
入
れ
替
わ
る
異
同
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
異
同
は
、
〈
１
〉
と
〈
２
〉
類
型
二
種
類
を

5

許
す
左
側
の
歌
仙
絵
に
限
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
異
同
を
見
せ
る
歌
仙
絵
は
、
別
系
の
も
の
で
は
な
く
、
東
照
宮
の
主
流
に
あ
た
っ
て

許
さ
れ
た
多
様
性
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
。

次
に
、
東
照
宮
の
主
流
三
類
型
に
含
ま
れ
な
い
構
図
を
見
せ
る
異
同
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
水
戸
本
と
仙
波
本
の
み
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
右
側
の
歌
仙
絵
に
限
定
さ
れ
る
。
東
照
宮
の
主
流
で
は
、
右
側
の
歌
仙
絵
の
す
べ
て
が
〈
３
〉
類
型
と
な
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
異
同
を
見
せ
る

水
戸
本
と
仙
波
本
の
歌
仙
絵
は
別
系
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
。

東
照
宮
の
主
流
よ
り
別
系
の
構
図
を
見
せ
る
歌
仙
絵
を
整
理
す
れ
ば
、
水
戸
本
と
仙
波
本
の
特
異
性
に
つ
い
て
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

水
戸
本
の
異
同
は
、
左

斎
宮
女
御
・
左

小
大
君
・
右

中
務
の
三
名
に
当
た
る
も
と
と
し
て
、
す
べ
て
女
歌
仙
絵
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

10

16

18

左

斎
宮
女
御
と
左

小
大
君
は
〈
１
〉
類
型
か
ら
〈
２
〉
類
型
へ
と
変
容
し
、
右

中
務
は
東
照
宮
系
統
に
見
ら
れ
な
い
左
向
き
の
顔
を
示
し
て
い
る
。

10

16

18

こ
れ
に
よ
っ
て
、
女
歌
仙
絵
の
構
図
に
多
様
性
を
求
め
る
水
戸
本
の
特
異
な
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

仙
波
本
の
異
同
は
、
も
っ
と
も
数
が
多
い
。
左
側
の
歌
仙
絵
に
お
け
る
異
同
は
左

躬
恒
・
左

家
持
・
左

兼
輔
・
左

敦
忠
・
左

敏
行
・
左

2

13

7

8

11

13
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清
正
・
左

兼
盛
、
す
べ
て
男
歌
仙
絵
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
左

躬
恒
・
左

家
持
・
左

清
正
・
左

兼
盛
の
四
名
に
は
、〈
２
〉
類
型
か
ら
〈
１
〉

18

2

13

13

18

類
型
へ
の
変
換
が
確
認
さ
れ
た
。
左

兼
輔
・
左

敦
忠
・
左

敏
行
の
三
名
に
は
、
〈
１
〉
類
型
か
ら
〈
２
〉
類
型
へ
の
変
換
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の

7

8

11

よ
う
な
異
同
は
、
東
照
宮
の
主
流
が
許
す
多
様
性
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
、
左
側
の
男
歌
仙
絵
の
顔
の
向
き
を
反
転
さ
せ
る
意
図
の
基
に
生
じ

た
異
同
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
右
側
の
歌
仙
絵
に
お
け
る
異
同
は
右

友
則
・
右

朝
忠
・
右

元
輔
・
右

中
務
の
四
名
に
当
た
る
も
の
で

5

7

14

18

あ
る
。
こ
の
異
同
の
す
べ
て
は
、
東
照
宮
の
主
流
に
見
ら
れ
な
い
顔
の
向
き
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
も
、
顔
の
向
き
を
反

転
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
仙
波
本
は
、
東
照
宮
の
主
流
に
あ
た
っ
て
許
さ
れ
た
左
側
歌
仙
絵
の

構
図
の
多
様
性
を
右
側
歌
仙
絵
ま
で
に
も
応
用
し
、
数
多
く
の
歌
仙
絵
の
顔
の
向
き
を
反
転
さ
せ
る
こ
と
で
珍
し
さ
を
狙
う
特
殊
的
な
三
十
六
歌
仙
扁
額

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
章
で
協
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
身
体
と
顔
の
向
き
を
基
準
に
す
れ
ば
、
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
絵
の

構
図
に
は
、
主
流
と
な
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
三
章
で
も
確
認
さ
れ
た
主
流
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
構
図
の
主
流
は
、
主
流
で

あ
り
な
が
ら
も
、
第
三
章
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
多
様
性
を
許
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

注（

）
拙
稿
「
江
戸
初
期
の
東
照
宮
と
三
十
六
歌
仙
扁
額
―
日
光
東
照
宮
・
久
能
山
東
照
宮
・
仙
波
東
照
宮
・
滝
山
東
照
宮
に
つ
い
て
」（
『
大
東
文
化
大

1

学
日
本
語
学
科
二
十
周
年
記
念
論
文
集
』
二
〇
一
三
年
一
月
、
大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
）
。
同
じ
「
東
照
宮
扁
額
三
十
六
歌
仙

に
お
け
る
歌
仙
絵
の
類
型
性
―
女
歌
仙
絵
・
僧
侶
歌
仙
絵
を
中
心
に
」
（
『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
研
究
』
第
十
三
号
、
二
〇
一
四
年
六
月
、
東
ア

ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
）

（

）
日
光
本
の
歌
仙
絵
は
、
い
わ
き
明
星
大
学
教
授
・
田
嶋
一
夫
氏
を
介
し
て
、
日
光
東
照
宮
宝
物
館
・
山
作
良
之
氏
よ
り
い
た
だ
い
た
画
像
に
拠
っ

2

た
。
久
能
山
本
の
歌
仙
絵
は
、
神
戸
女
子
大
学
教
授
・
鈴
鹿
千
代
乃
氏
及
び
清
州
市
日
吉
神
社
・
三
輪
隆
裕
宮
司
を
介
し
て
、
久
能
山
東
照
宮

・
落
合
偉
洲
宮
司
よ
り
い
た
だ
い
た
画
像
に
拠
っ
た
。
水
戸
本
の
歌
仙
絵
は
、
土
浦
市
立
博
物
館
編
『
茨
城
の
歌
仙
絵
―
華
麗
な
る
歌
人
の
姿
』

（
第

回
特
別
展
、
一
九
九
九
年
十
月
、
土
浦
市
立
博
物
館
）
の
画
像
に
拠
っ
た
。
世
良
田
本
の
歌
仙
絵
は
、
世
良
田
東
照
宮
編
『
板
面
著
色

23
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「
三
十
六
歌
仙
図
」
修
理
報
告
書
』
（
二
〇
〇
八
年
、
世
良
田
東
照
宮
）
の
画
像
に
拠
っ
た
。
仙
波
本
の
歌
仙
絵
は
、M

O
A

美
術
館
編
『
岩
佐
又

兵
衛
―
歌
仙
絵
』
（
一
九
八
四
年
六
月
、M

O
A

美
術
館
）
の
画
像
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
川
越
市
立
博
物
館
編
『
徳
川
三
代
の
時
代
と
川
越
』（
開
館
十
周

年
特
別
展
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
、
川
越
市
立
博
物
館
）
及
び
折
井
貴
恵
編
『
小
江
戸
川
越
江
戸
絵
画
―
職
人
尽
絵
と
三
十
六
歌
仙
額
』
（
開
館
十

周
年
・
市
制
施
行
九
十
周
年
記
念
特
別
展
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
、
川
越
市
立
美
術
館
）
を
も
参
観
し
た
。
金
沢
本
の
歌
仙
絵
は
、
金
沢
市
立
玉

川
図
書
館
近
世
資
料
館
編
『
加
賀
の
東
照
宮

尾
崎
神
社
展
』
（
二
〇
〇
八
年
十
一
月
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
資
料
館
）
の
画
像
に
拠
っ

た
。
滝
山
本
の
歌
仙
絵
は
、
大
東
文
化
大
学
教
授
・
藏
中
し
の
ぶ
氏
よ
り
い
た
だ
い
た
、
故
・
藏
中
ス
ミ
氏
が
撮
影
さ
れ
た
写
真
に
拠
っ
た
。

ま
た
、
岡
崎
市
立
美
術
博
物
館
編
『
松
平
・
徳
川
氏
の
寺
社
―
岡
崎
に
残
る
遺
産
と
歴
史
』
（
特
別
企
画
展
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
岡
崎
市
立
美

術
博
物
館
）
の
画
像
を
も
参
観
し
た
。

（

）
世
尊
寺
流
「
行
之
形
」
の
歌
仙
絵
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
保
管
さ
れ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

3
（

）
新
藤
協
三
「
『
三
十
六
人
歌
合
』
と
入
木
道
」
（
『
三
十
六
歌
仙
叢
考
』
二
〇
〇
四
年
五
月
、
新
典
社
）

4
（

）
（

）
前
掲
論
文
。

5

4

（

）
寺
島
恒
世
「
変
容
す
る
三
十
六
歌
仙
絵
―
藤
房
本
の
特
異
性
」
（
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
絵
が
物
語
る
日
本
』
二
〇
一
四

6

年
三
月
、
三
弥
井
書
店
）

（

）
山
作
良
之
「
日
光
東
照
宮
蔵
三
十
六
歌
仙
扁
額
製
作
の
経
緯
」
（
『
大
日
光
』
第
七
十
九
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
日
光
東
照
宮
）

7
（

）
（

）
前
掲
論
文
。

8

4

（

）
中
務
一
面
が
と
り
わ
け
剥
落
が
激
し
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
世
良
田
東
照
宮
編
『
板
面
著
色
「
三
十
六
歌
仙
図
」
修
理
報
告
書
』（
二
〇
〇
八
年
、

9

世
良
田
東
照
宮
）
に
掲
載
さ
れ
る
復
元
模
写
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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第
五
章

世
良
田
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
伝
来

―
日
光
東
照
宮
移
管
説
の
批
判
―

第
一
節

は
じ
め
に

世
良
田
東
照
宮
は
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）
、
徳
川
家
の
発
祥
の
地
と
い
う
伝
承
を
も
つ
群
馬
・
世
良
田
に
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
発
願
に
よ
り

造
営
さ
れ
た
。
そ
の
拝
殿
は
、
日
光
東
照
宮
の
大
造
替
に
際
し
て
、
日
光
か
ら
移
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
三
十

六
歌
仙
扁
額
（
以
下
、
世
良
田
本
）
が
伝
来
し
て
い
る
。
歌
仙
を
一
人
ず
つ
扁
額
一
面
に
描
き
、
合
計
三
十
六
面
す
べ
て
が
現
存
し
て
い
る
。
寸
法
は
縱

四
十
九
・
四
㌢
、
横
三
十
三
・
五
㌢
で
あ
る
。
歌
仙
絵
は
、
狩
野
探
幽
の
弟
、
狩
野
源
四
郎
を
は
じ
め
、
狩
野
休
白
と
狩
野
元
俊
三
人
の
合
作
で
あ
る(

)

。

1

世
良
田
本
の
伝
来
に
つ
い
て
、
『
東
照
宮
宝
物
志
』
に
次
の
記
述
が
あ
る(

)

。

2

事
は
当
宮
創
建
当
時
に
近
き
寛
永
年
間
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
爰
に
併
記
致
し
ま
す
事
は
如
何
と
も
思
は
れ
ま
す
が
、
一
度
は
当
宮
に
納
め
ら
れ
、
又

当
宮
で
御
使
用
に
成
っ
た
御
品
の
事
で
あ
る
の
に
、
従
来
殆
ん
ど
忘
れ
ら
れ
た
傾
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
一
言
そ
の
顛
末
を
記
し
て
、
事
の
由
来
を
明

ら
か
に
し
て
置
き
ま
す
。
群
馬
県
新
田
郡
世
良
田
村
鎮
座
の
東
照
宮
は
、
彼
地
の
所
伝
に
依
れ
ば
、
寛
永
二
十
一
年
十
月
十
一
日
、
当
宮
御
造
替
以

前
の
御
宮
即
ち
元
和
造
営
の
建
造
物
を
移
し
建
て
ら
れ
た
も
の
と
言
は
れ
て
居
り
、
又
此
事
は
彼
地
の
旧
記
並
に
当
山
の
古
記
上
に
も
見
え
て
居
り

ま
す
。
而
し
て
此
時
奥
宮
に
奉
安
し
て
あ
っ
た
、
東
照
公
の
御
神
像
を
遷
座
し
、
且
つ
公
が
御
著
初
の
御
甲
冑
を
始
め
神
宝
・
神
饌
具
等
を
御
移
し

た
と
云
は
れ
、
現
に
右
の
御
甲
冑
・
三
十
六
歌
仙
扁
額
・
東
照
大
権
現
勅
額
・
高
坏
・
瓶
子
以
下
三
十
五
点
の
神
饌
具
等
を
伝
え
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

殊
に
同
宮
所
伝
の
国
宝
了
戒
作
の
御
太
刀
は
、
後
水
尾
上
皇
御
寄
進
と
申
し
伝
え
ら
れ
る
品
で
、
そ
の
御
拵
の
上
か
ら
察
し
て
、
正
に
左
様
の
品
と

拝
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
或
は
こ
の
御
太
刀
は
寛
永
十
三
年
第
二
十
一
回
神
忌
に
同
院
か
ら
当
宮
に
御
寄
進
に
な
っ
た
品
が
移
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
、
由
緒
深
い
御
品
で
あ
り
ま
す
。
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右
の
説
に
よ
れ
ば
世
良
田
本
は
、
拝
殿
の
移
築
の
際
に
、
日
光
か
ら
世
良
田
へ
移
管
さ
れ
て
、
今
日
に
伝
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
移
管
と
は
、
日
光
東

照
宮
か
ら
世
良
田
東
照
宮
に
渡
り
、
世
良
田
東
照
宮
の
奉
納
品
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

世
良
田
に
移
築
さ
れ
た
社
殿
は
、
寛
永
年
間
の
大
造
替
ま
で
日
光
東
照
宮
に
あ
っ
た
奥
社
で
あ
る
。
そ
の
奥
社
は
日
光
東
照
宮
造
営
時
の
建
築
物
で
あ

り
、
二
代
将
軍
徳
川
秀
元
の
寄
進
し
た
三
十
六
歌
仙
扁
額
が
忠
奉
納
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
和
歌
は
後
水
尾
天
皇
の
宸
翰
で
あ
り
、

絵
師
が
狩
野
孝
信
、
ま
た
制
作
年
間
が
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
と
さ
れ
る(
)

。

3

現
在
、
世
良
田
東
照
宮
に
伝
来
す
る
三
十
六
歌
仙
扁
額
は
、
は
た
し
て
元
和
三
年
に
日
光
東
照
宮
の
奥
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
秀
忠
ゆ
か
り
の
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
世
良
田
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
と
書
の
形
態
、
お
よ
び
歌
仙
絵
の
絵
姿
を
調
査
し
、
『
東
照
宮
宝
物
志
』
に
見
ら
れ
る
日
光
東
照
宮
移
管
説

の
真
偽
を
検
討
す
る
。

第
二
節

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」・
日
光
本
と
世
良
田
本
の
歌
仙
和
歌
本
文

も
し
世
良
田
本
が
日
光
東
照
宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
歌
仙
和
歌
は
後
水
尾
天
皇
の
宸
翰
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

元
和
三
年
、
後
水
尾
天
皇
が
秀
忠
か
ら
日
光
東
照
宮
の
た
め
の
神
号
と
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
染
筆
の
依
頼
を
受
け
た
。
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
染
筆
の
際

に
、
後
水
尾
天
皇
は
当
時
曼
殊
院
門
跡
を
務
め
て
い
た
良
恕
法
親
王
に
相
談
し
た
上
で
、
世
尊
寺
流
に
伝
わ
る
何
某
の
方
式
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
旨
は
、
良
恕
法
親
王
宛
て
の
後
水
尾
天
皇
の
宸
翰
か
ら
窺
え
る(

)

。

4

日
光
の
哥
仙
、
哥
の
ち
ら
し
作
者
等
、
先
度
借
用
申
し
候
内
、
世
尊
寺
芳
翰
を
以
て
模
写
せ
し
め
候
。

現
在
、
日
光
東
照
宮
に
は
、
後
水
尾
天
皇
宸
翰
の
伝
承
を
も
つ
三
十
六
歌
仙
扁
額
（
以
下
、
日
光
本
）
が
伝
来
し
て
い
る
。
漢
字
と
仮
名
遣
い
に
多
少

の
変
化
が
あ
る
も
の
の
、
三
十
六
首
の
す
べ
て
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
山
作
良
之
氏
は
後
水
尾
天
皇
の
用
い
た
世
尊
寺
流
何
某
の
方
式
が
世
尊
寺
流
の
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伝
書
『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
』（
以
下
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
）
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
本
書
の
第
一
章
と
第
二
章
で
は
、

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
及
び
そ
の
書
体
の
関
係
性
を
よ
り
一
層
明
ら
か
に
し
た(

)

。

5

し
た
が
っ
て
、
世
良
田
本
が
日
光
東
照
宮
か
ら
移
管
さ
れ
た
後
水
尾
天
皇
宸
翰
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
で
あ
れ
ば
、
日
光
本
と
同
様
に
、
そ
の
歌
仙
和
歌

本
文
の
す
べ
て
が
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
似
す
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

本
節
で
は
、
世
良
田
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
を
日
光
本
、
お
よ
び
そ
の
祖
本
に
類
す
る
と
さ
れ
る
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
本
文
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
歌
仙
和
歌
本
文
の
類
似
性
を
検
討
す
る
。

表

で
は
、
世
良
田
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
を
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
本
文
に
並
べ
て
示
す
。
歌
仙
の
配
列
は
、
日
光
本
も
世
良
田
本
の

1

祖
本
と
な
っ
た
は
ず
の
「
草
之
形
」
の
順
に
従
っ
た
。
世
良
田
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
が
「
草
之
形
」
、
お
よ
び
日
光
本
と
異
な
る
場
合
、
そ
の
冒
頭
に
「×

」

を
付
し
た
。
さ
ら
に
、
一
文
字
に
限
る
本
文
異
同
を
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。

表

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
・
日
光
本
と
世
良
田
本
の
歌
仙
和
歌
本
文

1左

人
麿

1世
尊
寺

：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
浦
の

あ
さ
霧
に

し
ま
か
く
れ
行

舟
を
し
そ
お
も
ふ

日
光
本

：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
う
ら
の

あ
さ
霧
に

し
ま
□
く
れ
行

舟
を
し
そ
お
も
ふ

世
良
田
本
：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
浦
の

朝
き
り
に

し
ま
か
く
れ
行

舟
を
し
そ
お
も
ふ

左

躬
恒

2世
尊
寺

：
す
み
よ
し
の

松
を
秋
か
せ

ふ
く
か
ら
に

こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る

お
き
つ
し
ら
な
み

日
光
本

：
す
み
よ
し
の

松
を
秋
か
せ

ふ
く
か
ら
に

こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る

お
き
つ
し
ら
な
み

×

世
良
田
本
：
我
宿
の

花
み
か
て
ら
に

く
る
人
は

散
な
む
後
そ

こ
ひ
し
か
る
へ
き
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左

家
持

3世
尊
寺

：
ま
き
も
く
の

ひ
は
ら
も
い
ま
た

く
も
ら
ね
は

こ
松
か
は
ら
に

あ
は
雪
そ
ふ
る

日
光
本

：
ま
き
も
く
の

ひ
は
ら
も
い
ま
た

く
も
ら
ね
は

小
松
か
は
ら
に

あ
は
雪
そ
ふ
る

×

世
良
田
本
：
さ
を
し
か
の

朝
た
つ
を
の
ヽ

秋
は
き
に

玉
と
み
る
ま
て

を
け
る
し
ら
つ
ゆ

左

業
平

4世
尊
寺

：
月
や
あ
ら
ぬ

春
や
む
か
し
の

は
る
な
ら
ぬ

わ
か
身
ひ
と
つ
は

も
と
の
み
に
し
て

日
光
本

：
月
や
あ
ら
ぬ

春
や
む
か
し
の

は
る
な
ら
ぬ

我
身
ひ
と
つ
は

も
と
の
み
に
し
て

×

世
良
田
本
：
世
の
中
に

た
え
て
桜
の

な
か
り
せ
は

春
の
心
は

の
と
け
か
ら
ま
し

左

素
性

5世
尊
寺

：
を
と
に
の
み

き
く
の
し
ら
露

よ
る
は
お
き
て

ひ
る
は
お
も
ひ
に

あ
へ
す
け
ぬ
へ
し

日
光
本

：
を
と
に
の
み

き
く
の
し
ら
露

よ
る
は
を
き
て

ひ
る
は
お
も
ひ
に

あ
へ
す
け
ぬ
へ
し

×

世
良
田
本
：
い
ま
こ
ん
と

い
ひ
し
は
か
り
に

な
か
月
の

あ
り
明
の
月
を

待
出
つ
る
か
な

左

猿
丸

6世
尊
寺

：
お
く
山
に

も
み
ち
ふ
み
わ
け

な
く
し
か
の

こ
ゑ
き
く
時
そ

秋
は
か
な
し
き

日
光
本

：
お
く
山
に

も
み
□
ふ
□
わ
け

な
く
し
か
□

□
ゑ
き
□
時
そ

秋
□
か
な
し
き

世
良
田
本
：
お
く
山
に

も
み
ち
ふ
み
分

な
く
し
か
の

こ
ゑ
き
く
時
そ

秋
は
か
な
し
き

左

兼
輔

7世
尊
寺

：
み
し
か
夜
の

ふ
け
行
ま
ヽ
に

た
か
さ
こ
の

み
ね
の
ま
つ
か
せ

ふ
く
か
と
そ
き
く
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日
光
本

：
み
し
か
夜
の

ふ
け
ゆ
く
ま
ヽ
に

高
砂
の

み
ね
の
ま
つ
か
せ

ふ
く
か
と
そ
き
く

世
良
田
本
：
み
し
か
夜
の

ふ
け
ゆ
く
ま
ヽ
に

高
砂
の

み
ね
の
ま
つ
か
せ

ふ
く
か
と
そ
き
く

左

敦
忠

8世
尊
寺

：
伊
勢
の
海

ち
ひ
ろ
の
は
ま
に

ひ
ろ
ふ
と
も

い
ま
は
な
に
て
ふ

か
ひ
か
あ
る
へ
き

日
光
本

：
伊
勢
の
う
み

ち
ひ
ろ
の
は
ま
に

ひ
ろ
ふ
と
も

今
は
な
に
て
ふ

か
ひ
か
あ
る
へ
き

×

世
良
田
本
：
あ
ひ
み
て
の

後
の
心
に

く
ら
ふ
れ
は

む
か
し
は
物
も

お
も
は
さ
り
け
り

左

公
忠

9世
尊
寺

：
と
の
も
り
の

と
も
の
み
や
つ
こ

こ
ヽ
ろ
あ
ら
は

こ
の
春
は
か
り

あ
さ
き
よ
め
す
な

日
光
本

：
と
の
も
り
の

と
も
の
み
や
つ
こ

こ
ヽ
ろ
あ
ら
は

こ
の
春
は
か
り

あ
さ
き
よ
め
す
な

×

世
良
田
本
：
ゆ
き
や
ら
て

山
ち
く
ら
し
つ

ほ
と
ヽ
き
す

い
ま
一
聲
の

き
か
ま
ほ
し
さ
に

左

斎
宮
女
御

10世
尊
寺

：
袖
に
さ
へ

秋
の
ゆ
ふ
へ
は

し
ら
れ
け
り

き
え
し
あ
さ
ち
か

露
を
か
け
つ
ヽ

日
光
本

：
袖
に
さ
へ

秋
の
ゆ
ふ
へ
は

し
ら
れ
け
り

き
え
し
あ
さ
ち
か

露
を
か
け
つ
ヽ

×

世
良
田
本
：
こ
と
の
音
に

峯
の
松
風

か
よ
ふ
ら
し

い
つ
れ
の
を
よ
り

し
ら
へ
初
け
ん

左

敏
行

11世
尊
寺

：
秋
は
き
の

花
さ
き
に
け
り

た
か
さ
こ
の

お
の
へ
の
鹿
は

い
ま
や
な
く
ら
ん

日
光
本

：
秋
は
き
の

花
さ
き
に
け
り

た
か
さ
こ
の

を
の
へ
の
鹿
は

今
や
な
く
ら
ん

×

世
良
田
本
：
秋
き
ぬ
と

め
に
は
さ
や
か
に

み
え
ね
と
も

風
の
音
に
そ

お
と
ろ
か
れ
ぬ
る
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左

宗
于

12世
尊
寺

：
や
ま
さ
と
は

冬
そ
さ
ひ
し
さ

ま
さ
り
け
る

人
め
も
草
も

か
れ
ぬ
と
お
も
へ
は

日
光
本

：
や
ま
さ
と
は

冬
そ
さ
ひ
し
さ

ま
さ
り
け
る

人
め
も
草
も

か
れ
ぬ
と
お
も
へ
は

世
良
田
本
：
山
里
は

冬
そ
さ
ひ
し
さ

ま
さ
り
け
る

人
め
も
草
も

か
れ
ぬ
と
お
も
へ
は

左

清
正

13世
尊
寺

：
天
津
か
せ

ふ
け
ゐ
の
浦
に

ゐ
る
た
つ
の

な
と
か
雲
井
に

か
へ
ら
さ
る
へ
き

日
光
本

：
天
津
か
せ

ふ
け
ゐ
の
浦
に

ゐ
る
た
つ
の

な
と
か
雲
井
に

か
へ
ら
さ
る
へ
き

世
良
田
本
：
天
津
か
せ

ふ
け
□
の
浦
に

い
る
た
つ
の

な
と
か
雲
□
□

か
へ
ら
さ
る
□
□

左

興
風

14世
尊
寺

：
ち
き
り
け
む

こ
ヽ
ろ
そ
つ
ら
き

棚
機
の

と
し
に
ひ
と
た
ひ

あ
ふ
は
あ
ふ
か
は

日
光
本

：
ち
き
り
け
む

こ
ヽ
ろ
そ
つ
ら
き

織
女
の

と
し
に
ひ
と
た
ひ

あ
ふ
は
あ
ふ
か
は

世
良
田
本
：
契
剣

心
そ
つ
ら
き

織
女
の

年
に
一
た
ひ

あ
ふ
は
逢
か
は

左

是
則

15世
尊
寺

：
み
よ
し
の
ヽ

や
ま
の
し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
さ
む
く

な
り
ま
さ
る
な
り

日
光
本

：
み
よ
し
の
ヽ

や
ま
の
し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
さ
む
く

な
り
ま
さ
る
な
り

世
良
田
本
：
み
よ
し
の
ヽ

山
の
し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
さ
む
く

な
り
ま
さ
る
也

左

小
大
君

16世
尊
寺

：
お
ほ
ゐ
河

そ
ま
や
ま
か
せ
の

さ
む
け
れ
は

た
つ
い
は
な
み
を

ゆ
き
か
と
そ
見
る
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日
光
本

：
お
ほ
ゐ
河

そ
ま
山
か
せ
の

さ
む
け
れ
は

た
つ
い
は
な
み
を

雪
か
と
そ
見
る

×
世
良
田
本
：
岩
は
し
の

よ
る
の
契
も

た
え
ぬ
へ
し

あ
く
る
わ
ひ
し
き

か
つ
ら
き
の
神

左

能
宣

17世
尊
寺

：
み
か
き
も
り

ゑ
し
の
た
く
火
の

よ
る
は
も
え

ひ
る
は
き
え
つ
ヽ

も
の
を
こ
そ
お
も
へ

日
光
本

：
み
か
き
も
り

ゑ
し
か
た
く
火
の

よ
る
は
も
え

ひ
る
は
き
え
つ
ヽ

も
の
を
こ
そ
思
へ

世
良
田
本
：
み
か
き
も
り

ゑ
し
の
た
く
火
の

よ
る
は
も
え

ひ
る
は
き
え
つ
ヽ

も
の
を
こ
そ
思
へ

左

兼
盛

18世
尊
寺

：
し
の
ふ
れ
と

い
ろ
に
い
て
に
け
り

わ
か
こ
ひ
は

も
の
や
お
も
ふ
と

人
の
と
ふ
ま
て

日
光
本

：
し
の
ふ
れ
と

い
ろ
に
い
て
に
け
り

我
こ
ひ
は

物
や
お
も
ふ
と

人
の
と
ふ
ま
て

世
良
田
本
：
し
の
ふ
れ
と

色
に
出
に
け
り

我
こ
ひ
は

物
や
お
も
ふ
と

人
の
と
ふ
ま
て

右

貫
之

1世
尊
寺

：
む
す
ふ
て
の

し
つ
く
に
ヽ
こ
る

山
の
井
の

あ
か
て
も
人
に

わ
か
れ
ぬ
る
か

日
光
本

：
む
す
ふ
手
の

し
つ
く
に
ヽ
こ
る

山
の
井
の

あ
か
て
も
人
に

わ
か
れ
ぬ
る
か
な

×

世
良
田
本
：
桜
散

こ
の
し
た
か
せ

さ
む
か
ら
て

空
に
し
ら
れ
ぬ

雪
そ
ふ
り
け
る

右

伊
勢

2世
尊
寺

：
三
輪
の
や
ま

い
か
に
ま
ち
み
む

と
し
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と
お
も
へ
は

日
光
本

：
三
輪
の
や
ま

い
か
ヽ
ま
ち
み
む

と
し
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と
お
も
へ
は

×

世
良
田
本
：
散
ち
ら
す

き
か
ま
ほ
し
き
を

故
郷
の

花
見
て
く
ら
す

人
も
あ
は
南
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右

赤
人

3世
尊
寺

：
わ
か
の
う
ら
に

し
ほ
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て

た
つ
な
き
わ
た
る

日
光
本

：
わ
か
の
う
ら
に

塩
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て

た
つ
な
き
わ
た
る

世
良
田
本
：
わ
か
の
う
ら
に

塩
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

芦
邊
を
さ
し
て

た
つ
鳴
わ
た
る

右

遍
昭

4世
尊
寺

：
い
そ
の
か
み

ふ
る
の
山
邊
の

さ
く
ら
は
な

う
へ
け
ん
と
き
を

し
る
人
そ
な
き

日
光
本

：
い
そ
の
か
み

布
留
の
山
邊
の

さ
く
ら
は
な

う
へ
け
ん
と
き
を

し
る
人
そ
な
き

×

世
良
田
本
：
我
や
と
は

道
も
な
き
ま
て

あ
れ
に
け
り

つ
れ
な
き
人
を

待
と
せ
し
ま
に

右

友
則

5世
尊
寺

：
ゆ
ふ
さ
れ
は

ほ
た
る
よ
り
け
に

も
ゆ
れ
と
も

ひ
か
り
見
ね
は
や

人
の
つ
れ
な
き

日
光
本

：
夕
さ
れ
は

ほ
た
る
よ
り
け
に

も
ゆ
れ
と
も

ひ
か
り
み
ね
は
や

人
の
つ
れ
な
き

×

世
良
田
本
：
夕
さ
れ
は

さ
ほ
の
川
原
の

河
霧
に

と
も
ま
と
は
せ
る

ち
と
り
な
く
な
り

右

小
町

6世
尊
寺

：
わ
ひ
ぬ
れ
は

身
を
う
き
草
の

ね
を
た
え
て

さ
そ
ふ
水
あ
ら
は

い
な
ん
と
そ
お
も
ふ

日
光
本

：
わ
ひ
ぬ
れ
は

身
を
う
き
草
の

ね
を
た
え
て

さ
そ
ふ
水
あ
ら
は

い
な
む
と
そ
思
ふ

世
良
田
本
：
わ
ひ
ぬ
れ
は

身
を
う
き
草
の

ね
を
た
え
て

さ
そ
ふ
水
あ
ら
は

い
な
む
と
そ
思
ふ

右

朝
忠

7世
尊
寺

：
萬
世
の

は
し
め
と
け
ふ
を

い
の
り
お
き
て

い
ま
ゆ
く
す
ゑ
の

神
そ
か
そ
へ
ん
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日
光
本

：
万
代
の

は
し
め
と
け
ふ
を

い
の
り
を
き
□

今
ゆ
く
す
ゑ
□

神
そ
か
そ
へ
ん

世
良
田
本
：
萬
世
の

は
し
め
と
け
ふ
を

い
の
り
を
き
て

今
ゆ
く
す
ゑ
を

神
そ
か
そ
へ
ん

右

髙
光

8世
尊
寺

：
春
す
き
て

ち
り
は
て
に
け
る

梅
の
は
な

た
ヽ
香
は
か
り
そ

枝
に
の
こ
れ
る

日
光
本

：
は
る
す
き
て

ち
り
は
て
に
け
る

梅
の
は
な

た
ヽ
香
は
か
り
そ

枝
に
の
こ
れ
る

×

世
良
田
本
：
か
く
許

へ
か
た
く
み
ゆ
る

世
中
に

う
ら
山
し
く
も

す
め
る
月
哉

右

忠
岑

9世
尊
寺

：
春
た
つ
と

い
ふ
は
か
り
に
や

み
よ
し
の
ヽ

山
も
か
す
み
て

け
さ
は
見
ゆ
ら
む

日
光
本

：
春
た
つ
と

い
ふ
は
か
り
に
や

み
よ
し
の
ヽ

山
も
か
す
み
て

け
さ
は
見
ゆ
ら
む

×

世
良
田
本
：
在
明
の

つ
れ
な
く
み
え
し

別
よ
り

暁
は
か
り

う
き
物
は
な
し

右

頼
基

10世
尊
寺

：
ね
の
ひ
す
る

野
邊
に
こ
ま
つ
を

ひ
き
つ
れ
て

か
へ
る
山
ち
に

う
く
い
す
そ
な
く

日
光
本

：
ね
の
ひ
す
る

野
へ
に
こ
松
を

引
つ
れ
て

か
へ
る
山
路
に

う
く
ひ
す
そ
な
く

世
良
田
本
：
子
日
す
る

野
へ
に
小
松
を

引
つ
れ
て

か
へ
る
山
路
に

鶯
そ
な
く

右

重
之

11世
尊
寺

：
夏
か
り
の

た
ま
え
の
あ
し
を

ふ
み
し
た
き

む
れ
ゐ
る
鳥
の

た
つ
空
そ
な
き

日
光
本

：
夏
か
り
の

玉
江
の
あ
し
を

ふ
み
し
た
き

む
れ
ゐ
る
鳥
の

た
つ
空
そ
な
き

×

世
良
田
本
：
よ
し
野
山

峯
の
し
ら
雪

い
つ
き
え
て

け
さ
は
霞
の

立
か
は
る
ら
ん
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右

信
明

12世
尊
寺

：
ほ
の

く
と

有
明
の
月
の

つ
き
か
け
に

紅
葉
ふ
き
お
ろ
す

や
ま
お
ろ
し
の
か
せ

日
光
本

：
ほ
の

く
と

あ
り
あ
け
の
月
の

月
か
け
に

紅
葉
ふ
き
お
ろ
す

や
ま
お
ろ
し
の
か
せ

世
良
田
本
：
ほ
の

く
と

あ
り
明
の
月
の

月
か
け
に

紅
葉
ふ
き
お
ろ
す

や
ま
お
ろ
し
の
か
せ

右

順
13世

尊
寺

：
み
つ
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
は

こ
よ
ひ
そ
あ
き
の

も
な
か
な
り
け
る

日
光
本

：
水
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
は

今
宵
そ
秋
の

も
な
か
な
り
け
る

世
良
田
本
：
水
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
は

今
宵
そ
秋
の

も
な
か
な
り
け
る

右

元
輔

14世
尊
寺

：
ち
き
り
き
な

か
た
み
に
そ
て
を

し
ほ
り
つ
ヽ

す
ゑ
の
ま
つ
や
ま

な
み
こ
さ
し
と
は

日
光
本

：
ち
き
り
き
な

か
た
み
に
そ
て
を

し
ほ
り
つ
ヽ

す
ゑ
の
ま
つ
や
ま

な
み
こ
さ
し
と
は

×

世
良
田
本
：
秋
の
野
の

萩
の
に
し
□
□

□
□
宿
に

鹿
の
音
な
か
ら

う
つ
し
て
し
か
な

右

元
真

15世
尊
寺

：
さ
き
に
け
り

わ
か
山
さ
と
の

卯
の
は
な
は

か
き
ね
に
き
え
ぬ

雪
と
み
る
ま
て

日
光
本

：
さ
き
に
け
り

わ
か
や
ま
さ
と
の

う
の
は
な
は

か
き
ね
に
き
え
ぬ

雪
と
見
る
ま
て

×

世
良
田
本
：
人
な
ら
は

ま
て
と
い
は
ま
し

霍
公

二
聲
と
た
に

な
か
て
行
ら
む

右

仲
文

16世
尊
寺

：
お
も
ひ
し
る

人
に
み
せ
は
や

夜
も
す
か
ら

わ
か
と
こ
な
つ
に

お
き
ゐ
た
る
露

日
光
本

：
お
も
ひ
し
る

人
に
み
せ
は
や

夜
も
す
か
ら

我
と
こ
な
つ
に

お
き
ゐ
た
る
露
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世
良
田
本
：
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

右

忠
見

17世
尊
寺

：
こ
ひ
す
て
ふ

我
な
は
ま
た
き

た
ち
に
け
り

人
し
れ
す
こ
そ

お
も
ひ
そ
め
し
か

日
光
本

：
恋
す
て
ふ

我
名
は
ま
た
き

た
ち
に
け
り

人
し
れ
す
こ
そ

お
も
ひ
そ
め
し
か

×

世
良
田
本
：
さ
よ
ふ
け
て

ね
覚
さ
り
せ
は

ほ
と
ヽ
き
す

人
つ
て
に
こ
そ

き
く
へ
か
り
け
れ

右

中
務

18世
尊
寺

：
あ
き
風
の

ふ
く
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

萩
の
葉
な
ら
は

を
と
は
し
て
ま
し

日
光
本

：
秋
か
せ
の

ふ
く
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

荻
の
葉
な
ら
は

を
と
は
し
て
ま
し

世
良
田
本
：
秋
か
せ
の

□
□
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

荻
□
葉
な
ら
は

を
と
は
し
て
ま
し

表

か
ら
、
日
光
本
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
似
す
る
世
良
田
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
は
わ
ず
か
十
六
首
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
類
似
す
る
」
と

1

い
う
の
は
、
漢
字
と
仮
名
遣
い
に
よ
る
異
同
四
十
一
例
と
一
字
に
限
る
本
文
異
同
は
一
例
が
確
認
さ
れ
た
上
で
、
歌
仙
和
歌
本
文
の
一
字
ず
つ
の
表
記
が

完
全
に
一
致
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
左

人
麿
の
歌
仙
和
歌
本
文
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
世
良
田
も
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
は
「
ほ
の
ぼ
の
と
あ
か
し
の
う
ら
の
あ
さ
き
り

1

に
し
ま
が
く
れ
ゆ
く
ふ
ね
を
し
ぞ
お
も
ふ
」
と
い
う
歌
仙
和
歌
を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
「
あ
さ
」
は
世
良
田
本
に
「
朝
」

と
表
記
さ
れ
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
「
霧
」
は
世
良
田
本
に
「
き
り
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
表
記
は
一
字
ず
つ
一
致
し
て
い
な
い
。
漢
字
と
仮

名
遣
い
に
よ
る
異
同
は
、
日
光
本
と
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
間
で
も
多
少
確
認
さ
れ
る
。
人
麿
の
場
合
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
「
浦
」
は
日
光
本

に
「
う
ら
」
と
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
。

一
字
に
限
る
本
文
異
同
は
、
右

朝
忠
の
第
四
句
に
見
ら
れ
る
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
本
文
異
同
は
、
左

能
宣
ま
た
右

伊
勢
の
第
二
句

7

17

2

に
お
い
て
、
日
光
本
と
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
間
で
も
確
認
さ
れ
る
。
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日
光
本
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
異
な
る
世
良
田
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
は
十
九
首
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
に
よ
る
表
記
異
同

や
一
字
に
限
る
本
文
異
同
で
は
な
く
、
本
文
が
根
本
的
に
異
な
る
歌
仙
和
歌
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
世
良
田
本
の
半
分
以
上
の
歌
仙
和
歌
本
文
が
日
光
本
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
本
文
と
異
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
現
時
点
で
言
え
る
こ
と
は
、
世
良
田
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
は
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
す
る
世
尊
寺
流
何
某
の
法
式
を
手
本
に
用
い
な
が
ら
、

後
水
尾
天
皇
が
染
筆
し
た
も
の
と
判
断
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
節

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」・
日
光
本
と
世
良
田
本
の
書

世
良
田
本
の
散
ら
し
書
き
の
書
体
は
、
行
の
構
成
と
配
置
に
変
化
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、

日
光
本
と
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
書
に
も
多
く
見
ら
れ
る(

)

。

7

世
良
田
本
・
日
光
本
、
お
よ
び
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
わ
た
っ
て
本
文
が
一
致
す
る
歌
仙
和
歌
は
十
六
首
あ
る
こ
と
が
先
の
第
二
節
で
確
認
し
た
。

歌
仙
和
歌
の
書
体
に
関
し
て
も
そ
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
そ
の
歌
仙
和
歌
十
六
首
の
う
ち
、
歌
仙
和
歌
の
書
体
が
明
ら

か
に
異
な
る
と
思
わ
れ
る
四
首
を
検
討
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
文
は
一
致
し
な
が
ら
も
、
書
体
は
四
首
だ
け
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
違
い
に
注
目
す

る
こ
と
で
世
良
田
本
の
歌
仙
和
歌
の
書
の
特
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
は
、
第
一
に
、
右

赤
人
「
わ
か
の
う
ら
に
し
ほ
み
ち
く
れ
ば
か
た
を
な
み
あ
し
べ
を
さ
し
て
た
つ
な
き
わ
た
る
」
の
書
が
あ
る
。

3
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表

右

赤
人
の
書

2

3

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

世
良
田
本

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
書
は
、
和
歌
を
五
行
に
構
成
し
た

同
じ
形
態
を
示
し
て
い
る
。
行
間
の
幅
に
変
化
が
な
い
の
は
特
徴
的
で
あ

る
。
ま
た
、
四
行
目
ま
で
行
頭
の
高
さ
を
揃
え
、
五
行
目
の
行
頭
を
大
き

く
下
げ
る
（
図

）
。

1

一
方
、
世
良
田
本
の
書
は
行
間
の
幅
に
多
少
の
変
化
を
加
え
て
、
行
頭

の
高
さ
の
不
揃
い
が
著
し
い
。
詳
細
に
述
べ
る
と
、
文
字
は
一
行
目
か
ら

五
行
目
ま
で
、
ま
た
六
行
目
か
ら
九
行
目
ま
で
の
二
集
段
に
集
約
さ
れ
て

い
る
。
各
集
段
は
行
頭
を
下
げ
て
配
す
る
構
成
で
あ
る
。

集
段
の
切
れ

1

目
は
本
文
の
第
三
句
で
あ
る
（
図

）。

2

図1

図2

初
句
～
第
三
句

第
四
句
・
第
五
句

三
右

赤
人

わ
か
の
う
ら
に
し
ほ

み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
ひ
へ
を
さ
し
て
た
つ

な
き
わ
た
る

わ
か
の
う
ら
に
塩

み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
ひ
へ
を
さ
し
て
た
つ

な
き
わ
た
る

右

赤
人

赤
人

わ
か
の
う
らに

塩
み
ち
く
れ
は

か
た
ほ
な
み

芦
邊
を
さ
し

て

た
つ
鳴

わ
た
る

1234

5

1234

5

12
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表

右

頼
基
の
書

3

10

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

世
良
田
本

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
書
は
、
右

赤
人
の
書
と
同
じ
く
、
行
間

3

の
幅
に
変
化
が
な
い
の
は
特
徴
的
で
あ
る
。
和
歌
を
八
行
に
構
成
す
る
。
四
行
目

ま
で
徐
々
に
各
行
の
行
頭
を
あ
げ
て
か
ら
、
五
行
目
か
ら
八
行
目
ま
で
各
行
の
行

頭
を
落
と
し
て
い
く
（
図

）
。
世
良
田
本
の
書
に
は
多
少
の
行
間
の
変
化
が
あ

3

り
、
「
鶯
ぞ
」
「
な
く
」
二
行
分
が
他
の
行
に
続
く
こ
と
な
く
、
「
引
つ
れ
て
」
の

上
に
配
置
さ
れ
た
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
「
す
る
」
か
ら
「
山
路
に
」
ま
で
の
七

行
分
の
行
頭
は
、
一
行
目
「
子
日
」
に
沿
っ
て
ま
す
ま
す
下
が
り
、
画
面
上
の
右

上
か
ら
左
下
へ
と
伸
び
て
い
く
大
き
な
集
段
を
構
成
す
る
。
こ
の
集
段
は
初
句
か

ら
第
四
句
の
切
れ
目
ま
で
の
和
歌
本
文
を
記
す
。
そ
の
上
に
重
な
る
「
鶯
ぞ
」「
な

く
」
二
行
分
は
第
五
句
を
記
す
（
図

）
。

4

図3

図4

初
句
～
第
四
句

第
五
句

十
右

頼
基
朝
臣

ね
の
ひ
す
る

墅
へ
に
こ

ま
つ
を
ひ
き

つ
れ
て

か
へ
る
山

ち
に
う
く
ひす

そな
く

ね
の
ひ
す
る

墅
へ
に
こ

松
を
引

つ
れ
て

か
へ
る
山

路
に
う
く
ひす

そ
な
く

右

頼
基
朝
臣

子
日す

る
墅
へ
に

小
松
を

引
つ
れ

て

か
へ
る山

路
に

鶯
そな

く
大
中
臣頼

基朝
臣

１２

３４
５

６

７
８

１２
３４５

６

７

８

１２
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表

左

是
則
の
書

4

15

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

世
良
田
本

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
書
は
、
行
を
三
つ
の
集
段
に
組
ん

で
い
る
。
初
句
「
み
よ
し
の
の
」
は
画
面
の
最
も
上
に
置
か
れ
て
お
り
、

第
二
句
の
切
れ
目
「
雪
」
ま
で

集
段
と
な
る
。

集
段
は
画
面
の
右
側

1

2

に
置
か
れ
て
い
る
三
行
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
和
歌
の
第
三
句
に
あ
た
る
。

最
後
に

集
段
に
続
く
か
の
よ
う
に
、

集
段
が
画
面
の
左
側
を
占
め
、

1

3

和
歌
の
第
四
句
・
第
五
句
を
記
す
（
図

）。

5

世
良
田
本
の
書
は
こ
れ
と
根
本
的
に
異
な
り
、
右

赤
人
の
書
と
同
じ

3

く
、
左
右
ふ
た
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ
て
い
る
（
図

）。

6

図6

図5

十
五
左
是
則

み
よ
しの
ヽ

や
まの

し
ら
雪

つ
も
るら

し

ふ
るさ
と

さ
む
く
な
り
ま

さ
る
な
り

み
よ
の

の
やヽ
ま
の

し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
るさ

と

さ
む
くな

り
ま

さ
る
な
り

左

是
則

是
則

み
よ
し
の

山ヽ
の

し
ら
雪
と
も
る

ら
し

ふ
る
さ
と
さ
むく

な
り
ま
さ
る

也

１

２３

１

２ ３

１
２

初
句
～
第
三
句

第
四
句
～
第
五
句

第
三
句

第
四
句
～

第
五
句

初
句
～

第
二
句
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表

左

興
風
の
書

5

14

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」

日
光
本

世
良
田
本

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
日
光
本
の
書
は
五
行
か
ら
な
る
。
二
行
目
と
三
行
目
の
間
の
余
白
が
著
し
く
、
こ
の
書
は
左
右
ふ
た
つ
の
集
段
に
構
成
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
一
行
目
と
三
行
目
各
行
頭
は
最
も
高
く
、
左
右
の
集
段
の
各
柱
と
見
な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
行
目
は
一
行
目
に
、
四
行
目
と
五

行
目
は
三
行
目
に
沿
っ
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
集
段
の
切
れ
目
は
ち
ょ
う
ど
第
三
句
「
た
な
ば
た
の
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
全
体
的
な
構
成
は
世

良
田
本
の
書
に
共
通
し
て
お
り
、
さ
き
に
示
し
た
と
お
り
、
世
良
田
本
の
右

赤
人
と
左

是
則
の
書
に
も
見
ら
れ
た
構
成
で
あ
る
。

3

15

し
か
し
、
日
光
本
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
書
に
は
、
格
助
詞
「
ぞ
」
「
の
」「
に
」
と
活
用
語
尾
「
き
」
を
行
の
右
寄
せ
に
、
助
動
詞
「
け
む
」
の

二
字
を
動
詞
の
連
用
形
「
ち
ぎ
り
」
に
続
き
横
書
き
に
小
さ
く
し
て
書
く
と
い
う
特
徴
的
な
書
法
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
書
法
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
字
と

そ
の
位
置
づ
け
は
日
光
本
と
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
た
め
、
後
水
尾
天
皇
が
日
光
本
の
染
筆
に
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
似

す
る
書
法
を
用
い
よ
う
と
し
た
意
図
は
強
く
反
映
さ
れ
る
。
世
良
田
本
の
書
に
は
こ
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
見
ら
れ
な
い
か
は
現
時
点
で

十
四
左

興
風

ち
き
り

こ
ヽ
ろ

つ
ら

棚
機

と
し

ひ
と
た
ひ

あ
ふ

あ
ふ

は
けむ

そ

き

の

に

はか

ち
き
り

こ
ヽ
ろ

つ
ら

織
女

と
し

ひ
と
た
ひ

あ
ふ

あ
ふ

は
けむ

そ

き

の

に

はか

左

興
風

興
風

契
剱
心
そ

つ
ら
き
織
女の

年
に
一
た
ひ

あ
ふ
は
逢か

は

１２

１２

１２
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は
不
明
だ
が
、
こ
の
「
見
ら
れ
な
い
」
と
い
う
点
を
こ
こ
で
は
大
事
に
し
た
い
。
歌
仙
和
歌
本
文
が
一
致
し
な
が
ら
も
、
世
良
田
本
の
筆
者
は
日
光
本
・

世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
似
す
る
方
式
を
完
全
に
用
い
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
は
言
い
に
く
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
世
良
田
本
・
日
光
本
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
わ
た
っ
て
本
文
が
類
似
す
る
歌
仙
和
歌
十
六
首
の
う
ち
、
世
良
田
本
に
お
い
て

四
首
の
書
体
が
日
光
本
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
歌
仙
和
歌
本
文
と
書
の
二
要
素
か
ら
し
て
、
は
た
し
て
世

良
田
本
の
筆
者
が
明
ら
か
に
日
光
本
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
似
す
る
法
式
を
用
い
た
歌
仙
和
歌
は
わ
ず
か
十
二
首
と
な
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

注
目
す
る
べ
き
こ
と
は
、
以
上
の
四
首
の
書
に
よ
っ
て
、
世
良
田
本
は
日
光
本
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
か
ら
離
れ
た
独
自
性
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
今
後
の
研
究
の
課
題
で
は
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
こ
の
特
徴
を
提
示
で
き
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

第
四
節

世
良
田
本
の
歌
仙
絵

世
良
田
本
の
絵
師
三
人
の
名
前
と
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
し
た
歌
仙
絵
は
各
面
の
裏
書
き
の
銘
文
か
ら
窺
え
る
。
狩
野
源
四
郎
は
左

人
麿
か
ら
左

宗
于

1

12

ま
で
の
十
二
名
を
描
い
た
。
狩
野
休
白
は
右

貫
之
か
ら
右

信
明
ま
で
の
歌
仙
絵
十
二
名
を
描
い
た
。
狩
野
元
俊
は
左

清
正
か
ら
左

兼
盛
ま
で
の

1

12

13

18

六
名
、
お
よ
び
右

順
か
ら
右

中
務
ま
で
の
六
名
、
合
わ
せ
て
歌
仙
絵
十
二
名
を
描
い
た
。
松
木
寛
氏
は
、
裏
書
き
の
銘
文
の
筆
致
と
歌
仙
絵
の
描
写

13

18

の
特
徴
か
ら
し
て
、
世
良
田
本
の
歌
仙
絵
は
こ
れ
ら
絵
師
三
人
の
実
作
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た(

)

。

8

日
光
本
の
歌
仙
絵
に
関
し
て
は
、
二
つ
の
説
が
あ
る
。

第
一
に
、
絵
師
を
土
佐
光
起
に
す
る
『
東
照
宮
宝
物
志
』
の
説
が
あ
る(

)

。

9

第
二
に
、
絵
師
を
狩
野
孝
信
に
す
る
山
作
良
之
氏
の
説
が
あ
る(

)
。

10

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
歌
仙
和
歌
本
文
と
そ
の
書
体
に
お
い
て
日
光
本
は
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
法
式
に
完
全
に
一
致
す
る
性
格
を
示
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
日
光
本
は
元
和
三
年
に
日
光
東
照
宮
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
世
良
田
本
よ
り
高
い
。
も
し
、
世
良
田
本
が
本
来
日
光
東
照
宮

に
奉
納
さ
れ
て
い
た
品
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
歌
仙
絵
は
日
光
本
と
同
様
な
意
匠
を
凝
ら
し
た
は
ず
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
は
た
し
て
世
良
田
本
と
日
光
本
の
歌
仙
絵
は
同
様
の
絵
姿
を
提
示
す
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。
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歌
仙
絵
三
十
六
名
の
う
ち
、
世
良
田
本
日
光
本
の
歌
仙
絵
の
様
式
が
完
全
に
一
致
す
る
も
の
は
三
十
二
名
あ
る
。
残
り
の
歌
仙
絵
四
名
は
、
様
式
が
異

な
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

表

左

敏
行
の
歌
仙
絵

6

11

日
光
本
で
は
、
武
官
束
帯
で
あ
る
。
白
い
表
袴
に
黒
袍
を
着
用
し
、
緌
と
纓

の
巻
い
た
巻
纓
冠
を
か
ぶ
る
。
腰
に
平
緒
を
巻
き
太
刀
を
佩
用
し
て
、
左
手
で

弓
を
持
ち
、
背
に
胡
簶
を
負
い
、
全
体
的
に
画
面
の
左
に
向
く
絵
姿
で
あ
る
。

一
方
、
世
良
田
本
で
は
、
空
色
の
指
貫
・
袍
を
着
用
し
、
纓
の
垂
れ
た
垂
纓

冠
を
か
ぶ
る
。
さ
ら
に
、
太
刀
や
弓
な
ど
の
武
器
を
一
切
持
た
な
い
。
画
面
上

で
の
向
き
は
同
じ
く
左
向
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
装
束
の
特
徴
か
ら
し
て
、
そ

の
姿
が
衣
冠
で
あ
り
、
日
光
本
の
武
官
束
帯
と
根
本
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。

表

左

宗
于
の
歌
仙
絵

7

12

日
光
本
で
は
、
白
い
指
貫
・
袍
を
着
用
し
、
垂
纓
冠
を
か
ぶ
る
。
画
面
上
の

左
に
向
く
姿
で
あ
る
。

一
方
、
世
良
田
本
で
は
、
表
袴
に
黒
袍
を
着
用
し
、
緌
・
巻
纓
冠
を
か
ぶ
り
、

太
刀
・
弓
・
胡
簶
を
装
備
し
て
い
る
。
類
似
点
と
し
て
は
、
日
光
本
と
同
じ
く

画
面
上
で
左
向
き
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

日光本

世良田本

日光本

世良田本
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以
上
の
歌
仙
絵
二
名
は
、
互
い
に
根
本
的
に
異
な
る
様
式
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
配
列
順
が
隣
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
歌
仙
絵
が
入
れ
替
わ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
日
光
本
で
は
左

敏
行
が
武
官
束
帯
、
左

宗
于
が
衣
冠
に
描
か
れ

11

12

た
の
に
対
し
て
、
世
良
田
本
で
は
左

敏
行
が
衣
冠
、
左

武
官
束
帯
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
様
式
と
な
っ
て
い
る

11

12

点
で
あ
る
。

表

右

忠
見
の
歌
仙
絵

8

17

日
光
本
で
は
、
紺
色
の
狩
衣
姿
で
あ
る
。
頭
に
風
折
烏
帽
子
を
か
ぶ
る
。
右

手
に
扇
を
も
つ
。
画
面
上
で
右
向
き
の
姿
で
あ
る
。

世
良
田
本
で
は
、
表
袴
に
赤
袍
を
着
用
し
、
頭
に
緌
・
巻
纓
冠
を
か
ぶ
る
。

腰
に
平
緒
を
帯
び
て
い
る
た
め
、
太
刀
を
佩
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
左
手
に

弓
を
持
ち
、
背
に
胡
簶
を
負
う
。
し
た
が
っ
て
、
武
官
束
帯
の
姿
で
あ
る
（

）
。

11

表

右

中
務
の
歌
仙
絵

9

18

日
光
本
で
は
、
女
房
装
束
の
姿
で
、
前
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
。
右
手
に
も

つ
扇
を
拡
げ
て
、
そ
れ
で
口
元
を
覆
い
隠
そ
う
と
す
る
仕
草
が
著
し
い
。

世
良
田
本
で
は
、
装
束
が
日
光
本
と
同
じ
く
女
房
装
束
で
あ
る
が
、
斜
め
後

ろ
姿
で
あ
る
上
で
そ
の
描
写
の
角
度
が
異
な
る
。
体
を
捻
ら
せ
て
、
頭
を
右
の

方
に
向
け
、
顔
が
扁
額
の
真
っ
正
面
に
向
く
の
で
あ
る
（

）
。
装
束
の
彩
色
に

12

関
し
て
も
多
少
の
異
同
も
確
認
さ
れ
る
が
、
ポ
ー
ズ
の
特
徴
が
根
本
的
に
異
な

る
た
め
、
世
良
田
本
・
日
光
本
の
中
務
の
歌
仙
絵
は
同
様
の
意
匠
に
よ
る
も
の

と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

日光本

世良田本

日光本

世良田本
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
歌
仙
絵
三
十
六
名
の
う
ち
、
日
光
本
の
様
式
に
類
似
す
る
世
良
田
本
の
歌
仙
絵
が
三
十
二
名
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、

左

敏
行
・
左

宗
于
・
右

忠
見
の
三
名
に
お
け
る
装
束
の
異
同
、
ま
た
右

中
務
に
お
い
て
ポ
ー
ズ
の
異
同
が
確
認
さ
れ
た
。
男
歌
仙
絵
は
二
十
九

11

12

17

18

名
も
い
る
た
め
、
そ
の
装
束
の
種
類
が
人
物
を
特
定
す
る
面
か
ら
し
て
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
右

中
務
は
、
女
歌
仙
絵
と
し
て
装
束
よ
り
ポ
ー
ズ
が

18

重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
世
良
田
本
に
お
い
て
中
務
の
ポ
ー
ズ
が
異
な
る
の
は
、
描
写
の
技
巧
も
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。

第
五
節

む
す
び

ま
ず
、
第
二
節
と
第
三
節
に
述
べ
た
世
良
田
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
と
そ
の
書
体
か
ら
は
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
。

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
、
日
光
の
奥
社
に
奉
納
さ
れ
た
三
十
六
歌
仙
扁
額
に
は
後
水
尾
天
皇
の
宸
翰
が
あ
る
。
す
る
と
、
歌
仙
和
歌
本
文
と
そ
の
書

体
は
世
尊
寺
流
何
某
の
法
式
に
か
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
調
査
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
世
良
田
本
の
半
分
以
上
の
歌
仙
和
歌

本
文
が
日
光
本
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
本
文
と
異
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
時
点
で
言
え
る
こ
と
は
、
世
良
田
本
の
歌
仙
和
歌

本
文
は
、
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
す
る
世
尊
寺
流
何
某
の
法
式
を
手
本
に
用
い
な
が
ら
、
後
水
尾
天
皇
が
染
筆
し
た
も
の
と
判
断
し
に
く
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
世
良
田
本
・
日
光
本
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
わ
た
っ
て
本
文
が
一
致
す
る
歌
仙
和
歌
十
六
首
の
う
ち
、
世
良
田
本
に
お
い
て
四
首
の

書
体
が
日
光
本
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
本
文
と
書
体
の
二
要
素
か
ら
し
て
、
は
た
し
て
世
良
田
本
の
筆
者

が
明
ら
か
に
日
光
本
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
に
類
似
す
る
法
式
を
用
い
た
歌
仙
和
歌
は
わ
ず
か
十
二
首
と
な
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
注
目
さ
れ
る
べ

き
こ
と
は
、
以
上
の
四
首
の
書
に
よ
っ
て
、
世
良
田
本
は
日
光
本
・
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
か
ら
離
れ
た
独
自
性
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

故
に
、
世
良
田
本
の
性
格
は
、
史
料
か
ら
窺
え
る
元
日
光
の
奥
社
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
性
格
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
世
良
田
本
が
元

日
光
の
奥
社
に
あ
っ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

次
に
、
第
四
節
で
述
べ
た
世
良
田
本
の
歌
仙
絵
か
ら
以
下
の
こ
と
が
言
え
る
。

歌
仙
和
歌
本
文
と
そ
の
書
体
を
基
に
す
る
と
、
元
和
三
年
、
日
光
の
奥
社
に
奉
納
さ
れ
た
三
十
六
歌
仙
扁
額
は
日
光
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
も
し

歌
仙
絵
の
様
式
が
類
似
す
る
な
ら
ば
、
世
良
田
本
は
元
日
光
の
奥
社
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
可
能
性
が
残
る
。
し
か
し
、
調
査
の
結
果
は
、
歌
仙
絵
四
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名
の
様
式
が
異
な
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
世
良
田
本
の
歌
仙
絵
と
日
光
本
の
歌
仙
絵
は
同
様
な
意
匠
を
凝
ら
し
た
も
の
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
狩
野
源
四
郎
・
狩
野
休
白
・
狩
野
元
俊
三
名
の
実
作
と
見
な
し
た
上
で
、
世
良
田
本
の
制
作
年
代
を
寛
永
二
十
一
年

（
一
六
四
一
）
と
さ
れ
た
松
木
氏
の
説
と
絡
み
合
う
の
で
あ
る
（

）
。
し
た
が
っ
て
、
歌
仙
絵
か
ら
し
て
も
、
世
良
田
本
が
元
日
光
の
奥
社
に
あ
っ
た

13

と
い
う
確
証
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
世
良
田
本
は
、
元
日
光
の
奥
社
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
世
良
田
東
照
宮
が
造
営
さ
れ
た
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
一
）
に
新

し
く
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

注（

）
世
良
田
東
照
宮
編
『
板
面
著
色
「
三
十
六
歌
仙
図
」
修
理
報
告
書
』
（
二
〇
〇
八
年
三
月
、
世
良
田
東
照
宮
）

1
（

）
日
光
東
照
宮
編
『
東
照
宮
宝
物
志
』（
一
九
二
七
年
、
東
照
宮
社
務
所
発
行
）

2
（

）
山
作
良
之
「
日
光
東
照
宮
蔵
三
十
六
歌
仙
扁
額
製
作
の
経
緯
」
（
『
大
日
光
』
第
七
十
九
号
、
二
〇
〇
九
年
六
月
、
日
光
東
照
宮
）

3
（

）
『
久
能
山
叢
書

第
四
編

資
料
編
下
』（
一
九
七
六
年
、
久
能
山
東
照
宮
社
務
所
発
行
）

4
（

）
（

）
前
掲
論
文
。

5

3

（

）
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
の
歌
仙
和
歌
本
文
・
書
・
歌
仙
絵
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
保
管
さ
れ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

6

い
た
。
日
光
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
・
書
・
歌
仙
絵
は
、
い
わ
き
明
星
大
学
教
授
・
田
嶋
一
夫
氏
を
介
し
て
、
日
光
東
照
宮
宝
物
館
・
山
作
良
之

氏
よ
り
い
た
だ
い
た
画
像
に
拠
っ
た
。
世
良
田
本
の
歌
仙
和
歌
本
文
・
書
・
歌
仙
絵
は
、
世
良
田
東
照
宮
編
『
板
面
著
色
「
三
十
六
歌
仙
図
」

修
理
報
告
書
』
（
二
〇
〇
八
年
、
世
良
田
東
照
宮
）
の
画
像
に
拠
っ
た
。

（

）
本
書
の
第
二
章
を
参
照
。

7
（

）
松
木
寛
「
世
良
田
東
照
宮
の
三
十
六
歌
仙
絵
額
」（
『M

useum

』
第
三
九
四
号
、
一
九
八
四
年
）

8
（

）
（

）
前
掲
論
文
。

9

2

（

）
（

）
前
掲
論
文
。

10

3
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（

）
忠
見
一
面
が
と
り
わ
け
剥
落
が
激
し
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
世
良
田
東
照
宮
編
『
板
面
著
色
「
三
十
六
歌
仙
図
」
修
理
報
告
書
』（
二
〇
〇
八
年
、

11

世
良
田
東
照
宮
）
に
掲
載
さ
れ
る
復
元
模
写
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（

）
中
務
一
面
が
と
り
わ
け
剥
落
が
激
し
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
世
良
田
東
照
宮
編
『
板
面
著
色
「
三
十
六
歌
仙
図
」
修
理
報
告
書
』（
二
〇
〇
八
年
、

12

世
良
田
東
照
宮
）
に
掲
載
さ
れ
る
復
元
模
写
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（

）
（

）
前
掲
論
文
。

13

8
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終
章

江
戸
初
期
、
各
地
の
東
照
宮
に
奉
納
さ
れ
た
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
を
調
査
し
た
結
果
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
一
に
、
歌
仙
和
歌
本
文
の
系
統
で
あ
る
。
そ
の
系
統
は
二
系
統
あ
る
。
そ
れ
は
「
日
光
本
系
統
」
と
「
久
能
山
本
系
統
」
で
あ
る
。

「
日
光
本
系
統
」
は
、
日
光
本
と
水
戸
本
、
「
久
能
山
本
系
統
」
は
、
久
能
山
本
と
滝
山
本
で
あ
る
。

日
光
本
も
久
能
山
本
も
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
最
初
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
と
し
て
、
い
ず
れ
も
後
水
尾
天
皇
の
宸
翰
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
一
方
、
後
水
尾
天
皇
の
意
図
に
よ
り
、
歌
仙
和
歌
に
お
い
て
日
光
本
と
久
能
山
本
の
祖
本
が
違
う
。

日
光
本
の
歌
仙
和
歌
は
、
和
書
の
名
高
い
世
尊
寺
家
に
伝
わ
る
「
草
之
形
」
に
類
す
る
三
十
六
歌
仙
の
本
文
を
受
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
久

能
山
本
の
歌
仙
和
歌
は
、
能
書
の
清
水
谷
実
秋
筆
の
伝
承
を
も
つ
北
野
天
満
宮
の
神
宝
「
清
水
谷
歌
仙
」
の
本
文
を
受
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
日
光
本
も
久
能
山
本
い
ず
れ
も
、
神
前
に
奉
納
す
る
最
高
級
の
歌
仙
和
歌
と
し
て
意
匠
さ
れ
た
こ
と
が
言
え
る
。

第
二
に
、
歌
仙
和
歌
の
書
体
に
つ
い
て
で
あ
る
。
日
光
本
は
、
歌
仙
和
歌
本
文
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
書
体
も
世
尊
寺
流
「
草
之
形
」
と
同
様
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
書
道
に
関
し
て
最
大
の
権
威
を
も
っ
て
い
た
曼
殊
院
門
跡
良
恕
法
親
王
に
相
談
を
受
け
た
後
水
尾
天
皇
の
意
図
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
歌
仙
絵
の
様
式
に
つ
い
て
で
あ
る
。
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
歌
仙
絵
の
比
較
検
討
は
、
装
束
と
構
図
の
二
つ
の
基
準

に
従
っ
た
。
そ
の
結
果
、
判
明
し
た
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
調
査
し
た
七
本
に
お
い
て
、
約
八
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
歌
仙
絵
は
同
型
の
装
束
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
異
同
は
、
五
種
類

の
装
束
で
描
き
分
け
ら
れ
る
男
歌
仙
絵
の
中
で
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
異
同
は
、
文
官
束
帯
・
武
官
束
帯
・
衣
冠
、
い
わ
ゆ
る
有
位
装
束
の
交

替
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
歌
仙
絵
の
描
写
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
さ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
同
一
の
様
式
の
多
様
性
と
し
て
見
な
さ
れ
た
。
唯

一
の
例
外
は
、
狩
衣
か
ら
文
官
束
帯
へ
と
変
容
す
る
世
良
田
本
の
右

忠
見
で
あ
っ
た
。

17

も
う
ひ
と
つ
は
、
調
査
し
た
七
本
に
お
い
て
約
七
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
歌
仙
絵
は
同
型
の
構
図
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
歌
仙
絵
の
構
図

は
、
身
体
と
顔
が
左
向
き
の
〈
１
〉
類
型
、
身
体
が
左
向
き
で
顔
が
右
向
き
の
〈
２
〉
類
型
、
身
体
も
顔
も
右
向
き
の
〈
３
〉
類
型
に
描
き
分
け
ら
れ
て

い
る
。
異
同
は
二
種
類
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
ず
、
〈
１
〉
〈
２
〉
〈
３
〉
類
型
の
交
替
に
よ
る
異
同
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
も
、
同
一
の
様
式
の
多
様
性
と
し
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て
見
な
さ
れ
た
。
次
は
、
〈
１
〉
〈
２
〉
〈
３
〉
類
型
に
含
ま
れ
な
い
構
図
を
示
す
異
同
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
水
戸
本
と
仙
波
本
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
珍
し
さ
を
求
め
る
両
本
の
特
異
的
な
意
図
に
よ
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
調
査
し
た
七
本
の
歌
仙
絵
は
、
装
束
と
構
図
を
基
準
に
、
元
と
な
っ
た
様
式
が
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
東
照
宮

の
歌
仙
絵
の
様
式
の
主
流
の
存
在
が
想
定
で
き
た
。
そ
の
一
方
、
七
本
を
描
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
師
は
、
で
き
る
限
り
、
東
照
宮
の
歌
仙
絵
の
様
式
の
主

流
に
許
さ
れ
た
多
様
性
を
活
か
し
て
、
各
種
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
歌
仙
絵
に
あ
る
程
度
独
自
性
を
加
え
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第
四
に
、
世
良
田
本
の
伝
来
に
つ
い
て
で
あ
る
。
歌
仙
和
歌
本
文
・
書
体
・
歌
仙
絵
の
様
式
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
世
良
田
本
は
寛
永
二
十
一
年
、

以
前
に
日
光
東
照
宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
三
十
六
歌
仙
扁
額
と
し
て
見
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
世
良
田
本
の
制
作
年
代
を

寛
永
二
十
一
と
す
る
先
行
研
究
の
指
摘
が
、
本
研
究
に
よ
っ
て
、
従
来
よ
り
一
層
証
明
さ
れ
た
。

江
戸
初
期
、
各
地
の
東
照
宮
の
拝
殿
に
奉
納
さ
れ
た
三
十
六
歌
仙
扁
額
は
、
歌
仙
和
歌
本
文
・
書
・
歌
仙
絵
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
性
格
を
も
つ
三

つ
の
様
相
か
ら
構
成
さ
れ
る
総
合
芸
術
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
研
究
の
調
査
で
は
、
同
一
の
歌
仙
和
歌
本
文
・
書
体
・
歌
仙
絵
を
一
括
し
て
示
し

た
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
三
十
六
歌
仙
扁
額
は
、
多
彩
な
工
夫
を
可
能
に
す
る
芸
術
と
し
て
、
極
め

て
高
い
伝
統
を
保
ち
な
が
ら
、
新
鮮
度
の
高
い
奉
納
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
江
戸
初
期
の
各
種
の
東
照
宮
を
荘
厳
す
る
奉
納
品
と
し
て
重
視
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

［
付
記
］
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
神
戸
女
子
大
学
・
鈴
鹿
千
代
乃
教
授
、
清
州
市
日
吉
神
社
・
輪
隆
裕
宮
司
、
久
能
山
東
照
宮
・
落
合
偉
洲
宮
司
、

日
光
東
照
宮
宝
物
館
・
山
作
良
之
氏
、
世
良
田
東
照
宮
・
菊
池
貞
寛
宿
祢
、
岡
崎
市
立
美
術
博
物
館
・
堀
江
登
志
美
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
研
究
を
な
す
に
は
貴
重
な
ご
教
示
を
く
だ
さ
っ
た
い
わ
き
明
星
大
学
・
田
嶋
一
夫
教
授
、
国
文
学
研
究
資
料
館
・
寺
島
恒
世
副
館
長
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
な
お
、
五
年
間
も
の
長
期
間
に
わ
た
り
、
「
三
十
六
歌
仙
絵
」
の
研
究
に
常
に
情
熱
的
で
有
意
義
な
ご
指
導
を
く
だ
さ
っ
た
藏
中
し
の
ぶ
教
授

に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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附
表

江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
歌
仙
和
歌
本
文

1

左

人
麿

1
日
光
本

：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
う
ら
の

あ
さ
霧
に

し
ま
□
く
れ
行

舟
を
し
そ
お
も
ふ

久
能
山
本
：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
浦
の

あ
さ
き
り
に

し
ま
か
く
れ
行

舟
を
し
そ
お
も
ふ

水
戸
本

：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
浦
の

あ
さ
霧
に

島
隠
行

舟
を
し
そ
お
も
ふ

世
良
田
本
：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
う
ら
の

朝
き
り
に

し
ま
か
く
れ
行

舟
を
し
そ
お
も
ふ

仙
波
本

：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
浦
の

あ
さ
霧
に

島
か
く
れ
ゆ
く

ふ
ね
を
し
そ
お
も
ふ

金
沢
本

：
ほ
の

く
と

あ
か
し
の
浦
の

あ
さ
き
り
に

し
ま
か
く
れ
ゆ
く

舟
を
し
そ
お
も
ふ

滝
山
本

：
ほ
の

く
と

明
石
の
浦
の

朝
霧
に

島
か
く
れ
行

舟
を
し
そ
お
も
ふ

左

躬
恒

2
日
光
本

：
す
み
よ
し
の

松
を
秋
か
せ

ふ
く
か
ら
に

こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る

お
き
つ
し
ら
な
み

久
能
山
本
：
い
つ
く
と
も

春
の
ひ
か
り
は

わ
か
な
く
に

ま
た
み
よ
し
野
の

山
は
雪
ふ
る

水
戸
本

：
す
み
よ
し
の

松
を
秋
か
せ

ふ
く
か
ら
に

□
□
□
□
□
□
る

□
□
□
□
□
□
□

世
良
田
本
：
我
宿
の

花
み
か
て
ら
に

く
る
人
は

散
な
む
後
そ

こ
ひ
し
か
る
へ
き

仙
波
本

：
わ
か
や
と
の

は
な
み
が
て
ら
に

く
る
人
は

ち
り
な
む
後
そ

こ
ひ
し
が
る
へ
き

金
沢
本

：
す
み
よ
し
の

松
を
秋
か
せ

ふ
く
か
ら
に

こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る

お
き
□
し
ら
な
み

滝
山
本

：
い
つ
く
と
も

春
の
ひ
か
り
は

わ
か
な
く
に

ま
た
み
よ
し
の
ヽ

山
は
雪
ふ
る
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左

家
持

3
日
光
本

：
ま
き
も
く
の

ひ
は
ら
も
い
ま
た

く
も
ら
ね
は

小
松
か
は
ら
に

あ
は
雪
そ
ふ
る

久
能
山
本
：
春
の
野
に

あ
さ
る
き
ヽ
す
の

つ
ま
恋
に

を
の
か
あ
り
か
を

人
に
し
れ
つ
ヽ

水
戸
本

：
ま
き
も
く
の

ひ
は
ら
も
い
ま
た

く
も
ら
ね
は

こ
ま
つ
か
は
ら
に

あ
は
雪
そ
ふ
る

世
良
田
本
：
さ
を
し
か
の

朝
た
つ
を
の
ヽ

秋
は
ぎ
に

玉
と
み
る
ま
て

を
け
る
し
ら
つ
ゆ

仙
波
本

：
さ
ほ
し
か
の

あ
さ
た
つ
を
の
ヽ

あ
き
は
き
に

玉
と
み
る
ま
で

を
け
る
し
ら
つ
ゆ

金
沢
本

：
ま
き
も
く
の

ひ
は
ら
も
い
ま
た

く
も
ら
ね
は

小
松
か
は
ら
に

あ
は
雪
そ
ふ
る

滝
山
本

：
春
之
野
に

あ
さ
る
き
き
す
の

妻
恋
に

を
の
か
有
か
を

人
に
し
れ
筒

左

業
平

4
日
光
本

：
月
や
あ
ら
ぬ

春
や
む
か
し
の

は
る
な
ら
ぬ

我
身
ひ
と
つ
は

も
と
の
み
に
し
て

久
能
山
本
：
世
中
に

た
え
て
さ
く
ら
の

な
か
り
せ
は

春
の
心
は

の
と
け
か
ら
ま
し

水
戸
本

：
月
や
あ
ら
ぬ

春
や
む
か
し
の

は
る
な
ら
ぬ

我
身
ひ
と
つ
は

□
□
の
身
に
し
て

世
良
田
本
：
世
の
中

に
た
え
て
桜
の

な
か
り
せ
は

春
の
心
は

の
と
け
か
ら
ま
し

仙
波
本

：
世
中
に

た
え
て
さ
く
ら
の

な
か
り
せ
は

は
る
の
こ
ヽ
ろ
は

の
と
け
か
ら
ま
し

金
沢
本

：
月
や
あ
ら
ぬ

春
や
む
か
し
の

は
る
な
ら
ぬ

わ
か
身
ひ
と
つ
は

も
と
の
み
に
し
て

滝
山
本

：
世
中
に

た
え
て
さ
く
ら
の

な
か
り
せ
は

ヽ
る
の
こ
ヽ
ろ
は

の
と
け
か
ら
ま
し
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左

素
性

5
日
光
本

：
を
と
に
の
み

き
く
の
し
ら
露

よ
る
は
を
き
て

ひ
る
は
お
も
ひ
に

あ
へ
す
け
ぬ
へ
し

久
能
山
本
：
み
わ
た
せ
は

柳
さ
く
ら
を

こ
き
ま
せ
て

み
や
こ
そ
は
る
の

に
し
き
な
り
け
る

水
戸
本

：
を
と
に
の
み

き
く
の
し
ら
露

よ
る
は
お
き
て

ひ
る
は
思
ひ
に

あ
へ
す
け
ぬ
へ
し

世
良
田
本
：
い
ま
こ
む
と

い
し
し
は
か
り
に

な
か
月
の

あ
り
明
の
月
を

待
出
つ
る
か
な

仙
波
本

：
い
ま
こ
ん
と

い
ひ
し
は
か
り
に

な
か
月
の

有
明
の
つ
き
を

ま
ち
出
つ
る
か
な

金
沢
本

：
を
と
に
の
み

き
く
の
し
ら
露

よ
る
は
を
き
て

ひ
る
は
お
も
ひ
に

あ
へ
す
け
ぬ
へ
し

滝
山
本

：
み
わ
た
せ
は

柳
さ
く
ら
を

こ
き
ま
せ
て

み
や
こ
そ
は
る
の

に
し
き
な
り
け
る

左

猿
丸

6
日
光
本

：
お
く
山
に

も
み
□
ふ
□
わ
け

な
く
し
か
□

□
ゑ
き
□
時
そ

秋
□
か
な
し
き

久
能
山
本
：
お
く
山
に

紅
葉
ふ
み
わ
け

な
く
し
か
の

聲
き
く
時
そ

秋
は
か
な
し
き

水
戸
本

：
お
く
山
に

も
み
ち
ふ
み
わ
け

鳴
し
か
の

声
き
く
と
き
そ

秋
は
悲
し
き

世
良
田
本
：
お
く
山
に

も
み
ち
ふ
み
分

な
く
し
か
の

こ
ゑ
き
く
時
そ

秋
は
か
な
し
き

仙
波
本

：
お
く
山
に

も
み
ち
ふ
み
わ
け

な
く
鹿
の

聲
き
く
と
き
そ

秋
は
か
な
し
き

金
沢
本

：
お
く
山
に

も
み
ち
ふ
み
わ
け

な
く
し
か
の

聲
き
く
時
そ

秋
は
か
な
し
き

滝
山
本

：
お
く
山
に

紅
葉
ふ
み
分

な
く
鹿
の

聲
き
く
時
そ

あ
き
は
か
な
し
き
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左

兼
輔

7
日
光
本

：
み
し
か
夜
の

ふ
け
ゆ
く
ま
ヽ
に

高
砂
の

み
ね
の
ま
つ
か
せ

ふ
く
か
と
そ
き
く

久
能
山
本
：
人
の
お
や
の

心
は
や
み
に

あ
ら
ね
と
も

子
を
思
□
み
ち
に

ま
よ
ひ
ぬ
る
か
な

水
戸
本

：
み
し
か
よ
の

ふ
け
行
□
□
□

□
□
□

み
ね
の
ま
つ
風

□
□
□
□
□
□
□

世
良
田
本
：
み
し
か
夜
の

ふ
け
ゆ
く
ま
ヽ
に

高
砂
の

み
ね
の
ま
つ
か
せ

ふ
く
か
と
そ
き
く

仙
波
本

：
人
の
お
や
の

こ
ヽ
ろ
は
や
み
に

あ
ら
ね
と
も

子
を
お
も
ふ
み
ち
に

ま
と
ひ
ね
る
か
な

金
沢
本

：
人
の
お
や
の

心
は
や
み
に

あ
ら
ね
と
も

子
を
思
ふ
み
ち
に

ま
と
ひ
ぬ
る
か
な

滝
山
本

：
人
の
お
や
の

心
は
や
み
に

あ
ら
ね
と
も

子
を
□
み
ち
に

ま
と
ひ
ぬ
る
か
な

左

敦
忠

8
日
光
本

：
伊
勢
の
う
み

ち
ひ
ろ
の
は
ま
に

ひ
ろ
ふ
と
も

今
は
な
に
て
ふ

か
ひ
か
あ
る
へ
き

久
能
山
本
：
あ
ひ
み
て
の

ヽ
ち
の
こ
ヽ
ろ
に

く
ら
ふ
れ
は

む
か
し
は
物
も

ほ
も
は
さ
り
け
り

水
戸
本

：
伊
勢
の
う
み

ち
ひ
ろ
の
浜
に

ひ
ろ
ふ
と
も

い
ま
は
な
に
て
ふ

か
ひ
か
あ
る
へ
き

世
良
田
本
：
あ
ひ
み
て
の

後
の
心
に

く
ら
ふ
れ
は

む
か
し
は
物
も

お
も
は
さ
り
け
り

仙
波
本

：
逢
み
て
の

後
の
こ
ゝ
ろ
に

く
ら
ふ
れ
は

む
か
し
は
も
の
も

思
は
さ
り
け
り

金
沢
本

：
伊
勢
の
海

ち
ひ
ろ
の
は
ま
に

ひ
ろ
ふ
と
も

い
ま
は
な
に
て
ふ

か
ひ
あ
る
へ
き

滝
山
本

：
あ
ひ
み
て

の
ヽ
ち
の
こ
ヽ
ろ
に

く
ら
ふ
れ
は

む
か
し
は
物
も

ほ
も
は
さ
り
け
り
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左

公
忠

9
日
光
本

：
と
の
も
り
の

と
も
の
み
や
つ
こ

こ
ヽ
ろ
あ
ら
は

こ
の
春
は
か
り

あ
さ
き
よ
め
す
な

久
能
山
本
：
行
や
ら
て

山
ち
く
ら
し
つ

ほ
と
ヽ
き
す

い
ま
ひ
と
□
ゑ
の

き
か
ま
ほ
し
さ
に

水
戸
本

：
と
の
も
り
の

と
も
の
み
や
つ
こ

こ
ヽ
ろ
あ
ら
は

こ
の
春
は
か
り

あ
さ
き
よ
め
す
な

世
良
田
本
：
ゆ
き
や
ら
て

山
ち
く
ら
し
つ

ほ
と
ヽ
き
す

い
ま
一
聲
の

き
か
ま
ほ
し
き
に

仙
波
本

：
ゆ
き
や
ら
て

山
ち
く
ら
し
つ

ほ
と
ヽ
き
す

い
ま
ひ
と
こ
ゑ
の

き
か
ま
ほ
し
さ
に

金
沢
本

：
と
の
も
り
の

と
も
の
み
や
つ
こ

こ
ヽ
ろ
あ
ら
は

こ
の
春
は
か
り

あ
さ
き
よ
め
す
な

滝
山
本

：
ゆ
き
や
ら
て

山
路
く
ら
し
つ

郭
公

今
一
聲
の

き
か
ま
ほ
し
さ
に

左

斎
宮
女
御

10
日
光
本

：
袖
に
さ
へ

秋
の
ゆ
ふ
へ
は

し
ら
れ
け
り

き
え
し
あ
さ
ち
か

露
を
か
け
つ
ヽ

久
能
山
本
：
琴
の
音
に

峯
の
松
風

か
よ
ふ
ら
し

何
の
□
よ
り

調
そ
め
け
む

水
戸
本

：
袖
に
さ
へ

あ
き
の
ゆ
ふ
へ
は

し
ら
れ
け
り

き
え
し
あ
さ
ち
か

露
を
か
け
つ
ヽ

世
良
田
本
：
こ
と
の
音
に

峯
の
松
風

か
よ
ふ
ら
し

い
つ
れ
の
を
よ
り

し
ら
へ
初
け
ん

仙
波
本

：
こ
と
の
ね
に

み
ね
の
松
か
せ

か
よ
ふ
ら
し

い
つ
れ
の
を
よ
り

し
ら
へ
そ
め
け
む

金
沢
本

：
琴
の
音
に

峯
の
松
風

か
よ
ふ
ら
し

何
の
を
よ
り

調
そ
め
け
む

滝
山
本

：
こ
と
の
ね
に

峯
の
松
か
せ

か
よ
ふ
ら
し

い
つ
れ
の
緒
よ
り

し
ら
へ
そ
め
け
む
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左

敏
行

11
日
光
本

：
秋
は
き
の

花
さ
き
に
け
り

た
か
さ
こ
の

を
の
へ
の
鹿
は

今
や
な
く
ら
ん

久
能
山
本
：
秋
き
ぬ
と

目
に
は
さ
や
か
に

み
え
ね
と
も

風
の
音
に
そ

驚
か
れ
ぬ
る

水
戸
本

：
秋
は
き
の

花
咲
に
け
り

た
か
さ
こ
の

尾
上
の
鹿
は

今
や
鳴
ら
む

世
良
田
本
：
秋
き
ぬ
と

め
に
は
さ
や
か
に

み
え
ね
と
も

風
の
音
に
そ

お
と
ろ
か
れ
ぬ
る

仙
波
本

：
秋
き
ぬ
と

目
に
は
さ
や
か
に

み
え
ね
と
も

風
の
を
と
に
そ

お
と
ろ
か
れ
ぬ
る

金
沢
本

：
秋
は
き
の

花
さ
き
に
け
り

た
か
さ
こ
の

お
の
へ
の
鹿
は

い
ま
や
な
く
ら
ん

滝
山
本

：
秋
き
ぬ
と

め
に
は
さ
や
か
に

み
え
ね
と
も

風
の
音
に
そ

お
と
ろ
か
れ
ぬ
る

左

宗
于

12
日
光
本

：
や
ま
さ
と
は

冬
そ
さ
ひ
し
さ

ま
さ
り
け
る

人
め
も
草
も

か
れ
ぬ
と
お
も
へ
は

久
能
山
本
：
常
磐
な
る

松
の
緑
も

春
く
れ
は

今
一
し
ほ
の

色
ま
さ
り
け
り

水
戸
本

：
山
さ
と
は

冬
そ
さ
ひ
し
さ

ま
さ
り
け
る

人
め
も
く
さ
も

か
れ
ぬ
と
お
も
へ
は

世
良
田
本
：
山
里
は

冬
そ
さ
ひ
し
さ

ま
さ
り
け
る

人
め
も
草
も

か
れ
ぬ
と
お
も
へ
は

仙
波
本

：
と
き
は
な
る

松
の
み
と
り
も

春
く
れ
は

い
ま
一
し
ほ
の

い
ろ
ま
さ
り
け
り

金
沢
本

：
常
磐
な
る

松
の
緑
も

春
く
れ
は

今
一
し
ほ
の

色
ま
さ
り
け
り

滝
山
本

：
と
き
は
な
る

松
の
み
と
り
も

春
く
れ
は

い
ま
一
し
ほ
の

色
ま
さ
り
け
り
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左

清
正

13
日
光
本

：
天
つ
か
せ

ふ
け
ゐ
の
浦
に

ゐ
る
た
つ
の

な
と
か
雲
井
に

か
へ
ら
さ
る
へ
き

久
能
山
本
：
天
津
風

ふ
け
ゐ
の
浦
に

居
る
た
つ
の

な
と
か
雲
井
に

帰
さ
る
へ
き

水
戸
本

：
□
□
□
□
□

ふ
け
ゐ
の
浦
に

□
□
た
つ
の

な
と
か
雲
井
に

か
へ
ら
さ
る
へ
き

世
良
田
本
：
天
つ
か
せ

ふ
け
ゐ
の
浦
に

ゐ
る
た
つ
の

な
と
か
□
□
□

か
へ
ら
さ
る
□
□

仙
波
本

：
ね
の
ひ
し
□

し
め
つ
る
の
へ
の

姫
小
松

ひ
か
て
や
千
世
の

か
け
を
ま
た
ま
し

金
沢
本

：
天
津
風

ふ
け
ゐ
の
浦
に

ゐ
る
た
つ
の

な
と
か
雲
居
に

帰
さ
る
へ
き

滝
山
本

：
天
津
風

ふ
け
ゐ
の
浦
に

い
る
た
つ
の

な
と
か
雲
井
に

帰
さ
る
へ
き

左

興
風

14
日
光
本

：
ち
き
り
け
む

こ
ヽ
ろ
そ
つ
ら
き

織
女
の

と
し
に
ひ
と
た
ひ

あ
ふ
は
あ
ふ
か
は

久
能
山
本
：
契
剱

心
そ
つ
ら
き

織
女
の

年
に
一
た
ひ

あ
ふ
は
逢
か
は

水
戸
本

：
ち
き
り
け
む

こ
ヽ
ろ
そ
つ
ら
き

七
夕
の

と
し
に
ひ
と
た
ひ

あ
ふ
□
□
□
□
□

世
良
田
本
：
契
剱

心
そ
つ
ら
き

織
女
の

年
に
一
た
ひ

あ
ふ
は
逢
か
は

仙
波
本

：
契
け
ん

こ
ヽ
ろ
そ
つ
ら
き

た
な
は
た
の

と
し
に
一
た
ひ

逢
は
あ
ふ
か
は

金
沢
本

：
ち
き
り
け
む

こ
ヽ
ろ
つ
ら
き

織
女
の

と
し
に
ひ
と
た
ひ

あ
ふ
は
あ
ふ
か
は

滝
山
本

：
契
□

心
そ
つ
ら
き

織
女
の

年
□
一
た
ひ

あ
ふ
は
逢
か
は
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左

是
則

15
日
光
本

：
み
よ
し
の
ヽ

や
ま
の
し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
さ
む
く

な
り
ま
さ
る
な
り

久
能
山
本
：
三
吉
野
の

や
ま
の
し
ら
雪

積
ら
し

故
郷
さ
む
く

成
ま
さ
る
也

水
戸
本

：
み
よ
し
の
ヽ

山
の
し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
さ
む
く

な
り
ま
さ
る
也

世
良
田
本
：
み
よ
し
の
ヽ

山
の
し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
さ
む
く

な
り
ま
さ
る
也

仙
波
本

：
み
よ
し
の
ゝ

山
の
し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
る
里
さ
む
く

な
り
ま
さ
る
な
り

金
沢
本

：
み
よ
し
野
の

や
ま
の
し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
さ
む
く

な
り
ま
さ
る
な
り

滝
山
本

：
み
よ
し
野
の

山
の
し
ら
雪

つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
さ
む
く

な
り
ま
さ
る
な
り

左

小
大
君

16
日
光
本

：
お
ほ
ゐ
河

そ
ま
山
か
せ
の

さ
む
け
れ
は

た
つ
い
は
な
み
を

ゆ
き
か
と
そ
見
る

久
能
山
本
：
い
は
ヽ
し
の

夜
の
契
も

絶
ぬ
へ
し

あ
く
る
わ
ひ
し
き

葛
城
の
神

水
戸
本

：
大
井
河

そ
ま
山
風
の

さ
む
け
れ
は

た
つ
岩
な
み
を

雪
か
と
そ
見
る

世
良
田
本
：
岩
は
し
の

よ
る
の
契
も

た
え
ぬ
へ
し

あ
く
る
わ
ひ
し
き

か
つ
ら
き
の
神

仙
波
本

：
岩
橋
の

よ
る
の
ち
き
り
も

た
え
ぬ
へ
し

あ
く
る
わ
ひ
し
き

か
つ
ら
□
の
神

金
沢
本

：
お
ほ
ゐ
河

そ
ま
や
ま
か
せ
の

さ
む
け
れ
は

た
つ
い
は
な
み
を

雪
か
と
そ
見
る

滝
山
本

：
岩
橋
の

よ
る
の
契
も

た
え
ぬ
へ
し

あ
く
る
わ
ひ
し
き

葛
城
の
神
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左

能
宣

17
日
光
本

：
み
か
き
も
り

ゑ
し
か
た
く
火
の

よ
る
は
も
え

ひ
る
は
き
え
つ
ヽ

も
の
を
こ
そ
思
へ

久
能
山
本
：
千
年
ま
て

か
き
れ
る
松
も

今
日
よ
り
は

君
に
引
れ
て

萬
代
や
へ
む

水
戸
本

：
御
垣
も
り

ゑ
し
の
た
く
ひ
の

よ
る
は
も
え

ひ
る
は
き
え
つ
ヽ

物
を
こ
そ
お
も
へ

世
良
田
本
：
み
か
き
も
り

ゑ
し
の
た
く
火
の

よ
る
は
も
え

ひ
る
は
き
え
つ
ヽ

も
の
を
こ
そ
思
へ

仙
波
本

：
千
と
せ
ま
て

か
き
れ
る
松
も

け
ふ
よ
り
は

君
に
ひ
か
れ
て

よ
ろ
つ
世
や
へ
む

金
沢
本

：
御
墻
も
り

ゑ
し
の
た
く
火
の

よ
る
は
も
え

ひ
る
は
き
え
つ
ヽ

も
の
を
こ
そ
思
へ

滝
山
本

：
千
と
せ
ま
て

か
き
れ
る
松
も

今
日
よ
り
は

君
に
ひ
か
れ
て

よ
ろ
つ
代
や
へ
む

左

兼
盛

18
日
光
本

：
し
の
ふ
れ
と

い
ろ
に
い
て
に
け
り

我
こ
ひ
は

物
や
お
も
ふ
と

人
の
と
ふ
ま
て

久
能
山
本
：
暮
て
行

秋
の
形
見
に

置
物
は

わ
か
本
結
の

霜
に
そ
有
け
る

水
戸
本

：
し
の
ふ
れ
と

色
に
出
て
に
け
り

わ
か
恋
は

も
の
や
お
も
ふ
と

人
の
と
ふ
ま
て

世
良
田
本
：
し
の
ぶ
れ
と

色
に
出
に
け
り

我
こ
ひ
は

物
や
お
も
ふ
と

人
の
と
ふ
ま
て

仙
波
本

：
み
山
い
て
ヽ

夜
半
に
や
き
つ
る

郭
公

あ
か
つ
き
か
け
て

こ
ゑ
の
き
こ
ゆ
る

金
沢
本

：
し
の
ふ
れ
と

い
ろ
に
い
て
に
け
り

わ
か
こ
ひ
は

も
の
や
お
も
ふ
と

人
の
と
ふ
ま
て

滝
山
本

：
暮
て
行

秋
の
形
見
に

置
物
は

わ
か
本
結
の

霜
に
そ
有
け
る
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右

貫
之

1
日
光
本

：
む
す
ふ
手
の

し
つ
く
に
ヽ
こ
る

山
の
井
の

あ
か
て
も
人
に

わ
か
れ
ぬ
る
か
な

久
能
山
本
：
さ
く
ら
ち
る

木
の
し
た
か
せ
は

さ
む
か
ら
て

里
に
し
ら
れ
ぬ

雪
は
ふ
り
行
く

水
戸
本

：
む
す
ふ
て
の

し
つ
く
に
ヽ
こ
る

山
の
井
の

あ
か
て
も
人
に

わ
か
れ
ぬ
る
か
な

世
良
田
本
：
桜
散

こ
の
し
た
風
は

さ
む
か
ら
て

空
に
し
ら
れ
ぬ

雪
そ
ふ
り
け
る

仙
波
本

：
さ
く
ら
ち
る

木
の
し
た
か
せ
は

寒
か
ら
て

空
に
し
ら
れ
ぬ

雪
そ
ふ
り
け
る

金
沢
本

：
さ
く
ら
ち
る

木
の
し
た
か
せ
は

さ
む
か
ら
て

空
に
し
ら
れ
ぬ

雪
そ
ふ
り
け
る

滝
山
本

：
さ
く
ら
ち
る

木
の
下
か
せ
は

寒
か
ら
て

空
に
し
ら
れ
ぬ

雪
そ
ふ
り
け
る

右

伊
勢

2
日
光
本

：
三
輪
の
や
ま

い
か
ヽ
ま
ち
み
む

と
し
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と
お
も
へ
は

久
能
山
本
：
み
わ
の
や
ま

い
か
に
待
み
ん

と
し
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と
お
も
へ
は

水
戸
本

：
み
わ
の
や
ま

い
□
□
ま
ち
見
ん

と
し
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と
思
へ
は

世
良
田
本
：
散
ち
ら
す

き
か
ま
ほ
し
き
を

故
郷
の

花
見
て
く
ら
す

人
も
あ
は
な
ん

仙
波
本

：
ち
り
ち
ら
す

き
か
ま
ほ
し
き
を

故
郷
の

は
な
み
て
か
へ
る

ひ
と
も
あ
は
な
む

金
沢
本

：
三
輪
の
や
ま

い
か
に
ま
ち
見
む

と
し
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と
お
も
へ
は

滝
山
本

：
み
わ
の
や
ま

い
か
に
待
み
ん

と
し
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
人
も

あ
ら
し
と
お
も
へ
は
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右

赤
人

3
日
光
本

：
わ
か
の
う
ら
に

塩
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て

た
つ
な
き
わ
た
る

久
能
山
本
：
和
哥
の
う
ら
に

塩
み
ち
く
れ
は

か
た
ほ
な
み

芦
邊
を
さ
し
て

た
つ
鳴
わ
た
る

水
戸
本

：
若
浦
に

し
ほ
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て

た
つ
鳴
渡

世
良
田
本
：
わ
か
の
う
ら
に

塩
み
ち
く
れ
は

か
た
ほ
な
み

芦
邊
を
さ
し
て

た
つ
鳴
わ
た
る

仙
波
本

：
わ
か
の
浦
に

し
ほ
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て

た
つ
鳴
わ
た
る

金
沢
本

：
わ
か
の
う
ら
に

し
ほ
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て

た
つ
な
き
わ
た
る

滝
山
本

：
わ
か
の
浦
に

し
ほ
み
ち
く
れ
は

か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て

た
つ
鳴
わ
た
る

右

遍
昭

4
日
光
本

：
い
そ
の
か
み

布
留
の
山
へ
の

さ
く
ら
は
な

う
へ
け
ん
と
き
を

し
る
人
そ
な
き

久
能
山
本
：
た
ら
ち
ね
は

か
ヽ
れ
と
て
し
も

む
は
た
ま
の

我
く
ろ
か
み
は

な
く
す
や
あ
り
け
ん

水
戸
本

：
い
そ
の
か
み

ふ
る
の
山
辺
の

さ
く
ら
は
な

う
へ
け
ん
と
き
を

し
る
人
そ
な
き

世
良
田
本
：
我
や
と
は

道
も
な
き
ま
て

あ
れ
に
け
り

つ
れ
な
き
人
を

待
と
せ
し
ま
に

仙
波
本

：
わ
か
宿
は

み
ち
も
な
き
ま
て

あ
れ
に
け
り

つ
れ
な
き
人
を

ま
つ
と
せ
し
ま
に

金
沢
本

：
い
そ
の
か
み

ふ
る
の
山
へ
の

さ
く
ら
は
な

う
へ
け
ん
と
き
を

し
る
人
そ
な
き

滝
山
本

：
た
ら
ち
ね
は

か
ヽ
れ
と
て
し
も

む
は
玉
の

わ
か
黒
髪
は

な
く
す
や
有
け
む
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右

友
則

5
日
光
本

：
夕
さ
れ
は

ほ
た
る
よ
り
け
に

も
ゆ
れ
と
も

ひ
か
り
み
ね
は
や

人
の
つ
れ
な
き

久
能
山
本
：
秋
か
せ
に

は
つ
か
り
か
ね
そ

き
こ
ゆ
な
る

た
か
た
ま
つ
さ
を

か
け
て
き
つ
ら
む

水
戸
本

：
ゆ
ふ
さ
れ
は

ほ
た
る
よ
り
け
に

も
ゆ
れ
と
も

ひ
か
り
み
ね
は
や

人
の
つ
れ
な
き

世
良
田
本
：
夕
さ
れ
は

さ
ほ
の
川
原
の

河
霧
に

と
も
ま
と
は
せ
る

ち
と
り
な
く
な
り

仙
波
本

：
ゆ
ふ
さ
れ
は

さ
ほ
の
か
は
ら
の

河
霧
に

と
も
ま
と
は
せ
る

千
と
り
な
く
な
り

金
沢
本

：
ゆ
ふ
さ
れ
は

ほ
た
る
よ
り
け
に

も
ゆ
れ
と
も

ひ
か
り
み
ね
は
や

人
の
つ
れ
な
き

滝
山
本

：
秋
か
せ
に

は
つ
か
り
か
ね
そ

き
こ
ゆ
な
る

た
か
た
ま
つ
さ
を

か
け
て
き
ぬ
ら
ん

右

小
町

6
日
光
本

：
わ
ひ
ぬ
れ
は

身
を
う
き
草
の

ね
を
た
え
て

さ
そ
ふ
水
あ
ら
は

い
な
む
と
そ
思
ふ

久
能
山
本
：
色
み
え
て

う
つ
ろ
ふ
も
の
は

世
中
の

人
の
こ
ヽ
ろ
の

花
に
そ
あ
り
け
る

水
戸
本

：
わ
ひ
ぬ
れ
は

身
を
う
き
草
の

ね
を
た
え
て

さ
そ
ふ
水
あ
ら
は

い
な
ん
と
そ
思
ふ

世
良
田
本
：
わ
ひ
ぬ
れ
は

身
を
う
き
草
の

ね
を
た
え
て

さ
そ
ふ
水
あ
ら
は

い
な
む
と
そ
思
ふ

仙
波
本

：
色
み
え
て

う
つ
ろ
う
も
の
は

世
中
の

ひ
と
の
こ
ゝ
ろ
の

は
な
に
そ
あ
り
け
る

金
沢
本

：
わ
ひ
ぬ
れ
は

身
を
う
き
草
の

ね
を
た
え
て

さ
そ
ふ
水
あ
ら
は

い
な
ん
と
そ
お
も
ふ

滝
山
本

：
色
み
え
て

う
つ
ろ
ふ
物
は

世
中
の

人
の
心
の

花
に
そ
有
け
る
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右

朝
忠

7
日
光
本

：
万
代
の

は
し
め
と
け
ふ
を

い
の
り
を
き
□

今
ゆ
く
す
ゑ
□

神
そ
か
そ
へ
ん

久
能
山
本
：
逢
事
の

た
え
て
し
な
く
は

中

く
に

人
を
も
身
を
も

う
ら
み
さ
ら
ま
し

水
戸
本

：
よ
ろ
つ
世
の

は
し
め
と
け
ふ
を

い
の
り
を
き
て

い
ま
行
す
ゑ
は

神
そ
か
そ
へ
ん

世
良
田
本
：
萬
代
の

は
し
め
と
け
ふ
を

い
の
り
を
き
て

今
ゆ
く
す
ゑ
を

神
そ
か
そ
へ
む

仙
波
本

：
あ
ふ
事
の

た
え
て
し
な
く
は

中

く
に

ひ
と
を
も
身
を
も

う
ら
み
さ
ら
ま
し

金
沢
本

：
万
代
の

は
し
め
と
け
ふ
を

お
の
り
を
き
て

い
ま
ゆ
く
す
ゑ
は

神
そ
か
そ
へ
む

滝
山
本

：
逢
事
の

た
え
て
し
な
く
は

中

く
に

人
を
も
身
を
も

う
ら
み
さ
ら
ま
し

右

高
光

8
日
光
本

：
は
る
す
き
て

ち
り
は
て
に
け
る

梅
の
は
な

た
ヽ
香
は
か
り
そ

枝
に
の
こ
れ
る

久
能
山
本
：
か
く
は
か
り

へ
か
た
く
み
ゆ
る

世
中
に

う
ら
や
ま
し
く
も

す
め
る
月
か
な

水
戸
本

：
春
す
き
て

ち
り
は
て
に
け
る

む
め
の
は
な

た
ヽ
香
は
か
り
そ

え
た
に
の
こ
れ
る

世
良
田
本
：
か
く
計

へ
か
た
く
み
ゆ
る

世
中
に

う
ら
山
し
く
も

す
め
る
月
哉

仙
波
本

：
か
く
計

へ
か
た
く
見
ゆ
る

よ
の
な
か
に

う
ら
山
し
く
も

す
め
る
月
か
な

金
沢
本

：
春
す
き
て

ち
り
は
て
に
け
る

梅
の
は
な

た
ヽ
香
は
か
り
そ

枝
に
の
こ
れ
る

滝
山
本

：
か
く
計

へ
か
た
く
み
ゆ
る

世
中
に

う
ら
や
ま
し
く
も

す
め
る
月
か
な
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右

忠
岑

9
日
光
本

：
春
た
つ
と

い
ふ
は
か
り
に
や

み
よ
し
の
ヽ

山
も
か
す
み
て

け
さ
は
み
ゆ
ら
む

久
能
山
本
：
在
明
の

つ
れ
な
く
み
え
し

別
よ
り

暁
は
か
り

う
き
物
は
な
し

水
戸
本

：
春
た
つ
と

い
ふ
は
か
り
に
や

み
よ
し
野
の

山
も
か
す
み
て

け
さ
は
見
ゆ
ら
む

世
良
田
本
：
在
明
の

つ
れ
な
く
み
え
し

別
よ
り

暁
は
か
り

う
き
物
は
な
し

仙
波
本

：
春
た
つ
と

い
ふ
は
か
り
に
や

み
よ
し
の
ヽ

山
も
か
す
み
て

今
朝
は
見
ゆ
ら
む

金
沢
本

：
春
た
つ
と

い
ふ
は
か
り
に
や

み
よ
し
の
ヽ

山
も
か
す
み
て

け
さ
見
ゆ
ら
む

滝
山
本

：
有
明
の

つ
れ
な
く
み
え
し

別
よ
り

暁
は
か
り

う
き
物
は
な
し

右

頼
基

10
日
光
本

：
ね
の
ひ
す
る

野
へ
に
こ
松
を

引
つ
れ
て

か
へ
る
山
路
に

う
く
ひ
す
そ
な
く

久
能
山
本
：
一
ふ
し
に

千
代
を
こ
め
た
る

つ
ゑ
な
れ
は

つ
く
と
も
つ
き
し

君
か
よ
は
ひ
は

水
戸
本

：
□
□
□
□
□

□
□
□
□
ま
つ
を

ひ
き
つ
れ
て

か
へ
る
山
ち
に

う
く
ひ
す
そ
な
く

世
良
田
本
：
子
日
す
る

墅
へ
に
小
松
を

引
つ
れ
て

か
へ
る
山
路
に

鶯
そ
な
く

仙
波
本

：
一
ふ
し
に

千
世
を
こ
め
た
る

つ
え
な
れ
は

つ
く
と
も
つ
き
し

君
か
齢
は

金
沢
本

：
ひ
と
ふ
し
に

ち
よ
を
こ
め
た
る

つ
ゑ
な
れ
は

つ
く
と
も
つ
き
し

君
か
よ
は
ひ
は

滝
山
本

：
一
ふ
し
に

千
代
を
こ
め
た
る

杖
な
れ
は

つ
く
と
も
つ
き
し

き
み
か
よ
は
ひ
は
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右

重
之

11
日
光
本

：
夏
か
り
の

玉
え
の
あ
し
を

ふ
み
し
た
き

む
れ
ゐ
る
鳥
の

た
つ
空
そ
な
き

久
能
山
本
：
風
を
い
た
み

岩
う
つ
な
み
の

を
の
れ
の
み

く
た
け
て
も
の
を

お
も
ふ
こ
ろ
か
な

水
戸
本

：
な
つ
か
り
の

た
ま
え
の
あ
し
を

ふ
み
し
た
き

む
れ
ゐ
る
と
り
の

た
つ
空
そ
な
き

世
良
田
本
：
よ
し
墅
山

峯
の
し
ら
雪

い
つ
き
え
て

け
さ
は
霞
の

立
か
は
る
ら
ん

仙
波
本

：
吉
野
山

峯
の
し
ら
雪

い
つ
消
て

今
朝
は
霞
の

立
か
は
る
ら
む

金
沢
本

：
夏
か
り
の

た
ま
え
の
あ
し
を

ふ
み
し
た
き

む
れ
ゐ
る
鳥
の

た
つ
空
そ
な
き

滝
山
本

：
か
せ
を
い
た
み

岩
う
つ
波
の

を
の
れ
の
み

く
た
け
て
物
を

思
ふ
こ
ろ
か
な

右

信
明

12
日
光
本

：
ほ
の

く
と

あ
り
あ
け
の
月
の

月
か
け
に

紅
葉
ふ
き
お
ろ
す

や
ま
お
ろ
し
の
か
せ

久
能
山
本
：
あ
た
ら
夜
の

月
と
花
と
を

お
な
し
く
は

あ
は
れ
し
れ
ら
ん

人
に
み
せ
は
や

水
戸
本

：
ほ
の

く
と

有
曙
の
つ
き
の

□
□
け
に

も
み
ち
□
□
□
□

山
お
ろ
し
の
□
□

世
良
田
本
：
ほ
の

く
と

あ
り
明
の
月
の

月
か
け
に

紅
葉
ふ
き
お
ろ
す

や
ま
お
ろ
し
の
か
せ

仙
波
本

：
恋
し
さ
は

お
な
じ
こ
ヽ
ろ
に

あ
ら
す
と
も

今
夜
の
月
を

君
み
さ
ら
め
や

金
沢
本

：
ほ
の

く
と

在
明
の
月
の

つ
き
か
け
に

紅
葉
ふ
き
お
ろ
す

や
ま
お
ろ
し
の
か
せ

滝
山
本

：
あ
た
ら
夜
の

月
と
は
な
と
を

お
な
し
く
は

あ
は
れ
し
れ
ら
む

ひ
と
に
見
せ
は
や
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右

順
13

日
光
本

：
水
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
は

今
宵
そ
秋
の

も
な
か
な
り
け
る

久
能
山
本
：
水
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
□

こ
よ
ひ
そ
あ
き
の

も
な
か
な
り
け
る

水
戸
本

：
水
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
は

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

世
良
田
本
：
水
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
は

今
宵
そ
秌
の

も
な
か
な
り
け
る

仙
波
本

：
水
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
は

こ
よ
ひ
そ
秋
の

最
中
な
り
け
る

金
沢
本

：
み
つ
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
は

こ
よ
ひ
そ
あ
き
の

も
な
か
な
り
け
る

滝
山
本

：
水
の
お
も
に

て
る
月
な
み
を

か
そ
ふ
れ
は

こ
よ
ひ
そ
あ
き
の

最
中
な
り
け
る

右

元
輔

14
日
光
本

：
ち
き
り
き
な

か
た
み
に
そ
て
を

し
ほ
り
つ
ヽ

す
ゑ
の
ま
つ
や
ま

な
み
こ
さ
し
と
は

久
能
山
本
：
を
と
な
し
の

河
と
そ
つ
ゐ
に

な
か
れ
□
つ
る

い
は
て
物
お
も
ふ

人
の
涕
は

水
戸
本

：
ち
き
り
き
な

か
た
み
に
そ
て
を

し
ほ
り
つ
ヽ

す
ゑ
の
ま
つ
や
ま

な
み
こ
さ
し
と
は

世
良
田
本
：
秋
の
墅
の

萩
の
に
し
□
□

□
宿
に

鹿
の
音
な
か
ら

う
つ
し
て
し
か
な

仙
波
本

：
秋
の
野
の

は
き
の
に
し
き
を

わ
か
宿
に

鹿
の
音
な
か
ら

う
つ
し
て
し
か
な

金
沢
本

：
ち
き
り
き
な

か
た
み
に
そ
て
を

し
ほ
り
つ
ヽ

す
ゑ
の
ま
つ
や
ま

な
み
こ
さ
し
と
は

滝
山
本

：
を
と
な
し
の

河
と
そ
つ
い
に

な
か
れ
い
つ
る

い
は
て
物
お
も
ふ

□
の
涕
は
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右

元
真

15
日
光
本

：
さ
き
に
け
り

わ
か
や
ま
さ
と
の

う
の
は
な
は

か
き
ね
に
き
え
ぬ

雪
と
み
る
ま
て

久
能
山
本
：
な
つ
草
は

し
け
り
に
け
り
な

玉
ほ
こ
の

み
ち
ゆ
き
人
も

む
す
ふ
は
か
り
に

水
戸
本

：
さ
き
に
け
り

我
山
や
ま
さ
と
の

う
の
花
は

か
き
ね
に
き
え
ぬ

雪
と
見
る
ま
て

世
良
田
本
：
人
な
ら
は

ま
て
と
い
は
ま
し

霍
公

二
聲
と
た
に

な
か
て
行
ら
む

仙
波
本

：
人
な
ら
は

ま
て
と
い
は
ま
し

ほ
と
ヽ
き
す

ふ
た
こ
ゑ
と
た
に

な
か
て
ゆ
く
ら
む

金
沢
本

：
さ
き
に
け
り

わ
か
山
さ
と
の

卯
の
は
な
は

か
き
ね
に
き
え
ぬ

雪
と
み
る
ま
て

滝
山
本

：
夏
草
は

茂
り
に
け
り
な

玉
鉾
の

み
ち
ゆ
き
ひ
と
も

む
す
ふ
は
か
り
に

右

仲
文

16
日
光
本

：
お
も
ひ
し
る

人
に
み
せ
は
や

夜
も
す
か
ら

我
と
こ
な
つ
に

お
き
ゐ
た
る
露

久
能
山
本
：
有
明
の

月
の
ひ
か
り
を

ま
つ
程
に

わ
か
世
い
た
く

ふ
け
に
け
る
か
な

水
戸
本

：
お
も
ひ
し
る

人
に
み
せ
は
や

夜
も
す
か
ら

我
と
こ
夏
に

□
□
ゐ
た
る
露

世
良
田
本
：
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

仙
波
本

：
あ
り
明
の

月
の
ひ
か
り
を

ま
つ
ほ
と
に

わ
か
世
の
い
た
く

ふ
け
に
け
る
か
な

金
沢
本

：
お
も
ひ
し
る

人
に
み
せ
は
や

夜
も
す
か
ら

わ
か
と
こ
な
つ
に

お
き
ゐ
た
る
露

滝
山
本

：
有
明
の

月
の
光
を

ま
つ
程
に

わ
か
よ
の
い
た
く

更
に
け
る
哉
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右

忠
見

17
日
光
本

：
恋
す
て
ふ

我
名
は
ま
た
き

た
ち
に
け
り

人
し
れ
す
こ
そ

お
も
ひ
そ
め
し
か

久
能
山
本
：
恋
す
て
ふ

わ
か
名
は
ま
た
き

た
ち
に
け
り

人
し
れ
す
こ
そ

お
も
ひ
そ
め
し
か

水
戸
本

：
恋
す
て
ふ

我
名
は
ま
□
□

□
□
に
け
り

人
し
れ
す
こ
そ

お
も
ひ
そ
め
し
か

世
良
田
本
：
さ
よ
ふ
け
て

ね
覚
さ
り
せ
は

ほ
と
ヽ
き
す

人
つ
て
に
こ
そ

き
く
へ
か
り
け
れ

仙
波
本

：
さ
夜
ふ
け
て

ね
さ
め
さ
り
せ
は

ほ
と
ヽ
き
す

人
つ
て
に
こ
そ

き
く
へ
か
り
け
れ

金
沢
本

：
こ
ひ
す
て
ふ

我
名
は
ま
た
き

た
ち
に
け
り

人
し
れ
す
こ
そ

お
も
ひ
そ
め
し
か

滝
山
本

：
恋
す
て
ふ

我
名
は
ま
た
き

立
に
け
り

人
し
れ
す
こ
そ

思
ひ
そ
め
し
か

右

中
務

18
日
光
本

：
秋
か
せ
の

ふ
く
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

萩
の
葉
な
ら
は

を
と
は
し
て
ま
し

久
能
山
本
：
秋
風
の

ふ
く
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

お
き
の
葉
な
ら
は

を
と
は
し
て
ま
し

水
戸
本

：
あ
き
風
の

ふ
く
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

お
き
の
葉
な
ら
は

を
と
は
し
て
ま
し

世
良
田
本
：
秋
か
せ
の

□
□
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

萩
□
葉
な
ら
は

を
と
は
し
て
ま
し

仙
波
本

：
鴬
の

こ
ゑ
な
か
り
せ
は

雪
き
え
ぬ

山
さ
と
い
か
て

は
る
を
し
ら
ま
し

金
沢
本

：
秋
か
せ
の

ふ
く
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

萩
の
は
な
ら
は

を
と
は
し
て
ま
し

滝
山
本

：
秋
風
の

ふ
く
に
つ
け
て
も

と
は
ぬ
か
な

お
き
の
葉
な
ら
は

音
は
し
て
ま
し



- 177 -

附
表

『
世
尊
寺
家
三
十
六
人
歌
合
草
之
形
散
形
』
の
書

2左

人
麿

左

躬
恒

左

家
持

左

業
平

1

2

3

4

左

素
性

左

猿
丸

左

兼
輔

左

敦
忠

5

6

7

8
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左

公
忠

左

斎
宮
女
御

左

敏
行

左

宗
于

9

10

11

12

左

清
正

左

興
風

左

是
則

左

小
大
君

13

14

15

16



- 179 -

左

能
宣

左

兼
盛

右

貫
之

右

伊
勢

17

18

1

2

右

赤
人

右

遍
昭

右

友
則

右

小
町

3

4

5

6
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右

朝
忠

右

髙
光

右

忠
岑

右

頼
基

7

8

9

10

左

重
之

右

信
明

右

順

右

元
輔

11

12

13

14
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右

元
真

右

仲
文

右

忠
見

右

中
務

15

16

17

18
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附
表

日
光
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
書

3左

人
麿

左

躬
恒

左

家
持

左

業
平

1

2

3

4

左

素
性

左

猿
丸

左

兼
輔

左

敦
忠

5

6

7

8
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左

公
忠

左

斎
宮
女
御

左

敏
行

左

宗
于

9

10

11

12

左

清
正

左

興
風

左

是
則

左

小
大
君

13

14

15

16
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左

能
宣

左

兼
盛

右

貫
之

右

伊
勢

17

18

1

2

右

赤
人

右

遍
昭

右

友
則

右

小
町

3

4

5

6
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右

朝
忠

右

髙
光

右

忠
岑

右

頼
基

7

8

9

10

右

重
之

右

信
明

右

順

右

元
輔

11

12

13

14
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右

元
真

右

仲
文

右

忠
見

右

中
務

15

16

17

18
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附
表

世
良
田
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
書

4左

人
麿

左

躬
恒

左

家
持

左

業
平

1

2

3

4

左

素
性

左

猿
丸

左

兼
輔

左

敦
忠

5

6

7

8
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左

公
忠

左

斎
宮
女
御

左

敏
行

左

宗
于

9

10

11

12

左

清
正

左

興
風

左

是
則

左

小
大
君

13

14

15

16
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左

能
宣

左

兼
盛

右

貫
之

右

伊
勢

17

18

1

2

右

赤
人

右

遍
昭

右

友
則

右

小
町

3

4

5

6
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右

朝
忠

右

髙
光

右

忠
岑

右

頼
基

7

8

9

10

右

重
之

右

信
明

左

順

左

元
輔

11

12

13

14
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右

元
真

右

仲
文

右

忠
見

右

中
務

15

16

17

18
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附
表

江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
七
本
の
歌
仙
絵

5
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